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　はじめに断っておこう。




　これは、バカップルがさらなるイチャつき方を模も索さくしていく、そんなお話。

　たとえ二人がどれほどの困難を越え、今の関係に成ったとしても。

　たとえそれが何千何万の人間を──世界中の人々を巻き込む事態に発展しても。

　この物語は途中の読点コンマに過ぎず──そう、




　ただの──惚気のろけ話だ。






プロローグ　コンマ






「えへへ～、真しん夜やさん、真夜さ～ん♪」

　真っ白な少女が、隣に座る少年──真夜に身体からだをすりつけていた。

　白の毛並みが美しい猫耳と尻尾しつぽを揺らし、楽しそうに声を上げながらすりつける身体は小柄。しかしそれに反して大きな胸が、真夜の腕に身体に押し当てられ形を変える。

　そのやわらかな感触を堪能しながら、真夜は少女──音ね々ね子この頭をなでる。

「どうした、ご機嫌だな」

「はいっ、真夜さんが隣にいますっ」

「かわいいことを言いやがって……！　そんなかわいい子は……こうだ！」

「きゃ～♪」

　ただでさえ近い距離をもっと近くに。真夜が音々子の肩を抱き寄せ、密着状態になる。

「うーごーけーまーせーんー。この腕のせいですね～、えいえいっ」

　音々子が真夜の腕にじゃれつき、肩で押すようにもぞもぞと身体を動かした。

　その瞬間だった。

「あっこら、暴れるなって。──っと」

「ふぇ……？」

　その感情任せにじゃれつく力は意外に強く、音々子本人も予想外に身体が傾く。

　二人が座るソファーはやわらかく、傾いた身体を立て直せず……

「きゃっ」

「うおっ」

　真夜の身体が、ソファーよりもやわらかな音々子に押し倒された。

「怪け我がはないか？」

「はい、真夜さんは？」

「俺も大丈夫……だけど」

「だけど？」

　真夜の見る先、彼の下腹にまたがるように腰を下ろした音々子が小首を傾かしげる。

　しゃらりと流れる絹のごとき白髪に彩られた童顔の下は、倒れかけたときに引っ張られたのか、服がはだけ……白く透き通るような肌が露あらわになっていた。

　桜色の蕾つぼみすら見えそうなほどに、大きな双丘の谷間が深い位置まで見えてしまっている。

　そして視線を下げれば、下も同様に。

　スカートがめくれ、黒のタイツに包まれた細身だが肉感的な太ももが、その付け根まで真夜の視界にしっかりと映る。

　タイツ越しに見える下着は白く。真夜の視線を感じて音々子がきゅっと足を内に締めた。

「真夜さん、お顔が緩ゆるんでますよ？」

「だって、そんなに締められると太ももが食い込んで、逆にエロいぞ？」

　その上、めくれたままのスカートは下着を隠すに至らず、音ね々ね子この行こう為いはただただ真しん夜やの情欲を煽あおるに過ぎなかった。

　それは音々子もわかっているのだろう。嫌がる素振りは見せず、むしろ誘うように身を屈かがめる。

「……真夜さん、気になりますか？」

　屈んだことで強調される胸の谷間。大きな双丘が身じろぎに揺れ、やわらかさを見せつけると共に、僅わずかな引っかかりで保たれている布が重力によって今にも落ちそうになる。

　真夜はその光景にゴクリと生なま唾つばを吞のみ込み……自然と、手を伸ばしていた。

「ああ……すごく、気になる。触って、確かめてみたい」

「ふふ、真夜さんだけに、です。真夜さんになら……かまいませんよ」

　言って、音々子が白魚のような指を真夜の手に這はわせる。

　自らに導みちびくような動きは──しかし、




「でも──ダ～メ、ですよ、真夜さん♪」




　あと数センチというところで、真夜の手を止めてしまう。

　細い指が伸ばされる真夜の手指に絡みつき、それ以上の進行を阻む。












「音ね々ね子こ……？　これはいったい……」

「あは、どうしたんですか真しん夜やさん。そんなに困った顔をして」

　音々子が真夜を見下ろして微笑ほほえむ。

　目尻を下げた優しい笑みで、しかし、くすくすと獲物をいたぶって遊ぶ猫のような、にんまりと口角を上げた──どこか嗜し虐ぎやく的な笑顔で、音々子が囁ささやく。

「触りたいんですか？　そんなに物欲しそうな顔をするくらい、わたしに触れたいんですか？」

「ああ……ああ！　触りたい！」

「ふふ、愛いとしい人にそこまで求められると、すごく嬉うれしいです」

　でも、

「ダ～メ、ですっ♪」

　ぐいっと音々子の指に力がこもり、ゆっくりと胸から手が離れていく。

　期待させておいてからの拒絶に、真夜の顔が絶望的に曇る。

　本気で嫌がっているわけでないのはわかる。それでも音々子は真夜の手を摑つかみ、ギリギリのところで触れないように拘束する。

「あぁ……そういう真夜さんの顔も、新鮮でいいですねぇ」

　音々子が、ほう、と熱に浮かされたような熱い吐息を吐き、潤うるんだ瞳ひとみで真夜を見つめる。

　なにかを堪こらえているのか下半身をもじもじと動かし、触れた下腹を刺激しながら音々子がねっとりとハチミツのような甘い囁きをもらす。

「真夜さん──愛してます。もっと、困った顔を見せてください……♪」




　真夜は、音々子の蕩とろけた瞳を見つめながら思う。

　どうしてこんなことになったのだろうか──と。

　音々子に告白プロポーズし、結ばれ……愛を交わし合った。

　どんなときも真夜に寄り添い、誰よりもなによりも彼を気遣ってくれた音々子。

　あれほど天使だった音々子が、どうして真夜を誘惑し弄もてあそび、そのことに悦よろこぶ──こんな小悪魔になってしまったのか。




　いったいどのような〝変化〟が音々子にあったのだろうか────。






第一章　解決は次の兆しとして






　──戦場。

　この場を表すのに、それ以上の言葉は必要ないだろう。

　人の欲がぶつかり合い、負ければ容赦なく蹂じゆう躙りんされる弱肉強食の世界。

　真しん夜やは、知らず緊張に喉のどを鳴らした。

　……慌てるな。これは勝つための戦いじゃない。守りきるための戦いだ。

　だが、真夜の思考の隙すきを見抜いたように、敵対者が動いた。

「遅い！」

「──っ！」

　切っ先が閃ひらめき、一拍遅れて動き始めた真夜の防御を容易たやすくかいくぐる。

　それは一瞬の出来事。真夜が認識した瞬間には、すでに敵の腕は引き戻されていた。

　真夜の大切なものが──奪い取られていた。

「返せ！　それは俺のものだ！」

　真夜の叫びがむなしく響き渡る。

　敵対者は、そんな彼を嘲あざ笑わらうかのように笑い、大きく開いた口へ──それを含んだ。

「ん、おかずゲット♪」

「おいこら、結ゆ愛あ！　それは音ね々ね子こが丹精込めて作ってくれた──俺の弁当だぞ!?」

　そう。弁当。音々子が作った、いわゆる愛妻弁当である。

　しかし結愛は美お味いしそうに、真夜の弁当箱から奪い去った大切なもの──アジの南蛮漬けを咀そ嚼しやくして、嫌みなほど優雅に口元を拭ぬぐって微笑ほほえむ。

「ダメだよ、お兄ちゃん。大切なら常に気を配って、しっかり守らないと」

「なんで昼飯一つで、そんな兵士の心得みたいなのが必要になるんだよ……」

　背もたれに深く背を預け、真夜は大きくため息を吐ついた。

　辺りを見回せば、あちらこちらで談笑したり、真夜たちのように机をくっつけて弁当をつついている者がいたり──つまりは普通の昼食時、学校の昼休みだ。




　冷れい香かとの死闘から一月半ほど経たった真夜の周囲は、打って変わって平和そのものだった。

　秋口の音々子との出会いから、二ヶ月ほど。すでに暦は十二月へと入り、外で昼食を食べていた生徒も寒風に耐えかねて今や教室の住人だ。

　そんな人口密度の高い教室で、真夜はいつものように弁当を持って訪ねてきた結愛と、おかずを奪い合って……一方的に略奪されていた。

「いいか、結愛。この弁当はな、音々子が朝早く起きて鼻歌交じりに、それはそれは楽しそうに丹精込めて作ってくれた愛妻弁当なんだ。俺の！　ために！　作ってくれた！」

「食べ物は食べ物。お腹なかに入れば全部一緒だって」

「元料理当番のくせに言い切りやがった……！」

「というかお兄ちゃん、見てきたように言うけど、今日も音ね々ね子こさんに起こされてなかった？　お弁当どころか、朝食の準備も終わったあとで──よっと」

　などと言いつつ、しれっと弁当箱に伸ばされる箸はしをはじき返して、真しん夜やは頷うなずく。

「これ以上やらせるか……っ。まあ、そうなんだけど。音々子が起きるタイミングで、俺も起きてたんだよ。で、こっそり音々子の後ろをついていって、物陰から音々子を見てた」

「えぇ……なにそれ怖い」

　……真顔でドン引きしないでくれない？　兄ちゃん傷つくよ？

　だが妹にドン引きされようとも、このストーキング──もとい、温かな目で音々子を見守る行こう為いは、それだけの価値がある行動だ。

「これがもう、ひたすらにかわいいんだ。上う手まくエプロンの紐ひもが結べなくて、わたわたしてるのとか、とんでもない癒いやしだぞ！」

「ああ……音々子さん、胸に押し上げられていつもエプロン浮いちゃってるもんね……」

「しばらくして調理が終わったみたいだったから、急いで部屋に戻って寝たふりしたってわけだ。それで、おはようのキスで起きた。──わかったか？」

「うん。お兄ちゃんが、だいぶ色ボケ末期ってことは」

「はっはっは、ブラコン末期のおまえに言われたくないんだが？」

　勝手に兄の部屋に忍び込んでベッドでアレコレしちゃうような妹は、俺の反論など意に介した様子もなく、箸先で真夜の隙すきを窺うかがいつつ顎あごに指を当てた。

「でもさ。それって音々子さんなら気づいてそうなもんだけど。ほら、魔導機書レトヴイワールだっけ？　なんか不思議生物だし」

「そりゃ気づいてるぞ？　今朝だって俺が後ろから覗のぞいてると、急に振り返ってきて、

『真夜さん、卵焼きの具は海の苔りとしらす、どちらがいいで──あ、ち、違いますっ。真夜さんはそこにはいません。──こほん、今日の真夜さんは、どちらが好みなんでしょうか～。お告げでもあると嬉うれしいですね～』

　って、すっごい慌てた様子で」

　あまりのかわいさに後ろから抱きついて、頭をなで回しながら耳元にお告げしてしまったくらいだ。結果、海苔しらす巻になった。そして弁当の完成が遅れに遅れた。

「なんか私の知らないところで、高度なプレイが繰り広げられてる……隙あり！」

「おまっ!?　この話のあとで卵焼きを盗とるか!?　おまえの弁当にも入ってるだろうが!?」

「だって足りないんだもん♪」

　結ゆ愛あが略奪した卵焼きを咀そ嚼しやくして、満足したのかぐでーっと机に突っ伏す。

「おまえ、自分の弁当も完食しておいて……いつもそんなに食べてたか？」

「なんだか最近、妙にお腹なかが空すくんだよねー。はっ、もしかしてお兄ちゃんの子供が──」

「はいはい、バカ言ってんな」

「せめて最後まで言わせてよ!?」

　ガバッと跳ね起きてツッコんだ結ゆ愛あだったが、すぐにだるそうに机に突っ伏し直すと、目を閉じてぼんやりと呟つぶやいた。

「でも実際、酸っぱいものが欲しいわけじゃないけど、いくら食べても足りないし。夜もすっごく寝ちゃうし。いくら休んでもだるいから、やになっちゃ──って、あ、マズ……」

　途端、結愛が『しまった』とおそるおそる真しん夜やを見上げる。

　その視線を真夜は見返し──瞬間、椅い子すを蹴け立たてて立ち上がった。

「体調が悪いなら早く言えよ!?　さっさと保健室……ああいや、早退して病院か!?」

「ほらー、こうなるから言いたくなかったのにー……」

　結愛が動かないとばかりに机に腕を回し、視線で真夜に座るよう促うながす。

「大丈夫だってば。季節の変わり目だから、ちょっと風邪っぽいってだけ」

「俺の目を見て、そう言えるか？」

「と、当然じゃない！」

　……そこで焦るから、こっちも心配なんだよ。

　間近で目を合わせることで、人外と成なり紅くれないに変わってしまった瞳ひとみがバレないかとも思うが……魔法を使わない限りは黒く濁っているので大丈夫な……はずだ。たぶん。きっと。

　などと思いながら、真夜は腰をかがめて結愛と視線を合わせる。

　すると、負けじと結愛も真夜を見返し……

「……………………ぽっ」

「──大丈夫そうだな」

　頰ほおを染めて、くねくねしだした結愛から、真夜は視線を外した。

「待って!?　なんで今のでそう判断するの!?　むしろ病気だよ、恋の病！」

「はいはい、音ね々ね子こにお薬処方するよう言っておきますねー」

「それってあの睡眠薬入りのお茶のことだよね!?　私を眠らせてどうするつもり!?」

「暖かくして、湿度を高め一定に保って、時折換気しつつ静かに眠らせる」

「あっこれ、ただの看病だ!?　お兄ちゃんになら、なにされても拒まないのにー……」

　結愛ががっくりとうなだれ、しくしくと泣き真ま似ねなんて始める。

　これだけ元気ならば、たしかにそこまでひどいことはないのだろう。それに、

　……結愛自身、俺が心配してるってわかってるからな。

　わかっているから隠す、というのも当然ある。今がまさにそうだ。

　しかしだからこそ、さすがにマズイと感じたら、自分から申告してくる。より心配をかけることになると、わかっているからだ。

「なんにしろ、調子が悪いなら安静にしてろよ？」

「はーい。…………というか、なんだか騒がしくなってない？」

「うん？」

　と、結愛が唐突に首を傾かしげ、辺りを見回しだした。

　話を逸そらしたかったのかと思うが──違う。

　それまでもクラスメイトたちは思い思いの談笑に花を咲かせ、静かとは言えない昼休みの教室だった。しかし、今や騒がしいと言ってもいいほどに会話が増えている。

　耳を澄ませるまでもなく聞こえてくる、それらの会話は大別して二種類。

「──────今度は隣町に出たんだって。例の大きな動物」

「──────え、なに？　図書館公園から、今度は隣町に行ったの？」

「──────そうそう。倉庫やビルが幾つも壊されたって。怖いよねー」

「──────でもちょっと見てみたくない？　モフモフの動物って話だし」

「──────わかる！　モフモフしたい！」

　などと、主に女子の間で話題になっている、謎なぞの巨大生物。

　最近になって、ここ園その代しろ市周辺で度々見かけられている巨獣だ。噂うわさによると、図書館公園が冷れい香かとの戦闘で破壊されたことも、こいつの仕業ということになっているらしい。

　そして一方、男子たちはというと……

「──────おい、マジで登校してきてるのか!?」

「──────マジマジ。さっき学食で見たけどスゲー美人だったぞ！」

「──────っておい、戻ってきた！　行くぞ！」

　などと、テンション高めに話しては、鼻の下を伸ばしながら廊下へ走っていってしまう。

「……なんだあれ」

　真しん夜やが胡乱うろんな瞳ひとみで見送っていると、弁当箱を片付けていた結ゆ愛あがきょとんと首を傾かしげた。

「なんかね、久しぶりに登校してきた女の子がいるんだって。お兄ちゃんの隣のクラスらしいけど……聞いてない？　朝から噂になってるよ？」

「噂とか疎いからなあ……」

　休み時間はずっと、帰ってから音ね々ね子ことなにをして遊ぶかばかり考えてたし。

　ともあれ、その情報と、聞こえてきた声を統合するなら、

「復帰したその子が美人さんで、男子たちは浮き足立ってるってとこか」

「みたいだねー。──さって、お兄ちゃんも食べ終わったし、私は教室に戻るね」

「あ、待て待て。俺もジュース買いに行くから、教室まで一緒に行くぞ」

　立ち上がった結愛を呼び止めると、彼女は苦笑して、

「お兄ちゃんは心配性だなあ。一階下の教室に戻るくらいで、倒れたりしないよ？」

「……兄ってのは、そういうもんだ」

　見抜かれていたことに若干の気恥ずかしさを覚えつつ、手早く弁当箱を片付ける。

　そうして結愛と連れだって教室を出て──すぐに動けなくなった。

　右も左も人だらけ。見れば教室二つ分の廊下が、鼻息の荒い男子ばかりで埋まっている。

「うわ、すご……」

「復帰女子目当てか……いい迷惑だな、こりゃ」

　もともとあまり関心はなかったが、こうなると興味が出てくるのが人情というもの。

　結愛の盾となりつつ人混みを搔かき分わけ、そのついでに廊下の先を背伸びで見やる。

　視界の端、ちらりと映ったのは、長身の後ろ姿と茶色の長い髪。

　……あれが噂うわさの女の子とやらか。

　復帰というからには入院でもしていたのか、不登校だったのか。なんにせよ、一日目からこれでは、また来たくなくなるのではないだろうか。

　などと思いながら、踵きびすを返して女生徒に背を向けた──その瞬間、声が聞こえた。

　一言一句聞き漏らすまいと一瞬にして静まりかえる男子衆の頭上を飛び越え、どこか高圧的な、しかし真しん夜やの心配とは裏腹に嬉うれしそうな声が、真夜の耳にも届く。

「──あら、アタシをデートに誘うなんて、あなたたち見る目があるじゃない。普段なら一いつ蹴しゆうするところだけど、今日は機嫌がいいから考えてあげなくもないわよ？」

　…………。

「あれ？　お兄ちゃん、止まってどうしたの？　密度が高すぎて抜けれなくなった？」

「……抜けれなくなったというか」

　背後からの声に、止められたというか。

　……どうして……どうして、あいつがここにいるんだ。

　振り返りたくないという思いと、確認したいという思いがせめぎ合い、真夜は油が切れたロボットのようにギリギリと鈍い動きで背後を見て──視線が、合った。

「──っ」

　鏡合わせのように振り返った女生徒が、真夜を見て瞳ひとみを険しくし──次の瞬間。

　真夜が──いや、廊下にいた全員が異様な冷気に身を震わせた。

　まき散らされたのは、紛まぎれもない殺気。女生徒に一瞬前までの友好的な空気はなく、変化が伝でん播ぱして、女生徒の前から人が捌さばけていく。

　左右に分かれた生徒たちが道を作り、真夜の視界に女生徒の顔が露あらわになる。

　モデルのごとき長身。先端で束ねた茶の長髪。冷たく辺りを睥へい睨げいする切れ長の瞳ひとみ。

　真夜が女生徒を認識したのと同時に彼女も真夜を確認し、苛いら立だたしげに髪をかき上げた。

「まったく……何の因果なのかしらね、これは」

「それはこっちのセリフだ」

　向けられる鋭い視線を、しかし真夜も同等以上に険しい視線で見返す。

　そして、二人の言葉が重なった。

「なんであなたがいるのよ────使役者フユーラー」

「なんでおまえがここにいる────魔法使い」

　心底嫌そうな顔をする美人さん──魔法使い・名な広ひろ冷れい香かが、そこにいた。





　　　　◆






「──ここならいいだろ」

　真夜はそう言って、辺りを見回した。












　身を切るような冷たい風が吹く、校舎の屋上だ。

　ただでさえコンクリート打ちっ放しが殺風景で、憩うにも風が強すぎて不評なそこには、すでに午後の授業が始まったこの時間、誰一人として残っていなかった。

　──いや、一人。振り返った真しん夜やの厳しい視線も意に介さず、興味深げに屋上のドアやらフェンスやらを検分している女生徒が、一人いた。

「へえ、いい場所じゃない。サボるときに使わせてもらうわ」

　軽い口調で言うのは、茶の長髪を風になびかせる魔法使い・名な広ひろ冷れい香か。

　未完の魔導機書を奪うべく──真夜を殺そうとした張本人。

　彼女は真夜同様、人気がないことを確認すると腕を組み、口角を上げた。

「たしかに、ここならどんな話をしても──どんなことをしても問題なさそうね」







　廊下で予期せぬ再会を果たした直後、

「──場所を変えよう」

　二人はどちらからともなく、そう提案した。

　それまで冷香に群がっていた男子たちも、二人の間に漂う異様な空気に吞のまれたのか、誰一人として邪魔する気配もない。だが、

「お兄ちゃん……危ないことは、嫌だからね」

　結ゆ愛あが真しん夜や越しに怯おびえた瞳ひとみで冷れい香かを見やり、引き留めるように袖そでを引いた。

　結愛と冷香は出会ったことがないはずだ。しかしそれでも、気け圧おされて動けない男子たちと同じく、冷まほう香つかいが漂わせる異質な気配に感じるところがあったようだ。

「安心しろ。ちょっと話してくるだけだ。悪いけど、一人で教室に戻ってくれるか？」

「……うん。それはいいけど…………気をつけてね」

　持ち前の勘の良さでなにかを察したらしい結愛が頷うなずき、真夜の服から手を離した。

　そうして、真夜は午後の授業も無視して人気のない屋上へと冷香を案内し、訊たずねた。

「いったいその制服はどうした。潜入工作でもしてるつもりか？」

「お生あい憎にく様さま。アタシもここの生徒なのよ。あなたもこの学校だったとは驚きね」

「てっきり年上だと思ってたよ。それに噂うわさじゃあ今日が復帰初日らしいが──」

　真夜は最大限の警戒をもって、問いかける。

「──なにしに来た」

　冷香が再び真夜の前に姿を現す理由など、そう多くは考えられない。

「また、音ね々ね子こを狙ねらおうってのか？　だったら──」

「あなたが止める、って？」

　冷香が呆あきれたとばかりに鼻で笑う。

「たまたま運良く勝てたくらいで、いきがるんじゃないわよ。あなたのことはもう知っているわ。なんなら──もう一戦、相手をしてあげましょうか？」

　途端、屋上に吹き荒れる風が氷点下に変わった。

　だが、それは錯覚だ。冷香はまだ魔法どころか詠唱すら放っていない。

　魔法使いが──世界を歪ゆがめる者が、意識を切り替えた。ただそれだけで本能が凍りつく。

　萎い縮しゆくする本能を抑え込む真夜の数歩先で、冷香が微笑を浮かべ組んでいた腕を解き──

「────と、言いたいところだけど」

　同時、瞬間的に辺りを覆った架空の冷気が霧散し、冷香が──両手を上げた。

　まるで──〝降参〟だとでも言うかのように。

「……なんのつもりだ」

「見ての通りよ。アタシは、もうあなたたちに敵対するつもりはないってこと。──だいたい、考えてもみなさい」

　冷香がため息を吐つき、肩をすくめる。

「いくらあなたの素性を知ったところで、アタシにあなたは殺し切れない。対してあなたは、やろうと思えば簡単にアタシを殺すだけの力がある。でしょう？」

　言われて、真夜も気づく。たしかに、今や真夜はその身体からだも力も、人外のものだ。

　未完の魔導機書を詠よみ、変質してしまった身体。その本質は音々子の内にあり、たとえ今の身体が壊されたところで、それが真夜の死ではないことは冷香もすでに知っている。

「ま、永久に動けないよう氷漬けにするくらいはできるけど、したところでこちらから干渉できないなら意味がないわ。あなたは生き続け、未完の魔導機書の主であり続ける」

「ならどうして、また俺の前に姿を現したんだ」

「そこがそもそもの間違いよ。これだから自意識過剰な男は嫌ね」

「……それ、俺のことか？」

「そうでしょう？　アタシにとって、あなたはきっかけではあっても、目的ではないもの」

　それが癖なのだろう、冷れい香かが真しん夜やを鼻で笑い──目的を告げた。




「──〝感情〟の獲得。それが、アタシの目的よ」




「感情……？」

「そう。魔導において不必要とされ、捨てることができないだけで、〝出来損ない〟扱いされる──人間が元来持つ要素」

　冷香が腰に手を当て、再度ため息交じりに呟つぶやく。

「魔導に感情は不要──アタシはそれを否定し続けてきた。どれほど師おやに出来損ないと罵ののしられようとも、ね。それなのに……結局は、感情を押し殺してロコを造り上げた」

　だからか、と真夜は納得する。

　感情がないのではない。押し殺し、気づかぬふりをし──〝我慢〟していたロコ。

　その背景には、製作者れいかのそういう事情があったのだ。

「──だけど」

　と続けられた言葉で、真夜は意識を冷香へと戻す。

　彼女は皮肉気に唇を歪ゆがめ、真夜を憎々しげに──だが、どこか温かな瞳ひとみで見つめていた。

「どこぞのバカップルのせいで──感情の重要性を知った。押し殺していたのに、気づかされた。人間にも、魔導にも、感情は必要なんだと」

「それがどう、学校へ来ることに繫つながるんだ？」

「簡単よ。アタシは、ヒキコモリだったの。どうせ、ロコから聞いてるんじゃない？」

　頷うなずく。冷香がヒキコモリだという話は、以前にロコが話していた。

「それなら話が早いわ。ヒキコモリで、人との接触もなかったわけ。でも感情って、一人では発展性に乏しいでしょう？」

　だから、と冷香は告げる。

「ひとまず手頃な、人が集まる環境──学校に来てみたのよ。ま、いわば、ヒキコモリが社会復帰する初手ね。そこに使役者フユーラー、あなたがいたのは本当に偶然よ」

「ただの偶然だから、敵対するつもりはないってのを信じろ、と？」

「そういうこと。あなたたちと敵対するより、感情の勉強をする方が優先だもの。それに、アタシの集大成であるロコも預けてるんだから、したくたってなにもできないわよ」

　冷香がひらひらと手を振るのを見て、真夜は考える。

　……たしかに、一理ある。それに敵対しないですむのなら、それに越したことはない。

「オーケイ、わかった。なら、どうする？　廊下ですれ違う度にこうなるのは嫌だぞ」

「別に、どうもしなくていいんじゃないかしら？　アタシとあなたは、ただの知り合い以上、友達未満。ただの同級生、ってことで。ま、もっとも？　あなたがアタシを殺したいって言うのなら話は別だけど？」

　冷れい香かが好戦的に口端を吊つり上げる。しかし、

「言わないっての。そんな理由がないだろ」

「……それって、理由があれば殺すってことよね」

　真しん夜やがなんの気なく放った返答に、冷香が肩を抱いて一歩下がる。

　……いやいや、そのリアクションはおかしいだろ。

「そっくりそのまま返してやるよ。俺や音ね々ね子こにしたことを忘れたわけじゃないだろうな」

「それもそうね。あなたのことを言えた義理じゃなかったわ」

　冗談のつもりだったのか、あっさりと言った冷香が、まとめにかかる。

「交渉成立でいいかしら？　復帰初日から授業を二時コ間マもサボるのは避けたいわ」

　冷香が笑顔とまではいえずとも、安あん堵どした顔で手を差し出す。握手を求めるその動きに、

「ああ。今後は良き同級生として、この関係が続くことを祈ってるよ」

　真夜も応こたえ、意外にも小さなその手を握り返すのだった。




「そうそう。連絡先だけ交換させてちょうだい。ロコの近況とか知っておきたいのよ」

「そこまで心配しなくたって──」

「毎日ロコの写真を最低でも二〇枚は送りなさい。いいわね？　途切れたら即行で殺しに行ってやるわ」

「あっ、ただの親バカだこの人!?」





　　　　◆






「ねーねー、お兄ちゃん。お昼休みに会ってた人って、愛人？　浮気？　浮気で追いかけてこられて修羅場ってたの？」

　放課後。校門前で合流するなり意味不明なことを言い出した結ゆ愛あに、真夜は頭を抱えた。

　住宅街の通学路だ。帰路を辿たどりながら、真夜は半眼で目を輝かす結愛を見やる。

「なんでそうなる……おまえ、あれだけ冷香にびびってただろうが」

「あれは怖かった……。でも、よく考えてみたら、お兄ちゃんを見た途端にあれだけ殺気を放つって、捨てられた愛人くらいしか思い浮かばなくて」

「断固否定するけど、結愛の言う通りだとして、なんでそんなに嬉うれしそうなんだ」

「だって浮気するってことは、音々子さんからお兄ちゃんを奪えるかもしれないってことでしょ？　俄が然ぜんやる気も出るってものだよ！」

「ある意味いつも通りのおまえで安心したよ……」

　真夜は深く深くため息を吐つく。こいつがバカでよかった、と。そもそも、

「俺が浮気なんてするはずないだろ。だって──」

　と、続けようとしたときだった。名を呼ぼうとした少女の──愛いとしい恋よ人めの声が、

『……ぐすっ、真しん夜やさーん……真夜さーん……』

　音ね々ね子この声が、真夜の耳に届いた。一瞬、愛しさが高じた幻聴かと疑うが、きょろきょろしだした結ゆ愛あの様子に違うと思い直す。

「ねえ、なんだか音々子さんの声が聞こえた気がするんだけど。あっちの方から──」

『真夜さーん……ぐすっ、真夜さーん……うぅ……』

「ああ、俺も聞こえた」

　捨てられた子猫が段ボール箱の中でみーみー鳴くような、聞く者全すべての憐れん憫びんと庇ひ護ご欲を煽あおる音々子の声が、微かすかに、だが確実に聞こえてきた。

　しかし、と真夜は首を捻ひねる。

　音々子は重度の広所恐怖症だ。真夜がついていないと街はおろか、自宅の庭すら散々躊躇ためらうほどの。それがどうして通学路──住宅街のど真ん中なんて開けたところで……？

　考えながら、真夜は声がする方向へ視線を向け──

「──シンヤ」

　そこに、たしかに魔導機書しようじよがいた。

　民家と民家の隙すき間ま。路地とも呼べないような細い狭はざ間まを背に立つ少女は、しかし。

　白猫ではなく──兎ウサ耳ミミに綿毛のような尻尾しつぽ、灰褐色の癖毛を揺らす少女。すなわち、

「──ロコちゃぁあああああああああああん!!　迎えに来てくれたの!?」

「……は？」

　一陣の風が吹き抜けた。

　真夜がそう認識した瞬間には、すでに結愛がロコに抱きついていた。

「あぁ……ロコちゃんやーらかい……！」

「ユア、苦しい……」

　人外と化した真夜の目にすら残像も映さず、ロケット花火のごとき勢いで飛びついた結愛はロコの抗議も何のその、そのまますりすりと頰ほおずりを繰り返して恍こう惚こつと呟つぶやく。

「シンヤ……なんとかして」

「諦あきらめろ。俺には無理だって前も言っただろ？」

　真夜はそんな妹の姿に、呆あきれも露あらわに肩をすくめる。

　我が家にロコを引き取って、一月半ほど。

　これはもはや数え切れないほどに、繰り返された光景なのだ。




　ロコが居候となるにあたり、ざっくりとした説明を聞いた結愛は、まず膝ひざから崩れ落ちた。『またお兄ちゃんの周りに女が増えた……』と。

　そうして数日。音々子のときを彷ほう彿ふつとさせる警戒を見せていた結愛だったが、気づけばロコとよく話すようになっており。挙げ句に……こうだ。

「ねえねえ、ロコちゃん！　アイス食べに行こ！　迎えに来てくれたお礼に奢おごっちゃうよ！　そのかわりもっとすりすりさせて？」

「…………アイスのためなら、仕方ない」

　一言で言えば〝溺でき愛あい〟。

　とんでもなく気に入って、猫かわいがりならぬ、兎うさぎかわいがりする始末だった。

　そしてロコも、言葉では嫌がるようなことを言っているものの、満更でもなさそうに抱きしめられるがまま。すりすりもなでなでも、されるがままに受け入れている。

「しかも、いつの間にやら結ゆ愛あの部屋で暮らしてるし。一緒に寝てるのか？」

「うん！　ぎゅ～って抱きしめて寝てるんだけど、ちょっとひんやりした身体からだが気持ちよくて、なによりふさふさのウサミミをなでたら身体から力が抜けるみたいで──最高!!」

　……血だなあ。おまえは疑う余地なく、俺の実妹だよ。間違いない。

　自分を客観的に見ている気分になっていたたまれなくなりつつ、真しん夜やはふと思う。

　こうした話の度に気になり、その度に結愛のパワーに押し流されていた引っかかり。

「なあ、結愛。おまえ、なんでこんなにロコを気に入ったんだ？」

　八や木ぎ家でロコを引き取ることが決まった日、彼女は『シンヤが好き』と宣言し、それ以降もアピールを続けている。音ね々ね子こに次ぐ怨おん敵てきと認識されても、おかしくないはずだ。

　なのに、と思う真夜の考えが伝わったのだろう。結愛が神妙な顔になった。

「私も敵だと思ってたよ。でもね、話してわかったの。ロコちゃんは──私の同志だって」












「ん。ロコとユアは、同志」

　またぞろ妙なことを言い出しやがった……と、半眼で見やる真しん夜やに、結ゆ愛あはにっこりと笑って、しかし瞳ひとみから光をなくし、

「そう。同志──〝お兄ちゃんが大好きだけど、ふられちゃった同志〟。お兄ちゃんの寵ちよう愛あいを一身に受けてる音ね々ね子こさんとは違うの。わかる？　ねえ、わかる？」

「あっはい……すみませんでした……」

　真顔で淡々と迫ってくる結愛に、思わず頭を下げる。

　そんな兄の威厳も何もない真夜を冷めた瞳で見下ろし、結愛はうっとりとため息を吐つく。

「そういうわけで、ロコちゃんと恋敵ライバルとして情報交換とかしてたんだけど、ちょっとした動きとかが小動物っぽくてかわいかったから──飼うことにしたの♪」

「あれ!?　友達じゃなかったのか!?」

　たしかにペットに対するそれだと考えれば、結愛の溺でき愛あいっぷりも頷うなずけるのだが。

　しかしペット扱いされたロコは不満のようで、ぺしっと結愛のおでこをはたいた。

「ユア、違う。ロコのマスターはシンヤ」

「うん、それも違うからな？　俺は認めてないからな？」

　それにしても、結愛の発言もそうだが──今のロコの行動には驚かされた。

　ロコは冷れい香かとの主従契約が破棄され、〝我慢〟せずともよくなった。しかしそれでも元々、感情にあまり機能が割り振られていない個体だ。なのに、

　……まさかロコが、こんなにも〝感情〟を露あらわにするなんて。

　これも我慢しなくなった影響だろうか。それともロコの心を解きほぐした結愛がすごいのか。……おそらく後者だろう。

　よく考えてみれば、ロコが〝嫌がる〟というだけでもなかなかにすごいことなのだ。それに加え、額を叩たたかせたり気ままにじゃれつかせたりと行動までさせるのだから、

　……我が妹はある意味、とんでもないのかもしれないな。

　などと思っていると、結愛とじゃれあうロコの背後から、か細い声が聞こえてきた。

「ロ、ロコぉ……？　誰か来たんですか？　真夜さんは見つかりましたか？」

　瞬間、どうしてここに視線が止まったのか、その原因を思い出す。

　結愛のせいで忘れかけていたが、捨て子猫のようなその声。聞き惚ほれ、彼女の名の由来ともなったその声を、真夜が聞き間違えるはずもなかった。

「もしかして……音々子、そこにいるのか？」

「！　そのお声は──真夜さん！」

　嬉うれしそうな声に続いて地面を踏み込む音が聞こえ──真夜の周囲に影が落ちた。

　ロコと結ゆ愛あを軽々と飛び越えて……小さく華きや奢しやな身体からだに反して大きな胸を揺らし、汚れなき白髪と愛用の白い服ドレスをなびかせ、真っ白な少女が空から降ってくる。

「し……しんやしゃん……！」

「っとと」

　落ちてきた彼女を抱きしめ、そのまま落下の力に任せてくるくると回る。

「うっ、うう……っ、真しん夜やさんです……っ。ようやくお会いできましたぁ……」

　猫耳をぺたんと伏せ、しかし尻尾しつぽを喜色に跳ねさせながら、音ね々ね子こが涙目で真夜の首根っこに抱きついて安心したように身体からだの力を抜いた。

「どうしたんだ？　ここまで来るの、大変だっただろ？」

「ふぇ!?　え、えっと……そのですね……」

　だが真夜が訊たずねると、途端に音々子は再び身を硬くし視線を泳がせ始めてしまう。

　いつも素直な音々子の珍しい態度に、真夜の脳裏を『まさか』という思いがよぎる。

「音々子、正直に答えてくれ。なにがあったんだ？　もしかして、危ないことがあったのか？　家に強盗が来たり──魔法使いが襲ってきたり」

「ふぇ？　──い、いえいえ！　そんなことはなにも！」

　きょとん、と音々子が首を傾かしげ、即座に勢いよく首を左右に振った。

「今日もお家うちは平穏そのものでした。魔法使いどころか猫の子一匹見かけませんでしたよ」

　……猫は目の前にいる、というツッコミ待ちなのだろうか。

　ともあれ、なにか隠し事はしているようだが、さすがに音々子が噓うそをつくはずもない。本当に留守番中、なにかがあったわけではないのだろう。

「それじゃあ、どうしたんだ？　外、広くて怖かっただろ？」

「え、えと……それはそうなんですが……」

　と、再び逸そらされる視線。その顔はうっすらと赤くなっており、指先は照れたようにもじもじと突き合わされており……そんな仕草に真夜が首を傾げた瞬間、

「──ネネコが、発情してた」

　結ゆ愛あに抱きしめられ、ぐったりとしたロコが、ぽつりと呟つぶやいた。

「……はい？」

「ちょ、ちょっと、ロコ！　そのことは秘密って……！」

「シンヤはロコの仮マスター。質問には答える義務がある。噓もつけない。だから、ネネコがシンヤの枕まくらをかじってたことも報告する」

「うん。マスターじゃないとは言ったけど、仮マスターも違うからな？」

「ロコが勝手に決めた。異論は認めない」

　……わーお、魔導機書レトヴイワールってアバウトで頑固。

　ともあれ、ロコの言葉には思い当たる節しかない。

「音々子……また俺の枕かじってたのか」

「だ、だって、お掃除に入ったら真夜さんの匂においがしてですね。どうしても我慢ができなくなってですね。とくに枕はすごくて……！」

「いやまあ、わからなくはないけども」

　音々子の使った枕とかシーツとか、なんで同じシャンプーやリンスを使ってるのにこんなにいい匂においがするのかってくらい、音ね々ね子この匂いがするし。

　その甘いミルクのような香りに真しん夜やが惹ひかれるように、音々子も同じだとは知っている。

　とはいえ、だ。

「なんで俺の枕まくらをかじってたら、路地で震えることになるんだ？」

「ええと……」

　ここまで来ても音々子はまだ往生際が悪く、話そうとしない。──ならば、

「ロコ。続きを」

「ん。ネネコが枕をかじりながら『真夜さぁん……早く会いたいですよぉ……寂しいですよぉ……』と、服を脱いで──」

「きゃーっ!?　きゃーっ!?　ロコってば、そんなところから見てたんですか!?」

「ばっちり」

　がっくりと音々子が腕の中で肩を落とす。

「ええと……つまり俺が学校に行ってて寂しかったから、その……」

「……ロコが、それなら一緒に行ってやるから会いに行こう、と。ロコがいれば大丈夫かと思ったのですが、やっぱり外は広くて怖くて、真夜さんがいないと動けなくて……《狭間の踏破者スルーオーバー》で飛んできた狭はざ間まに、ずっと隠れてたんです。ロコを見張りに立てて……」

　諦あきらめたらしく、音々子がどんよりと濁った瞳ひとみで、ようやく事の真相を語った。

「うぅ……はしたなくて、ごめんなさい。我慢できなかったんです……」

「音々子、もしかして欲求不満だったりするのか？」

　なにがとは言わないものの、満足させられていなかったのだろうかと心配する真夜に、しかし音々子はブンブンとちぎれんばかりに首を振る。

「そんなことはありません！　真夜さんったら、いつもわたしを優先してくださるので、むしろわたしがご奉仕できているか心配になるほどで……♪」

「そ、そうか。それならいいんだけど」

　なんだか結ゆ愛あとロコから冷たい視線が送られている気もするが、さておき話を戻そう。

　たとえロコがいたとしても、外へ出るのは勇気がいっただろう。実際、半泣きで震えていたほどだ。

「数時間も待てば、ちゃんと帰ったのに」

「待てなかったんですよぉ……」

　つまり、そういうことだ。苦手な外に出ても、たとえそれが帰宅途中の通学路なんて、もう五分もすれば会える距離でも、少しでも早く音々子は自分に会いたかったのだ。

　そんな健けな気げな恋人を、弾む心のままに真夜はさらに強く抱きしめる。

「ありがとう、音々子。俺も早く会いたかったから嬉うれしいよ」

「ふにゃ……真夜さん。真夜さんです……♪」

「ああ、音々子の会いたかった真夜さんだ」

　幸せに蕩とろけた顔で、音々子がすりすりと真夜に身体からだをすりつける。

　いつの間にか、音ね々ね子この細い腕も真しん夜やの腰に回ってきており、

「えへへ～、真夜さん成分を補充です～♪」

　なんてかわいいことを言って、離れる気はまったくなさそうだ。

　それに、離したくないのは真夜も同じだ。だから、

「音々子。このままデート、行かないか？」

「いいんですかっ!?」

　途端、音々子の瞳ひとみがキラキラと輝き、真夜を抱きしめる力が強まる。

「ただし、そのぴこぴこしてる猫耳と尻尾しつぽを隠したら、な」

「あ、は、はい！」

　音々子が頷うなずくのと同時に彼女の猫耳と尻尾が空気に溶けるように見えなくなる。そして、

「あは、とっても嬉うれしいです、真夜さん……♪」

　音々子が離さないと──離れなくてもいいんだ、と真夜にしがみついた。

　ごろごろと喉のどを鳴らして真夜に顔といわず腕といわず、身体からだ中じゆうをすりつけ喜びを示す。

「あーもう、またー。それすると、俺が我慢できなくなるって言ってるのに」

「あは、でも嬉しいんです～♪」

　最近の音々子お気に入りの仕草──ロコから学んだ愛の形すりすりを音々子アレンジした仕草に、真夜は言葉と裏腹に頰ほおを緩ゆるめる。それは音々子のやわらかさに対してであり、

　……これだけ喜んでくれるなんて、彼氏冥みよう利りに尽きるってもんだ。

　そう思いながら、真夜は結ゆ愛あへと視線を移した。

「結愛、そういうわけで俺たちはデートに行くから、ロコの面倒を──」

「任せて！」

「……早いな」

　てっきり、また反対されるか邪魔されるか……なんにしろ一筋縄ではいかないだろうと身構えていただけに、若干拍子抜けだ。

　しかし結愛はふふん、と得意げに鼻を鳴らすと、出会ってからずっと抱きしめっぱなしのロコをさらに引き寄せる。

「私もロコちゃんとデート行くもん。どうどう、羨うらやましい？　妹とデートしたくなった？」

「いや、おまえは体調悪いんだから、家に帰って寝てろよ」

「素で返された!?　くっ、でも心配されて嬉しい自分もいて悔しい……っ」

「はいはい。帰りにアイス買っていいから、家で大人しくしてろ」

　言って、結愛の手に小銭を握らせる。買収？　いえいえ、経費ですよ。ええ。

「わーい、お兄ちゃんの奢おごりだー……って、一人分しかないよ!?」

「風邪気味のやつが身体を冷やすな。ロコの分だけだ」

「むぅ……仕方ない。じゃあ、ロコちゃん。アイス買って帰ろっか」

　と、歩き出そうとした結愛の手を、ロコが引いた。

「ユア……病気？　平気？」

「心配してくれるのっ!?　大丈夫、ちょっとだるいだけだから！」

「ん……なら、ロコのアイス、少し分ける。少しなら……いい？」

　僅わずかに首を傾かしげ、ロコが許可を求めて訊たずねてくる。

　三度の飯よりアイス好きのロコにそんなことを言われては、答えは一つしかない。

「ダメとは言えないな。結ゆ愛あ、ちゃんとロコにお礼言うんだぞ」

「うん！　ロコちゃん、ありがとう！　マジ天使！」

「よきにはからえ……？」

　妙な返事をしつつ、ロコが結愛と連れだって歩き出す。

　聞こえてくるのは微かすかに弾んだ声音で、

「今日は、六段重ねに挑戦する」

「あれあれ？　ロコちゃん、それだとお兄ちゃんがくれたアイス代じゃ全然足りないよ？　結局、二人分の値段と量になっちゃうよ？」

「結愛には、一段あげる」

「嬉うれしいんだけど、それって私が二段分奢おごってるよね!?　別にいいんだけど！」

「ユア、優しい。だから好き」

「したたか……っ、この兎うさぎさんしたたか……っ」

　などと騒がしく街の方へ向かう二人を見送り、音ね々ね子こと苦笑する。

「家でも思っていましたが、ロコと結愛さん、ずいぶんと仲良くなりましたね」

「ちょうど昼もそんな話をしてたところだ。だから今度は──」

　と、真しん夜やは手を差し出す。

「俺たちの仲も、より一層深めようか」

「はいっ♪」

　音々子が真夜の手を取り腕を組み、満面の笑みで頷うなずく。

　そうして暮れ始めた陽ひの中、二人のデートが始まった。
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　園その代しろ市の中心で、広大な敷地を誇る複合公園施設──通称、図書館公園。

　その遊歩道を歩きつつ、真夜は寄り添う音々子に訊ねた。

「なあ、音々子。そろそろ教えてくれないか。どうしていつもの公園に連れてきたんだ？」

「ふっふっふ～、着いてのお楽しみですっ」

　音々子は眉まゆ尻じりを上げた悪戯いたずら子猫の顔ではぐらかし、しかしすぐにふにゃりと微笑ほほえみ、組んだ腕を強調するように軽く持ち上げた。

「それに場所がどこでも、隣に真夜さんがいます。それだけで、わたしは十分なんです」

　真夜の肩に頭を載せ、幸せを嚙かみしめるように音々子が囁ささやく。

「こうして二人でゆっくりしていると、真夜さんが側そばにいると強く感じられて、とても落ち着くんです。大切なのは〝どこか〟じゃなくて、〝真しん夜やさんと〟なんですよ」

「またそんなかわいいことを言いやがって。俺も音ね々ね子こといられるならどこでも楽しいよ」

「にゃふ～♪」

　恋人繫つなぎにした指に力をこめると、音々子が嬉うれしそうな鳴き声をもらす。

「もう少しだけ我慢してください。すぐに見えてきますから」

「見えて……？」

　という真夜の疑問の答えは、たしかに音々子の言葉通り、すぐに目の前へ現れた。

　二人が進む先、いつもならベンチがあるだけの開けた広場は、しかしこの日は様相が異なり──金や青、白など無数の光が、広場を幻想的に照らし出していた。

　それら光の帯が描くのは、モミの木やトナカイ、ソリや太ったおじさん。老若男女が知っている、お祭り好きの日本人が、ことさら熱を上げるそのイベント。

「クリスマスイルミネーションだそうですっ。今日から、とお昼のテレビで言ってました」

　どうですどうです!?　と音々子が得意げな顔で見上げてくる。

　その『褒めて褒めてー』といわんばかりの仕草に、彼女が公園に誘ったのはサプライズでこれを見せたかったのだとすぐに察し、真夜は音々子の頭を優しくなでた。

「すごく綺き麗れいだ。この街にずっと住んでるけど、こんなのがあるなんて知らなかったよ」

「えへ～、真夜さんに喜んでもらえて、よかったです♪」

　音々子が頰ほおを緩ゆるませる。そして抑えきれないというように、真夜の手を引く。

「真夜さん真夜さんっ、もっと近くで見てみましょう！」

「そんなに慌てなくたって、イルミネーションは逃げないぞ？」

「動き出して逃げるかもしれませんっ。こんなに綺麗なんですからっ」

　真夜は苦笑して、テンション高めの音々子に引っ張られるがまま彼女の後をついていく。

　イルミネーションに近づいた音々子は、大きな丸い瞳ひとみに色とりどりの光を反射させながら嬉しそうに微笑ほほえみ、ほう、と感嘆のため息を吐ついた。

「綺麗なイルミネーション……また一つ真夜さんとの初めてが──素敵な思い出が増えました♪」

　微かすかな風が音々子の白髪をふわりと舞い踊らせ、イルミネーションが彼女を虹にじ色いろに煌きらめかせる。光の妖よう精せいのごとく幻想的な、現実感を失う一瞬。しかし、現実である証拠に、

「……真夜さん」

　間近で振り返った音々子の吐息が、真夜の首筋をくすぐる。

　切なげな吐息に続きを問うまでもない。かわいくて綺麗な音々子の、艶あでやかで色っぽい変化に真夜はイルミネーション以上に見み惚とれ……吸い寄せられるように、身をかがめた。

　動きは同時に。音々子の小さな頭が傾き顎あごを上げ、ゆっくりと瞳が閉じられ……

「……んっ♪」

　唇が、あわさった。

　瑞みず々みずしくぷっくりとした音々子の唇をついばみ、舌先でつついて味わう。シロップをたっぷりと加えたミルクのような、音ね々ね子こだけの香りと味わいが真しん夜やの口内を満たす。

　音々子も負けじと真夜の唇を自分の唇で挟んでじゃれつき、時折ちろりと頭を出した舌先が絡み合い、互いの熱を交換する。

　そうして、たっぷり数分は唇を重ねていただろうか。どちらからともなく唇が離れ、名残を惜しみながら顔が離れていく。その間際、真夜は愛いとしい人に囁ささやきかけた。

「これからも、どんどん初めての思い出を作っていこう。もちろん二人で、な」

「はいっ♪」





　　　　◆






　イルミネーションを一通り楽しんだ真夜は、円状広場の外縁に設置されたベンチに座り、寄り添う音々子の温かさを感じながら休憩していた。

　中央に固まった軽食や飲み物の屋台群を眺めながら話す内容は、もちろん、

「それでは真夜さん、こちらに来るまで気づいていなかったんですか？　途中にも街路樹や街灯が飾り付けられてましたよ？」

「悪い。本当に気づいてなかった。音々子ばっかり見てて、他のものを見る余裕なんてなかったんだ。……俺だって学校にいる間、ずっと音々子のことを考えてたんだからな？」

「も、もう真夜さんったら、そんなにわたしを喜ばせてどうするんですかぁ♪」

　などと話すことしばし、不意に音々子が手を打った。

「っと、忘れるところでした。真夜さん、ちょっとお待ちいただいてもかまいませんか？」

「いいけど、どうしたんだ？」

「んふふ～、内緒です。これもサプライズですよ～」

　歌うように言った音々子が、一軒の屋台に視線を向ける。

「面白いものが売っているそうですので、真夜さんとそれを経験してみたいんですっ」

「なるほど。それは楽しみだ」

　──とはいえ、だ。

　サプライズとやらは楽しみではあるのだが、それはそれとして。

「俺をここに待たせて大丈夫か？　屋台まで距離があるぞ」

「うっ……だ、大丈夫ですっ。そこまでは離れてませんし、真夜さんがお側そばにいるとわかってますから！　わたしも離れたくはないのですが……真夜さんを驚かせたいんです！」

　胸元でぐっと小さな拳こぶしを握りしめる音々子。その際たゆんと揺れ弾む巨乳に目が奪われ、

「……むしろ音々子を一人にして、変な虫が寄ってこないか心配だ」

　……音々子のやつ、魔導機書レトヴイワールだから寒くないって言って、いつも通りの薄着だもんなあ。

　そう思い、小柄なのに肉付きのいいワガママな身体からだを眺めていると、音々子がくすくす笑って真夜の手を握った。

「安心してください、真夜さん。わたしの全すべては真夜さんのものです。身体も知識も、もちろん操も、です。こうして触れるのも、抱きつくのも──」

　断言する言葉と言葉の間の一瞬、間近に迫っていた音ね々ね子この顔がさらに近づき……。

　ちゅっ、と微かすかな水音を立てて、唇が真しん夜やのそれと触れあった。

「キスするのも、真夜さんだけです。だから、安心してください」

「……不意打ちはずるくないか？　でも、よーくわかったよ。ありがとう、音々子」

「にゃふ♪」

　絹のごとき白髪を梳すくようになでると、音々子が機嫌良さそうに真夜に抱きつく。

　笑顔でぐりぐりと真夜の胸元に顔を押しつけ、姿を隠した猫耳がぴこぴこ揺れ動いて真夜の顎あごをくすぐり……しかし、すぐに本題を思い出したようで、

「──はっ！　このままでは買いに行けません！　うぅ……名残惜しいですが……」

「頑張ってこい。俺も楽しみにしながら、ここで見守っててやるから」

「が、がんばります……！」

　それでは、と音々子が小さく手を振って屋台へと向かう。──だが、

　……ガチガチに緊張してるなあ。手と足が同時に出てるぞ。

　はらはらしながら見守ること、ほんの数十秒。音々子が無事、屋台の順番待ち列に並んだのを見て、真夜はホッと息を吐いた。

「やれやれ……初めてのお使いじゃないんだから」

　内容的には似たようなものかもしれないが、などと思って再び苦笑する。

　屋台は盛況のようで、どうやら音々子が戻ってくるまでにはしばらくかかりそうだ。

　なら、と真夜は音々子を視界に入れながら、時間つぶしに辺りを見回す。

　色とりどりのイルミネーションに、仲むつまじく愛を語らうカップル。はしゃぐ子供を見守る親子連れに、そんな人々の中をちょろちょろと動き回る狐きつね耳みみの幼女。

　屋台群からはいい匂においが漂ってきて、視覚だけでなく嗅きゆう覚かくでも退屈することはな──

「…………んん？」

　ざっと見回した視界の中に、なにか変なものが混じっていた気がして首を傾かしげる。

　あらためて見直した周囲は、イルミネーション、カップル、親子連れに……

「……狐耳の幼女？」

　幼女……そう、金髪の幼女だ。

　すでに暗いこの時間に走り回る、音々子よりもさらに小さく幼い金髪幼女……というだけでも目立つのに、周囲に親と思われる人はおらず──いや、それどころではない。

　幼女の頭から生えた狐耳と、ふりふりと彼女の動きに合わせて揺れ動く木の葉型の大きな尻尾しつぽ。アクセサリとは思えないほどに生々しい、金の毛並みも鮮やかな──獣の要素。

　だが、もしもそれが本物ならば──そんな存在、真夜は一つしか知らなかった。

「──魔導機書レトヴイワール、なのか……？」

　判別部位──獣の要素を持つ、魔法使いの集大成。書を核とする魔法生物。

　魔導機書、そして彼ら彼女らの造り手──魔法使いマスター。その取り合わせは、真夜に苦い記憶を思い起こさせ、自然と身体からだが強こわ張ばる。

「どうして、また……っ」

　ギリッと嚙かみしめられた奥歯が鈍い音を立てる。

　もしもあの幼女が魔導機書レトヴイワールならば、彼女の主の目的が音ね々ね子こでないと否定はできない。

　これは偶然なのか、必然なのか。音々子を狙ねらってきた新たな魔法使い……いや、屋上ではああ言っていたものの、冷れい香かの新しい魔導機書ということも考えられる。

　真しん夜やが警戒に鋭く尖とがった視線で見つめる先、狐きつね耳みみと尻尾しつぽを揺らしながら幼女は広場をあっちにこっちに、ちょろちょろと動き回っている。

　誰彼かまわず近づいては、その度に追い払われたり不審がられたりする幼女。しかしめげることなく、すぐにまた別の人の周りをうろうろとしだす。その姿はまるで、かまってほしがる普通の子供のようだ。

　もっとも、と真夜は以前に音々子から聞いた話を思い出す。

　魔導機書自体、高度になればなるほど人間らしくなるものらしい。だからこそ、人間と誤認することがないよう、判別部位なんてものがつけられているのだとか。

　……たしかに音々子なんて、本当に人間と変わりないしな。

　真夜がそんなことを思う間にも、幼女は人々の周りをうろついては、違うなあ、というように首を傾かしげて離れていく。

　そんな動きを真夜が見続けていると、不意に幼女が立ち止まった。

　狐耳をレーダーのように四方へ傾け、大きな尻尾をだらりと垂らし──次の瞬間、

「っ──!?」

　幼女が、勢いよく真夜に振り向いた。

　そこそこの人出の中、間に幾人もの人間がいるにもかかわらず。はっきりと正確に、幼女の視線が真夜を捉とらえる。

　色素の薄い金の瞳ひとみを一瞬不思議そうに丸くして、しかしすぐに、にんまりと顔中で笑う。

　……気づかれた……!?

　マズイ、と思ったときには全すべてが遅かった。

　真夜がベンチから立ち上がるよりも早く──幼女が、彼の前に立っていた。

　幼女の動きは決して速くはなかった。だが、野生の動物が人間には異様に速く動いて見えるように、幼女は野生のような動きで真夜との距離を詰めたのだ。

　腰を浮かせかけ、中途半端な姿勢になった真夜に幼女が鼻先を近づける。それで真夜は、幼女が人々に近づいてなにをしていたのかを悟った。

　……匂においを嗅かいでる……のか？

　目を閉じ真夜の匂いをしっかりと嗅ぎ取る様は、まるで夕飯に好物の匂いを嗅ぎつけた幼子のよう。だが、パタパタと揺れる狐耳と尻尾が拭ぬぐいきれない違和感を放つ。

　意図が不明すぎて──なによりも、人知を越えた力を持つ魔導機書かもしれない存在に間近に迫られ、言葉を発することもできずに真夜の動きが止まる。止められる。

「……ふんふん」

　実際には数秒もなかっただろう。しかし真しん夜やには五分にも十分にも感じられる時間を経へて、幼女が半歩後ろに下がった。

　諦あきらめたのか、と一瞬思い──否定する。

　幼女が、笑っていた。先程以上に嬉うれしそうににんまりと──捕食者の笑みで囁ささやく。

「──おにーさん、いい匂においがするね」

　言葉と同時に、つん、と幼女が真夜の額をつついた。

　軽い動きはそれでも真夜の体重を後ろへ戻すに十分で、再びベンチへと座らせられる。

　真夜が驚いたのも一瞬。即座と言えるタイミングで幼女が──真夜に、飛び乗った。

「ちょ……っ!?」

「お、意外とがっしりしてるんだね、おにーさん」

　座った真夜の太ももにまたがり、まるで馬の遊具かのように身体からだを揺すりだす幼女。

　肉付きの薄いお尻が太ももを擦り上げ、その感触がますます真夜の困惑を強める。

　……なんだ!?　なにがしたいんだ、この幼女は!?

「くふ。おにーさん、緊張してる？」

「……なにをされるのか、ヒヤヒヤしてるんでな」

　散らかる思考をまとめ、とっかかりを摑つかむべく、平静を装い幼女に言葉を返す。

　そんな真夜の態度に、幼女はふるりと身体を震わせると、瞳ひとみをとろんと蕩とろけさせた。

「あぁ……おにーさん、その表情いいよ。とってもいいよ」












　小さくぷにぷにとした幼子そのものの指先で、幼女が真しん夜やの顎あごをなでる。逆の手はのの字を描くように真夜の太ももをまさぐっており、その顔は見た目に似合わず妖よう艶えんで……

「そんな風に困った顔されると……とってもゾクゾクしちゃう。もっと、かわいがってあげたくなっちゃうよ」

　幼女が顎をなでていた手を真夜の首へと伸ばす。まるで蛇が獲物を絞め殺すように、細い腕がしなやかに蠢うごめき、真夜の首へと巻き付き──真夜は気づいた。

　……幼女の姿で油断させて、暗殺しようって腹か……！

　遅まきながら、ようやく真夜は判断した。

　この狐きつね耳みみの幼女、やはりこいつは──魔導機書レトヴイワールだ。

　だがどうする。魔導機書の力は身をもって知っている。この幼女がどれほどの性能を秘めているかは未知数だが、振りほどくより早く首をへし折る程度、造作もないだろう。

　ならばせめて音ね々ね子こに害が及ぶ前に相打ちでも──そう真夜は即座に決断し、口を開く。

「────呼出コール──」

　だが、一瞬。ほんの一瞬早く、幼女が動いた。

　首に回した腕に力をこめ、引き寄せた真夜の顔にそのぷっくりとした唇を近づけ──

「おにーさん、こういうの……気持ちいいでしょ？」

「《原初のアンノ──うひゃぅっ!?」

　──耳が、嚙かまれた。

　耳たぶを犬歯で刺すように嚙みつかれ、思わず変な声がもれてしまう。

　そして、ほぼ同時。真夜が魔法を呼び出すのを的確に邪魔した幼女は、太ももをなでていた手を上へとスライドさせ、嗜し虐ぎやく的に口端を歪ゆがめた。

「ほーら、こんな小さな子にいいように弄もてあそばれて、おにーさんったらだらしないよ」

　だが、そのことが。幼女の手指の動きが、逆に真夜を決断させた。

　数瞬前の判断に訂正を加える。

　使うべきは魔法ではない、命でもない。もっと単純な一手で片がつく。なぜなら、

　この狐耳の幼女、こいつは──




「クソったれ！　ただの──ロリ痴ち女じよじゃねえか!!」




　幼女の手を──真夜の股間をまさぐっていた手を摑つかみ、真夜は叫んだ。

　……いや、ロリ痴女が〝ただの〟というのもおかしな話なんだけど。

　それでも即座に命のやりとりが始まるより、変態相手の方が何百倍もマシだ。

　ロリ痴女の魔導機書とかだったら最悪だなあ……と、もう一つの可能性が浮かんできて真夜はため息を吐つく。しかし幼女は、エロ以上の攻撃を仕掛けてくる様子はなく、

「ロリ痴女なんてひどいなあ。あたしには玖く印いんって名前があるんだよ。おにーさんは？」

「……俺は真しん夜やだ。まったくなんなんだ？　痴ち女じよで、しかもその狐きつね耳みみと尻尾しつぽは」

「これ？　アクセサリだよ？」

　ギリギリの鎌かま掛かけを含んだ真夜の言葉に、幼女──玖く印いんは戸惑いも見せず即答した。

「最近流は行やってるんだよ、ケモミミアクセサリ。おにーさん、知らないの？」

「流行ってるのか……？　見たことないぞ」

「おにーさんおっくれてるー。さっきもいたよ、兎うさぎの耳と尻尾をつけたボーッとしたおねーさんが、あっちのアイス屋さんに」

　……それたぶん、ウチのロコ……。

　本物の魔導機書レトヴイワールを引き合いに出されてしまっては、真夜にはこれ以上何も言えない。

「ならもう流行に疎いってことでいいから、早く解放してくれないか？」

「くふ、急に冷たくなって、どーしたの？　いい加減イラッときちゃった？」

　玖印が手を目元に当て、大げさに泣き真ま似ねをしつつ真夜にしなだれかかる。

「ああ、哀れなあたしは、このままおにーさんの怒りを一身に受け止めて、とても言葉では言えないようなひどいことをされてしまうんだね……！」

「なんで嬉うれしそうなんだよ!?　しかも原因はおまえじゃねえか！」

「そうだよ。あたしが原因。だから、おにーさんはあたしをいじめていいんだよ」

　玖印が嫌がる素振りも見せず……むしろ、ワクワクと期待した顔でそんなことを言い出す。つい数秒前までいじめていたのは自分の方だというのに、だ。

「どっちもノーサンキューだ。だいたい俺は彼女持ち。変な誘惑したって無駄だぞ」

「……くふ、ならこーいうことをしても、おにーさんは平気でいらられるのかな～？」

　真夜の返事が気に入らなかったのか、玖印が真夜の股こ間かんを強めにまさぐる。──だが、

「えっ、ホントにぴくりとも反応しない……おにーさん、もしかして不能？」

「違うわ！　そういうのは、愛してる人にやられてこそ効果があるんだって」

　諭すように優しく言い、脇に手を入れ玖印を抱え上げる。

　真夜からの行動に、玖印が一瞬ニヤリとする。しかし、そのまま何事もなく地面に下ろしてやると、不満顔を強めて真夜を見上げた。

「……はぁ、おにーさん、つまんない。期待外れだよ。いい匂においがしたから、当たりかなあって思ったのに。こうまでして無反応なんて」

「期待外れで結構。玖印、誰彼かまわずこういうことしてちゃダメだぞ。でないと、本当に大切な人ができたとき──」

　そう、言い聞かせている最中だった。

　突然バシャッと水をこぼしたような音が聞こえ──同時に言葉の続きが叫ばれた。

「し、しししし真夜さんが────幼女と浮気を!?」

「……こういう勘違いを、されかねないからな」

　叫び声を上げたのは、いつの間にか戻ってきていた音ね々ね子こ。

　玖印の背後で呆ぼう然ぜんとしている音々子は、その足下に紙コップと、途中がハート型になった二ふた股またのストローを転がしており、真しん夜やはすぐに彼女のサプライズを理解した。

　……一緒にジュースを飲もうってことか。またかわいいことをしやがって。

　愛いとしさがこみ上げてくる真夜だったが、それを言葉にするよりも早く、音ね々ね子こが動いた。

　真っ青な顔で地面に膝ひざをつき、真夜の手を摑つかんで涙目で見上げてきた音々子は、

「し、真夜さん。わたしに至らないところがあったのなら、どんなことでも直します！　ですので捨てないでください！　真夜さんの──ご主人様のお側そばにいさせてください!!」

　……こんなときでも、浮気した（してないが）男を責めるんじゃなくて、自分に悪いところがあったんじゃないかと思うなんて、音々子は本当に天使だなあ……じゃなくて！

　真夜はしっかりと音々子の手を握り、真まっ直すぐに愛しい彼女を見つめる。

「いいか、音々子。よく聞いてくれ。俺は浮気なんて絶対にしない──いや、できない」

「ふぇ……？」

　音々子に涙を流させたことに罪悪感を覚えながら、成り行きを見つめる玖く印いんに、公園中の人々に──否いな、世界中全すべての人々に、そしてなによりも音々子へ届けと宣言する──!!

「俺が愛しているのは音々子、おまえだけだ!!　綺き麗れいで愛らしくて健けな気げで、俺の好みをそのまま具現化したような女の子。世界でただ一人、音々子だけなんだよ!!」

　全力の叫びにひりつく喉のどもそのままに、荒い息で真夜は続ける。

「出会ってからさらに好きになりすぎて、もう俺は音々子から離れられない。だから捨てないでくれって言うのは、むしろ俺の方だ。こんな俺でも、捨てないでくれないか？」

「し、真夜さん……あの、あの……っ、ありがとうございます……！　安心してくださいっ、わたしが真夜さんを捨てるなんてことはありません！　わたしだって真夜さん以外を愛することなんてありえません！」

　真夜の熱弁に目を丸くしていた音々子だったが、すぐにぐしぐしと涙を拭ぬぐい、負けじと声を張り上げる。しかし、直後にしゅんと顔を伏せてしまい、

「ごめんなさい……真夜さんが抱きつかれているのを見た途端、頭が真っ白になって……。真夜さんの愛は、わたしが一番識しっているのに、そんな真夜さんの愛を疑うなんて……」

「わかってくれたならいいさ。それに、覚えたての愛の形──〝嫉しつ妬と〟にまだ慣れてないんだろ？」

「……言い訳になってしまうので、言いたくないのですが……たぶんそれも、あります」

「言い訳でもなんでもいいんだって。俺を想おもってくれてのことなら、俺は嬉うれしいんだから」

「っ。ありがとうございます、真夜さん……♪」

　音々子が嬉し涙を散らしながら顔を上げ、真夜にしっかりと抱きつく。

　二人の間にはもう隙すき間まはなく、距離はない。一つの影となった二人に、周囲ギヤラリーからは自然と、祝福の拍手が鳴り響きだすのだった。







　そうして、抱き合ったまましばらく。音々子の涙がおさまったころには、ニヤニヤと二人を見守っていた人々も捌はけており──しかし、

「ご主人様……！　くふ、恋人に、ご主人様って呼ばせてるんだ……！」

　騒ぎの元凶──狐きつね耳みみの幼女が、まだ残っていた。

　金の瞳ひとみを喜色に爛らん々らんと輝かせ、玖く印いんがにんまりと口角を上げて笑う。

「期待外れかと思ったけど、大当たりだよ。この人ならきっと、あたしにもっと……！」

　呟つぶやき続ける声を追い、音ね々ね子この視線が玖印へと移り──途端、息を吞のんで目を見開いた。

「こ、この子──狐耳と尻尾しつぽがありますよ!?」

「今更!?」

　口を横に開いて驚く真しん夜やに、音々子が小声で袖そでを引く。

「し、真夜さん真夜さんっ、どういうことなんですか!?」

「音々子……本当に気づいてなかったのか……？」

「真夜さんばかり見ていたもので……」

　と、先程とは逆の会話をしつつ、

「どういうことなのかは、俺こそ知りたいよ。魔導機書レトヴイワールだと思うか？」

「…………見た目的には、間違いなく魔導機書です。ですが──」

「あれー、難しい顔してどうしちゃったの、おにーさん。あ、恋人のおねーさんより、あたしの方が気持ちよかったんでしょ？」

　からかうようにそんなことを言い、くふふ、とまた含み笑いをもらす幼女。

　そんな姿を見て、音々子が微妙な顔で続きを囁ささやいた。

「ですが……あまりにも、感情が豊かすぎます。どう見ても、真夜さんが知る現代の魔導機書──ロコ以上です」

　それに、と真夜は頷うなずきで同意しながら思う。

　音々子もロコも、これまで出会った魔導機書には、特有の威圧感のようなものがあった。

　魔法使いが放つ異物感のように、その魔導機書しゆうたいせいもやはり存在に違和を感じるのだ。

　……だけど、この幼女からはなにも感じない。普通の幼い女の子としか、感じ取れない。

　総じて──

「──この子は、あまりにも人間的すぎます」

　音々子が、真夜と同じ結論を囁いた。

　真夜から見れば、音々子も十分過ぎるほどに人間的だ。

　だが、そんな音々子と最も近くで日常的に触れあっている真夜から見ても、この幼女は人間的に過ぎるのだ。音々子と同等か、それ以上に。

　しかしそこまでを述べた音々子は、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げ小さく首を振った。

「ごめんなさい、真夜さん。これ以上は、わたしでは判断できそうにありません。最近の魔法や魔導機書には詳しくなくて、確実なことが言えないんです」

「そうか……」

　仕方あるまい。なにせ時々で本から情報を仕入れていたとはいえ、音々子は造られてから数百年間、眠り続けていたのだから。

　だったら、と真しん夜やは即座に判断して玖く印いんに向き直る。

「玖印、悪いな。嫁が来たから、俺たちは帰ることにするよ。おまえも早く家に帰れよ」

「えー、おにーさんたちもう帰っちゃうの？」

　不満そうに唇を尖とがらせる玖印だったが、しかしすぐにニマニマと笑みを浮かべ、小さな手を振ってきた。

「まあいっか。あたしもいい気分だし、今日は見逃してあげるよ。じゃあ、またね」

「あ、ああ。また……会うことがあればな」

　正直、もう少し食い下がられるかと思っていただけに拍子抜けだが、離れられるならそれに越したことはない。なにせこの幼女は正体不明で、

　……君子危うきに近寄らず、って言葉もあるくらいだ。

　同じことは音ね々ね子こも思ったのだろう。口を挟むことなく、広場から出る真夜に静かに寄り添いついてくる。

　そうして広場の光りも届かなくなったころ。音々子が、ほう、とため息を吐ついた。

「すみません、真夜さん。わたしの知識が至らないばかりに」

「気にするな。そんなことを言ってたら、俺なんて知らないことばかりだぞ」

「ふふ、そう言っていただけますと」

　音々子が微笑ほほえむ。そして、続く言葉は冗談めかした呟つぶやきだった。

「誰か、詳しい人でもいればいいのですが。現代の魔法にも魔導機書レトヴイワールにも詳しく、わたしたちの疑問に答えてくれるくらいには友好的な……そんな都合のいい人が──」

「…………いる」





　　　　◆






「──使役者フユーラー、あなた連絡先を交換したくらいでいい気になってんじゃないわよ!?　さっそく翌日の、それも朝っぱらから呼び出すなんて何様のつもり!?」

　翌日の朝。澄み渡った青空の下で、真夜は怒鳴られていた。

　現代の魔法にも魔導機書にも詳しく、真夜と比較的友好的な魔法使い──名な広ひろ冷れい香かに。

『ロコの写真がほしくば朝七時、昨日の屋上に来られたし』

　と昨日交換したばかりの連絡先を使い冷香を呼び出した真夜に、彼女は頰ほおをひくつかせながら叫ぶ。

「それにこんな朝早くから外に出て、ちゃんとロコに食べさせてやってるんでしょうね!?」

　……これ怒ってるんじゃないな。親バカ的に心配してるだけだ。

「安心しろ。今朝も音々子が呆あきれるくらい食べやがったよ。食後にアイスまでぺろりだ」

「……意外ね。未完の魔導機書も大食いだと思っていたのだけど」

「音々子は量より質派だな。自分でもいろいろ挑戦してるみたいだぞ」

「質……？　自分で挑戦……？　──まあいいわ」

　首を傾かしげた冷れい香かが、腕を組み顎あごで先を促うながす。

「それで？　わざわざこうして呼び出したんだから、ロコのかわいさ談義ってことでもないんでしょう？」

「それならウチの妹と話してやってくれ。きっと喜ぶ」

「あら、あなたの妹にしてはわかってるじゃない」

　命の取り合いを交えずに話してようやくわかったが、冷香はかなりの親バカだ。

　その冷香をして、愛ロ娘コを犠牲に奪おうとさせるほどの──未完の魔導機書への執着。

「さて……本題の前に、一つ確認させてくれ」

　だからこそ──諦あきらめきれていないとも、考えられてしまう。

「おまえ、ロコ以外に──新しい魔導機書レトヴイワールを造ったか？」

「はぁ？　新しいって……」

　言いかけ、冷香がハッと目を見開いた。思考は一瞬、即座に結論へと辿たどり着き、

「──会ったのね。未完の魔導機書とロコ以外の魔導機書に」

「わからない……ってのが、正直なところだ。だからそれを訊ききに来た」

「……なるほど、そういうこと」

　冷香は頷うなずくと、すぐに首を横に振った。

「まず宣言しておくと、あたしはロコ以外の魔導機書を造ってないわ。いずれはあの子の妹を造るつもりだけど、未完の魔導機書すら越える魔導機書は、まだアタシには造れない。ま、信じる信じないはあなた次第だけど」

「いや、信じるよ。というよりも、信じないと話が進まない」

「道理ね。なら、アタシのこの答えを前提として──」

　冷香の切れ長の瞳ひとみが鋭さを増す。真しん夜やを殺そうとしたときにほど近い、冷気を帯びた視線へと──意識が切り替わる。

「なにがあったのか、詳しく話しなさい。ロコがあなたのところに居る以上、アタシも無関係じゃないわ」







「──これが、昨日のあらましだ」

「……もう一度訊くけれど、その玖く印いんって幼女、感情が豊かだったのね？」

「間違いない。ロコ以上はたしかだ。音ね々ね子こと同等か……下手するともっと人間らしい」

　真夜が答えると、冷香は眉まゆをしかめて鼻を鳴らした。

「面白くない話ね。──あたしはこれでも、人生の大半を魔法、とくに魔導機書の研究製作に費やしてきたわ。魔導機書にできることできないこと、理論上だけは可能なこと……様々なことを研究して、ロコを造り上げた。その上での結論と思って聞いてちょうだい」

　たしかに、音々子もロコの出来と冷香の腕前は高く評価していた。

　だからこそ、相談相手に冷れい香かを選んだわけであり……その冷香が、断言した。

「迷う余地もなく、答えは一つよ。玖く印いんは──魔導機書じゃない」

「……そんな簡単に判断できるのか？」

　あまりにもあっさりとした答えに、思わず訊たずね返してしまう。

　すると、冷香は面倒くさそうにため息を吐つき、

「はぁ……これだから無知な使役者フユーラー風情は」

　いい？　と冷香が指を立て、順に並べ立てる。

「まず、玖印はアタシの魔導機書レトヴイワールじゃないし、今話を聞くまで知りもしなかった。次に、あなたは玖印が感情表現豊かだと言う。それがロコ以上だとも」

　真しん夜やは頷うなずく。

　だからこそ引っ掛かっているのは、冷香も同じようで、

「その感情ってのが厄介でね。アタシがこうして学校に通うことになった原因でもあるのだけど……とにかく、覚えておきなさい使役者。──感情が、性能を上回ることはないわ」

「どういうことだ？」

「魔導機書って魔法派生なくせに、かなり論理的ロジカルなのよ。だから、たとえソフト面のシステムとして感情が上回ったとしても、ハードとしての性能が低ければ、感情を出力──表現することができないってわけ」

　例えるなら、どれだけ歴戦のＦ１ドライバーでも、おんぼろポンコツの軽自動車に乗せられては腕前を発揮しきれないように、ベースとしての性能があってこその、豊かな感情表現なのだ──そう冷香は語った。

「だから、ロコのように性能が感情を上回るってのは普通にあるわ。でも、その逆はない」

「つまり逆に、玖印が感情を正しく出力できるだけの性能だとするなら──」

「感情表現がロコ……いえ、未完の魔導機書と同等かそれ以上ということは──性能も、未完の魔導機書と同等かそれ以上の魔導機書ということになるわ」

　だから、と冷香が結論を繰り返す。

「そんな魔導機書は──存在し得ない。よって、玖印は魔導機書じゃない。どう？　これで満足かしら」

「音ね々ね子こ並の性能を持つ魔導機書ってのは造れないのか？」

　その当然ともいえる疑問に、冷香が再度ため息を吐く。

「あなたは普段から未完の魔導機書の側そばにいるから実感しづらいのかもしれないけれど、あれは一種の奇跡よ。古いにしえの大魔法使いバケモノである『ψプサイ』の最高傑作。現存する魔導機書は、その基礎理論において全すべてが未完の魔導機書の劣化コピー。だから、彼女以上はいないわ」

「……なるほど。音々子ってやっぱりすごいんだな」

　帰ったら、いつも以上にたっぷりかわいがって愛してやろう。

　などと真夜が若干ずれた感想を抱いていると、冷香が肩をすくめ、もはや聞き慣れた吐き捨てるような口調で毒づき──

「ようやく実感した？　だから本来あなた程度が──」

　──言葉が、止まった。







　冷れい香かは、これまで幾度となく繰り返してきた言葉に違和感を覚えた。

　違和感。どうして真しん夜やが──一般人が、未完の魔導機書ほどのものを持っているのか。

　未完の魔導機書は全すべての魔法使いが、喉のどから手が出るほどに欲している一種の伝説だ。

　どれほど探しても見つからず、七年前を境にどの魔法使いもどの組織も痕こん跡せきすら摑つかめなくなった、実体の伴わない幻──世界を彷徨さまようお伽とぎ噺ばなし。

　……それほどのものを、どうしてこんな一般人が持ってるのよ……!?

〝どこで彼は未完の魔導機書を手に入れたのか〟

　最大にして、大前提であるはずの謎なぞを、すっかり見落としていた。

「──使役者フユーラー、あんた……」

「なあ、いい加減その呼び方やめないか？　俺のことは真夜でいいぞ」

「……ええ、そうね」

　言葉を遮られたことに怒りも湧わかない。

　たしかに、惰性で使役者と呼び続けていたが、彼の場合は本質において異なる。

　……アタシと同等……いえ、むしろ道を示してくれたんだから、とっくに敬意を持って呼ぶべきだったわね。

　それは感情についてであり、魔法使いとしての本質についてであり、

　──歴史上唯一、かの未完の魔導機書を開いて、形はどうあれ生き残っている人への敬意でもある。

　……未完の魔導機書の凄すごさを忘れかけていたのは、アタシも同じね。

　冷香は自じ嘲ちようし、使役者──真夜への評価を改める。

　もっとも、直接は言ってやらないし、これからする質問の返事次第では一八〇度ひっくり返ることになるのだが……

「なら、真夜。玖く印いんについては以上よ。今度はアタシから一つ訊きかせてちょうだい。──あなた、どこで未完の魔導機書と出会ったの？」

「俺が、音ね々ね子こと……？」

　突然の質問に、真夜が面食らったように繰り返す。

　しかし、すぐに頷うなずき、

「まあ、おまえにはいろいろ教えてもらったからな」

「ええ、そうね。感謝して対価を支払いなさい」

「……そういうところがなければ、モテるだろうになあ」

　しみじみと呟つぶやかれる言葉にいろいろと反論したくもあったが、なんとか堪こらえる。

「睨にらむな睨むな。率直な感想だよ」

「睨にらんでないわよ。いいから、さっさと答えなさい」

「──図書館だ」

　端的な解答に一瞬、冷れい香かは何のことだかわからなくなる。だが、すぐに思い至り苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「……まさか、図書館公園の、って言うんじゃないでしょうね」

「やっぱり知ってたんじゃないか。そうだよ、そこだよ」

　真しん夜やはあっさりと言うが、それはおかしい。あそこは開館から今まで、定期的に魔的探索サーチをかけている。蔵書に紛まぎれていたのなら、とっくに気づいているはずだ……そう思い、

「あの図書館の司書と知り合いでな。地下三〇階にある『禁書庫』ってところを案内してくれて……そこで、音ね々ね子こと出会って告白プロポーズしたんだ」

「地下三〇階!?　それに司書ですって……!?」

　冷香の知らない事実を軽々と口にする真夜に、思わず叫びを上げた。

「ああ、それが見た目は完全にヤクザの面白い人なんだよ。いっつもサングラスかけてニヤニヤ笑ってるんだ」

　真夜の古ふる馴な染じみを紹介するような言葉に、冷香が思い起こしたのはただ一人。

　面白いなどとは真逆の、腹立たしい男──冷香の自宅に不法侵入してくれやがった、魔法使い側の存在でありながら、未いまだ正体不明のあの男。──しかし、腹立たしくとも、

　……繫つながった。

　あの司書は、冷香の自宅を訪ねてきたとき、こう言っていた。

『私が持っていたのだがね』──と。

　司書を通じて真夜が手に入れたのだとすれば、どうしてただの一般人が未完の魔導機書を手に入れられたのか納得もいく。

　もっとも、司書がどうやって未完の魔導機書を手に入れたのか、どうしてそれを真夜に渡したのか……謎なぞは増えたのだが。そこを真夜に聞いても答えは得られないだろう。

「……その案内してくれた司書ってのとは、それ以降会ってる？」

「いや、それが最近いなくてな。俺もなんで『禁書庫』に音々子があったのか、とか訊ききたいんだけど、いつ図書館に行ってもいないんだ。他の職員も知らないって言うし」

　でしょうね、と冷香は内心で呟つぶやく。

　導みちびくだけ導いて、姿を消す。それがあの司書のやり口だ。

　その情報に恣し意い性せいはあれど間違いはなく、だが司書のメリットが理解できないだけに信用性に疑問を覚える。それがあの司書と名乗っている男だ。

　なら──と冷香は事の発端を思い返す。

　冷香に未完の魔導機書の情報を伝えた司書は、こうも言っていた。

『他の者にも伝える』。そして『伝え終えた』、と。

　そこに先程真夜から聞いた──魔導機書レトヴイワールらしく、しかし魔導機書であるはずがない狐きつね耳みみの幼女だ。この一連の流れに、あの正体不明の司書が無関係なんて、それこそありえない。

　そして真しん夜やや未完の魔導機書が巻き込まれれば、必然的に彼らの元にいるロコにも──

「……いえ」

　それだけじゃない、と冷れい香かは思い直す。

　これは──プライドの問題だ。

　真夜を、未完の魔導機書を──あいつらを打倒し越えるのは、

　……アタシよ。自分の仇かたきは自分で討つ。他の誰にも、邪魔はさせない。

　決意し、行動方針を固め、冷香は踵きびすを返した。

「お、おい。どうした？」

「なんでもないわ。ちょっと用事を思い出しただけよ」

　背後からの声にさらりと返し、しかし真夜に見えぬ口元を獰どう猛もうな笑みに形作る。

　玖く印いんという少女が、司書や真夜とどう関かかわってくるのかはわからない。それでも──

「──アタシの邪魔をするつもりなら、なにを企たくらんでるのか調べてやろうじゃない」






第二章　お狐様が好むもの






「今日も平和ですねえ」

　イルミネーションを見に行った翌日。

　昼過ぎの八や木ぎ家で、音ね々ね子こは洗濯物を畳みながらのんびりと呟つぶやいた。

　争いも権けん謀ぼう術じゆつ数すうもなく、小鳥の鳴き声を聞きながらまったりと家事をこなしていく、なんとも理想的な昼下がりだった。

　……今が平和、というよりは、この二ヶ月がいろいろとありすぎたんですよね。

　真夜と出会って愛を識しり、数時間後には冷香の襲来だ。その問題がしばらく続く中、真夜の本質が変化してしまうなんて非常事態もあり、なかなかに波は瀾らん万ばん丈じようだった。

　それらが一応の落着をみた今、ようやく送れるようになった普通の生活だ。

「とはいえ……」

　音々子は二階から降りてくる足音に苦笑する。

　平和と引き替えに、真夜と二人きりの時間は少し減ってしまったのだが。

「──ぁふ……ネネコ、ユアは？」

　リビングに入ってきたロコが、眠そうに目を擦こすりながら欠伸あくびをする。

　……これもある意味、平和ゆえののんびりですねー。

「まだ帰ってきてませんよ。どうかしました？」

「ん……一人で寝てると寂しい」

「ロコはちょっと寝過ぎじゃないですか……？」

「ユアのベッド、寝心地がいい。いくらでも寝れる」

　無表情でグッと親指を立てる居候ニート──もとい、ロコ。

　そう。八や木ぎ家に引き取られてからというもの、ロコはほとんどの時間を寝て過ごしているのだ。それこそ真しん夜やとの絡みは、むしろ三日周期で遊んでいた頃より減ったのではないかと思うほどに。食っちゃ寝食っちゃ寝と、飽きもせず繰り返している。

　と、そんな自由気ままに暮らしているはずのロコが、悲しそうに肩を落とした。

「……でも、ユアがいないと寂しい。ベッドが大きい」

「ロコは本当に結ゆ愛あさんがお好きなんですね」

「ん、好き。シンヤの次に」

「うふふ、そんなことを言っても、真夜さんは譲りませんよ？」

「……残念」

　しかしすぐにロコは無表情のままたどたどしく、それでも珍しく饒じよう舌ぜつに語り出した。

「シンヤは好き。でも、ユアも好き。ユアは、ロコにたくさんかまってくれる。遊んでくれて、一緒に寝てくれて、温ぬくもりをくれる。寂しくなる暇もない。だから、好き」

　たしかに、と音ね々ね子こはロコが来てからを振り返る。

　自分や真夜もなにかと新しい同居人であるロコにかまっているが、それでもやはり互いが優先になってしまっているのは否いなめない。

　それに引き替え、結愛は最初こそ警戒していたものの、数日で自分たちよりもよほどロコにかまうようになった。それこそ一緒に寝るほどに、だ。

　……ペット扱いのようでもあるのですが、本ロ人コも満更ではないようですし。

「結愛さんと仲良くなれて、とてもよかったですね」

「ん」

　こくん、と満足そうに頷うなずいたロコは、欠伸あくびを一つ。リビングのドアに手をかけた。

「ユアがいないなら、帰ってくるまで寝て待ってる」

「寂しいとか言いながら、結局寝るんじゃないですか……」

「眠いから、寝る。ロコはもう、我慢しないでいいから」

　なにやらキリッと格好良さげなことを言って、ロコが二階へと上がっていく。しかし、

「……それって欲求に忠実なだけで、あんまり変わってませんよね……？」

　音々子は一人に戻ったリビングで呟つぶやき、畳み終えた洗濯物を脇に寄せた。

　あとでそれぞれの部屋に持っていくとして……考えるのは、さっきのロコの言葉だ。

　自分とは順序が逆だが、素直に『よかった』と言葉が出るほどに、あれは共感できた。

　一人きりは寂しい。こうして現出して初めて知った感情だ。

　家に一人でいると寂しいし、ロコが来た今も彼女は寝てばかりなのであまり変わらない。

　……だから、真しん夜やさんを感じようとするのは当然なんです。ええ。

　人肌恋しいではなく、真夜さん寂しいなのだ。そこははっきりさせておきたい。

「ですが今日は、秘密兵器があります！」

　むふー、と鼻息も荒く、洗濯物とは別に置いていたワイシャツを掲げる。これは、

「真夜さんに無理を言って頂いた、昨日真夜さんが着てたシャツです……！」

　当然、洗濯はしていない。したら意味がない。

　音ね々ね子こはいそいそと服を脱ぎ、その真夜の匂においが染みついたシャツを羽織る。

　男物のワイシャツは大きく、小柄な音々子にはコートのようだ。つまり、

「……はふぅ……真夜さんの匂いに包まれてますぅ～」

　布団に飛び込むのと同じか、それ以上の包まれ具合に音々子は恍こう惚こつの声を上げる。

　これでしばらくは寂しくない。そう、うきうきした心地で音々子は目を閉じる。真夜に抱かれているような感覚を得ながら考えるのは、やはり最愛の人──真夜のこと。

　真夜が帰ってきたら、今日はなにをしようか。どんな話をしようか。

　ちょっと甘えさせてもらうのもいいかもしれないし、逆に真夜を甘えさせたくもある。

　お夕飯はどうしようか。真夜の好きなものをメインに、彼の身体からだも考えて作らないと。

　自然と笑みが浮かび、幸せが胸を満たすままに呟つぶやく。

「ふふ……真夜さん、大好きです♪」

　そして、ふと一瞬前の自分を振り返って小さく声を上げた。












「こ、これって──今、すごく夫婦っぽくないですか……!?」

　夫の帰りを家で待って、帰ってきた夫になにをしてあげようか考えながら、家事をこなしていく。音ね々ね子こが無数の書物で知る夫婦像、そのものだ。

　知識からの引用ではなく、自らそこに至れたことに頰ほおが緩ゆるんで仕方ない。

「もうもうっ、真しん夜やさんったら。いなくてもわたしを幸せにするなんて～♪」

　熱をもつ頰を両手で押さえ、沸き立つ感情のまま身体からだやら尻尾しつぽやら猫耳やら、とにかく全身をくねらせて悶もだえる音々子。

　そんな蕩とろけきった彼女の耳に、また音が聞こえた。

　小鳥の鳴き声でも、ロコが降りてくるのでもない。玄関から聞こえてきた鍵かぎの開く音に、音々子はより一層顔を輝かせ、パタパタと駆けだした。

　どれだけ想像しても匂においを嗅かいでも、やはり本物には敵かなわない。だから幸せな気持ちのまま音々子はシャツを脱ぎ、元通り服を着直す。

　そうしてかけるのは、妻として愛いとしい夫を出迎えるこの言葉──

「お帰りなさい、真夜さんっ♪」







　真夜は、ただただ幸せを嚙かみしめていた。

　……これだよこれ……！

　帰宅したら、満面の笑顔で出迎えてくれる嫁。それだけでも男泣きしたいくらいに嬉うれしいのに、音々子ときたらそれに留とどまらず、

「真夜さん、背中向けてください。あ、ちょっと屈かがんでください。届きませんー」

　とか跳ねながら言うので、従うとコートを脱がせてくれて。振り返るといつの間にか鞄かばんまで抱えてニコニコしている始末。まさに甲か斐い甲が斐いしくて健けな気げな幼妻の理想形だ。

　通学路まで迎えに来ていた昨日がイレギュラーだっただけで、いつもといえばいつものことなのだが、やはり何度経験しても嬉しいものは嬉しい。

「ただいま、音々子。今日はいつも以上に機嫌がいいな」

「はいっ、真夜さんのおかげですっ」

　……なにかしたっけ？　昼間寂しくないように、一晩中抱きしめて充電させたことか？

　思いながらリビングに入り、真夜は思わず脱力しきった吐息を吐いた。

　窓から入る日光と、暖房で暖められたリビング。日増しに寒くなっていく外との寒暖差は一気に身体を弛し緩かんさせて、一日の疲れを表出させる。つまり、

「ふあ……」

「あは、真夜さんおっきな欠伸あくびです。我が家はおねむばかりですね～」

「今日は体育やらなんやら、いろいろあったからなあ」

「ではでは、こういうのはいかがですか？」

　音々子が戯おどけながら床に座り、ぽんぽんと太ももを叩たたく。その意味は明白で、

「今日一日頑張った真しん夜やさんに、ご褒美の膝ひざ枕まくらですっ」

　真夜が、抗あらがえるはずもなかった。







　……デカイ……！

　目前に迫る圧倒的質量に、真夜は思わず喉のどを鳴らした。

　誘われるがままに音ね々ね子この太ももへ頭をのせ、目を開いた瞬間の出来事だった。

　形よく張り出した音々子の巨乳は、下から見上げると彼女の顔をほとんど隠してしまっているほどの大きさ。それが小柄な身体からだも相まって、太ももを枕にした真夜の鼻先に触れんばかりに主張している。……というか、身体が揺れる度に巨乳も揺れて触れていた。

　しかし音々子は気づいているのかいないのか。意に介した様子もなく、真夜の頭に手を当てて……そっと、なで始めた。

「今日も一日、お疲れ様でした。ゆっくり休んでくださいね～」

　声は優しく、ゆっくりと頭をなでる仕草はひたすらに穏やか。

　癒いやしを体現した行こう為いに、真夜の身体はすぐさま眠りに落ちていこうとする。

　しかし、本能の部分で『もったいない』とも思ってしまう。なにせ、

　……音々子の太もも、極上すぎるだろ……!?

「なんで音々子って、こんなにやわらかいんだろうなあ」

「ふ、ふぇ……っ!?　もしかして太っちゃいました……？」

「いや、全然太ってなんかないって。これくらいがちょうどいいよ」

　細いのに、女の子らしいやわらかさがある音々子の身体。太ももはそれがとくに顕著で、やわらかさに加え、瑞みず々みずしい張りも堪たまらない。

　そんなむちっと肉感的な太ももを包む、滑らかな黒タイツ。さらさらとした手触りは頭をのせてみれば、頰ほおが擦れてまた心地いい。つまり、

「音々子の膝枕最高……！」

「ふふ、真夜さんがお望みなら、いつでもしてあげますから」

「マジで!?」

「ええ。ですので、眠くなったら寝ちゃっていいですよ～」

「……お見通しか」

「真夜さんのことですから」

　ちょっと得意げに言って、音々子がまた優しく頭をなでる。

　特別なことはない、静かでまったりとした一ひと時とき。寄り添うだけで幸せになれる愛いとしい人。

　そんな幸せな時間を長引かせたいと眠気を堪こらえる真夜に気づき、音々子が小さく笑った。

「眠らないのでしたら、お話でもします？」

「どんな話するー……？」

　堪えているものの、半ば以上眠気に負けかけている頭で真夜は応こたえ、

「では、学校であったこととかどうですか？　実は学校って結構気になってまして」

　──スッと意識が明めい瞭りようになった。

　そうだ。膝ひざ枕まくらの心地よさに忘れかけていた。

　連鎖的に幾つもの事柄が思い出され、意識が覚かく醒せいしていく。今朝のこと。玖く印いんについてわかったこと。これは、音ね々ね子こにも話しておくべきことだ。

　だから、と真しん夜やは膝枕のまま、おっぱいで顔が見えないという状況ではあるものの、音々子にそれを──今朝、冷れい香かから聞いたことを話しだした。
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「ということらしいんだけど、音々子は──」

「ていっ！」

　ぷにっ、と音々子に頰ほおをつつかれ、真夜は言葉を止めた。

「真夜さーんっ、どうしてお一人でそういうことをするんですか！　ていていていっ！」

「いたたたっ」

　ぷにぷにぷにっ、と今度は連続で頰がつつかれ、思わず声を上げてしまう。

　……まあ、実際そこまで痛くはないのだが、気分的に。

「とにかく、話はわかりました。一度ならず二度も命を狙ねらってきた魔法使いに、一人で会って平然と魔法のことを訊たずねてきた……なんてことにいろいろと言いたいですが、済んだことをいつまでも言ったところで仕方ないので、このくらいにしておきます。──ですが」

　と、音々子がかなり根に持っているのも露あらわに、両の人差し指を立て……

「わたしを放ほうって危ないことをした真夜さんには……お仕置きですっ」

「ちょっ、二本は無理……!?」

「ていていていてーいっ！」

　ぷにぷにぷにぷにっ、と真夜の頰を左右交互につつきながら、しかし指先の苛か烈れつさとは正反対の静かな声音で音々子が囁ささやく。

「……あまり、心配させないでください。真夜さんのためなら、たとえ火の中水の中、わたしはどこまでもついていきますので」

「……悪い」

　頭……は届かないので、そっと膝頭をなでる。

　たしかに、音々子の言い分はもっともだ。

　自分も同じ状況なら辛つらいだろう。それでも、

「音々子と冷香を会わせたら、また殺し合いになってもおかしくないだろ？　音々子が傷つけられるのは嫌だし、音々子に誰かを殺してほしくもないんだ」

　……だから一人で冷香と会うことを選択した……なんて、今更の言い訳だよな。

　それが前提としてありつつも、本来なら、

「音ね々ね子こに相談してから行動すべきだったな。悪い、心配かけて。今度からはそうするよ」

「当然です。わたしたちは、その……夫婦、なんですから」

　照れたような響きはさらに続き、つつく指先が真しん夜やの頰ほおをなでる。

「ですが……真夜さんのお気持ちもわかります。それにそんなことを言われては、どうしようもなく嬉うれしくなって怒れないじゃないですか。ずるいですっ」

　拗すねたように、ぷーにぷーに、と音々子が真夜の頰をつついて笑う。

「えへへ、真夜さんのほっぺた、やわらかくて癖になりそうです♪」

「そりゃよかった……」

「というわけで、真夜さんのほっぺたに免じて、これで手打ちとします。だからしばらくつつかせてくださいねっ♪」

「仰せのままに、お姫様」

　……どっちかと言えば、膝ひざ枕まくらされて目の前におっぱいがあって、頰をじゃれるみたいにつつかれて……俺の方がご褒美じゃないのだろうか。

　などと思いながら、真夜は視界を埋め尽くす胸から視線をずらし……それを、見つけた。

「…………」

「？　真夜さん？」

　ピンと立ち、僅わずかに揺れるそれ──白い毛並みもフサフサの、音々子の尻尾しつぽ。

　猫耳と並んで音々子のもう一つの特徴である猫尻尾が、機嫌の良さをそのまま示して、ゆらゆらぴこぴこと誘うように揺れていた。

　……そういえば、猫耳はあるけど、尻尾は触ったことがなかったな。

　まだまだ音々子についても知らないことが多い。尻尾はそんなものの一つで、ある意味未知の領域。──となれば、探求したいのが男子心。

　などと考えながら真夜は何気なく手を伸ばし、尻尾を握った──瞬間。

「ふにゃっ!?　し、ししししし真夜さん、いきなりなにを!?」

　音々子が、数センチも飛び上がって叫んだ。

「うおっ、びっくりした……！」

「びっくりしたのはこっちです！　尻尾は、その……敏感なので……」

　叫んだ音々子はもじもじと、真夜の頭の下で内うち股またをすりあわせるようにして。しかし声に拒絶ではなく、懇願を示した。

「……優しく、してください」

「…………ごめん、無理かも」

「ふぇ……えと、真夜さん？　目が怖いですよ……？」

「そんなかわいい姿見せられたら……もう止まれない」

「や、ちょっ、真夜さ──んぅっ♪」

　言いつつ、音々子の注意通りフサフサの尻尾を優しく摑つかむ。

　それだけで音々子は鼻にかかった甘い声をもらし、切なげに身体からだを震わせる。

「ふ、ぁ……っ。ダメ、ですって……ばぁ……ぁんっ」

　しかしかまわず、真しん夜やはやわらかな尻尾しつぽをふにふにと揉もんだり、

「ふぁぁぁ……っ!?　やっ、しごいちゃ、ダメです……っ」

　指先でなぞってみたり、猫じゃらしのように上下にしごいてみたり。

　その度に音ね々ね子こから嬌きよう声せいが上がり、真夜の興奮も否いや応おうなしに高まり──




「ただいまー。音々子さん、おやつあるー？」




「…………………………。──オーブンの中にマフィンがありますので、それを持ってお部屋に行っていてもらえますか、結ゆ愛あさん？　ロコも待ってますよ？」

「あっはっはー。ロコちゃんには悪いけど、それはできない相談だね！」

　いつの間に帰ってきたのか。音も無く忍び寄っていた結愛がガッツポーズを取る。

　……こいつ、ぶちこわしにする最良のタイミングを計ってやがったな……っ。

「結愛……おまえ……おまえ……っ!!」

「血涙流しそうなところ悪いけど、一応、リビングでやってるほうが悪くない？　って正論は言っておくね」

「音々子が来る前はリビングでも部屋でも関係なく、俺に抱きついたり物理的に絡んできたりしてたおまえがそれを言うか」

「私は妹だからいいの。妹特権」

「そんなことをしてたんですか!?　い、妹ずるいです……っ」

「じゃあ音々子さん、妹チェンジする？」

「は、はい！　ぜひ！」

「騙だまされるな音々子！　チェンジってことは、お嫁さんの座が結愛に移るってことだぞ！」

「!?　ゆ、結愛さん、なんて姑こ息そくな罠わなを……！」

「いや、私もここまで乗り気になられるとは思ってなかったんだけど……」

　と冷や汗をかきながら結愛がリビングから台所に向かい、首を傾かしげた。

「っていうか、お兄ちゃんたち、これから買い物に行くんじゃなかったっけ？」

「ああ、デートにな」

「ただの、買い物──ＯＫ？」

「ＮＯ！」

　どうしてもデートとは認めたくないらしい結愛が凄すさまじいプレッシャーを放ってくるが、ＮＯと言える日本人として、はっきりと否定する。

「俺と音々子が一緒にいる。それはもはや家だろうと外だろうとデートだ！」

　つまりこうして家でいちゃついているのも、立派な家デート。他にもお布団デートとか、お風ふ呂ろデートなんてのもある。

「…………まあいいや。お腹なか空すいてるし、色ボケにつける薬はないし」

「結ゆ愛あ……？　いいのか？」

　案外あっさりと引き下がった結愛に疑問を覚える。

　しかし、結愛はそれ以上追及してくることもなく、ひらひらと手を振る。

「どうせダメって言っても行くんでしょ？　そ・れ・に！」

　と、どこか淡泊な結愛がにんまり笑って上を──二階を指差した。

「私は私で、ロコちゃんとだらだらするもんね！　どうどう？　羨うらやましい？　ロコちゃんに妹を寝取られた気分はどう？　今すぐ手を出したら取り返せるよ？」

「あ、音ね々ね子こ。準備は終わったか？」

「はい。といっても、身繕いが主でしたが。真しん夜やさんったら激しいんですから……♪」

「悪い悪い。なら、行こうか」

「お兄ちゃん!?　さすがに無視は寂しいよ!?」

　そうして音々子と手を繫つなぎ、騒がしい愚妹へにこやかに手を振る。

「じゃあ、留守番よろしくなー」

「お兄ちゃぁん!?」
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「そういえば結愛さん、まだ体調の方はよろしくないんですか？」

　街の方へ向かう途中。真夜はぽつりと呟つぶやかれた音々子の言葉を意外に感じた。

「……音々子も気づいてたんだな。あいつ、隠そうとしてただろ？」

「ええ。ですが、いつもより発汗量が多いですし、立っているときは常に身体からだを支えるようにどこかへ手をついてましたし、諦あきらめも妙に早かったですし……挙げるとキリがありませんが、決定的なのは一つです」

　音々子は神妙な顔で真夜を見つめると、大おお真面目まじめな口調で言った。

「わたしへの反発が消極的で、いつものキレがありませんでした……！」

「そこで判断したかー」

　もう音々子には、結愛が〝そういうキャラ〟として認識されているようだ。ともあれ、

「どうもグズグズ長引いてるみたいで、まだ回復しきってないらしい」

　真夜も当然、結愛の体調がまだ回復していないのには気づいていた。昨日の学校での会話同様、結愛がそれを隠そうとしているのも、だ。

　むろん、心配は心配だ。本来なら、側そばで看病してやりたいほどに。しかし、

　……結愛自身が、それを望んでないんだよな。

　本人が、真夜に心配をかけさせまいとしている。そのことがわかってしまうだけに、真夜としても結愛の意志を優先することが最良と判断した──せざるを得なかったのだ。

「結愛のやつ、なんだかんだ言ってても、自分のせいで俺たちのデートがダメになったって知ったら、絶対に気にして落ち込むから。デートはデートで、しっかり楽しむぞ」

「ふふ、そんな妹さん思いの真しん夜やさんも大好きですよっ」

「……音ね々ね子こ、褒め殺し禁止」

「真夜さんが珍しく照れてます……！　貴重です……！」

　などと話しながらしばらく歩き、街並みに住宅街から商店が増え始めたところで、目的地の看板が見えてきた。

　アンティークの風合いを色濃く残す、木組みが特徴の雑貨店だ。

　ちょっと洒落しやれた小物や輸入雑貨なんかを扱うこのお店は、真夜も結ゆ愛あも行きつけなのだが、何度か一緒に訪れたこともある音々子が小首を傾かしげた。

「今日はなにを買うんですか？」

「そういえば言ってなかったな」

　真夜は呟つぶやき、なにも知らない音々子に、茶ちや目めっ気けを多分に含ませた声で告げた。

「今日は、音々子の食器を買いに来たんだ」

「ふぇ？　わたしの、ですか？　今もありますよ」

　真夜は首を横に振る。たしかに今は、音々子とロコがお揃そろいの食器を使っている。だが、

「あれは本来、来客用なんだ。だけどいい加減、音々子専用の食器を揃えようと思ってな」

「真夜さん、それって……！」

　音々子がその意味を察し、期待に目を輝かせる。

　だから真夜は頷うなずく。続く言葉は、彼女の想像通りに、真夜の想おもいのままに……

「音々子は〝お客様〟じゃない。──〝家族〟だからな」

「…………っ」

　音々子が頰ほおを紅潮させ、瞳ひとみにじわりと涙が浮かぶ。しかしそれは悲しみではなく、

「真夜さん、ありがとうございます……っ。わたし……わたし、すごく嬉うれしいです……っ」

「悪かったな。もっと早く買いに来たかったんだけど、結愛の説得に時間がかかった」

　頭をなでながらの言葉に、音々子が口を丸く開いて、信じられないとばかりに呟く。

「ということは、結愛さんも認めて……？」

「『お兄ちゃんは絶対に取り返す。だけど食器が足りなくて渋々だからね！』だとよ」

「ふふ……これは家に帰ったら、張り切って栄養のあるお夕飯を作らないといけませんね」

　音々子が頰を緩ゆるめ、目尻に雫しずくを浮かべたまま笑顔を見せる。

　涙が落ちる前に指先で拭ぬぐってやりつつ、真夜は思う。

　すでに音々子が八や木ぎ家にきて二ヶ月。彼女も彼女なりに、結愛との付き合い方に悩んでいたことは真夜も──結愛も知っている。だからこそ、この一歩は大きかった。

　たしかに〝ようやく〟かもしれない。結愛も認めきっあきらめたわけではないだろう。それでも、

　……一歩一歩、関係を深めればいいんだ。まだまだ時間はあるんだから。

　無関心と敵対。交わらなかった線が交わった。だから、これはたしかな一歩として。

「よかったな、音々子」

「はいっ♪」
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　泣き止やんだ音ね々ね子こと雑貨店を見て回ること、しばらく。

　買い物カゴの中身を確認して、真しん夜やはカゴの反対側を持つ音々子に訊たずねた。

「これで、だいたい揃そろったか？」

「はい。もし足りなければ……また、デートしましょう？」

「喜んで」

　と、カゴを受け取りレジに向かおうとした真夜の袖そでが、ちまっと引かれた。

　振り返ると、音々子がもじもじちらちらと、申し訳なさそうに真夜の袖を引いており、

「あ、あのあの……少し、ワガママを言ってもいいですか？」

「いいぞ。なんでも言ってみな」

　真夜はなんとなくの予想が付きながら、自然と頰ほおが緩ゆるむのを感じた。

　そんな真夜の見守る中、音々子が棚から一組の食器を手に取り差し出してくる。

「これなんですが……」

　それは、白と黒のマグカップ。いわゆるペアカップというやつだ。

　白猫と黒猫がモチーフになっているらしきマグカップは、持ち手が尻尾しつぽになっていて、合わせるとハート型になるという完全無欠のカップル仕様。

　音々子が朱に染まった頰を隠すようにカップを掲げ、小首を傾かしげた。

「……真夜さんとわたし用に、欲しいんですが……かまいませんか？」

「ああ……ああ！　もちろん！」

「わぁ……！　ありがとうございますっ」

　頷うなずくと、不安そうな顔から一転。音々子がぱあっと花開くように満面の笑みを浮かべた。

　幸せいっぱいと主張してくる音々子の笑顔を見ながら、真夜は思う。

　これまで、音々子はあまり自己主張をしてこなかった。

　買う物も食べ物も、なんであれ。自分よりも真夜が最優先だと。

　しかしそんな音々子が、自分から物を欲しがった。これは、

　……遠慮しなくていいようになった、って思ってくれてる。そう考えてもいいんだよな？

　他者主体ではなく、自らの意志を優先する──音々子の自立へんか、その一歩なのだろう。

　しかも、初めて欲しがった物が、真夜とのペアカップ。これで喜ぶなという方が無む茶ちやだ。

　などと思いながら、真夜は音々子の手元から黒猫のカップを手に取った。

「かわいいのを見つけてきたな。こっちが俺の？」

「いえ、真夜さんはこっちです」

　だが、ひょい、と音々子が白猫のカップと取り替えてしまう。

　てっきり白猫ねねこが白猫のカップを使うと思っていただけに、真夜は首を傾げる。

「その心は？」

「えへへ～」

　音ね々ね子こは真しん夜やの握る白猫のカップをつついてはにかみ、目を細めて告げた。

「真夜さんには、白猫わたしを使って欲しいので……♪」

　……ああ、クソ。こんなの反則だ。

　かわいすぎるだろう、ウチの嫁……！　今すぐ抱きしめたいのに、カップと買い物カゴが邪魔すぎる。どうして腕が四本ないんだ！

　内心で叫びながら、真夜は照れ隠しを兼ねて白猫カップで飲む真ま似ねをする。

「なら、このマグカップで飲む度に、音々子にキスしてるようなものだな……なんて──」

「だ、ダメです!!」

　──瞬間だった。

　空気の破裂音が店内を揺るがし、突風が服をはためかせる。

　瞬まばたきすら追いつかない刹せつ那な。気づいたときには真夜の手元から白猫のカップが消え、代わりに黒猫のカップが握らされていた。

　真夜にはいつ動いたのかもわからぬ速度で、ただカップを取り替えるという行こう為いに最高の魔導機書レトヴイワールの全力を発揮した音々子が、ぷくっと頰ほおを膨らませて唸うなる。

「真夜さんのキスはわたしだけのものですっ。カップの猫さんにも譲りません！　……あ、あ、でもそうすると真夜さんには白猫わたしのカップが使ってもらえなくて……うぅ～……」

「──なら、こうしよう」

　真夜は葛かつ藤とうで涙目になり始めた音々子の手をカップごと握り……小さくついばむように唇を、音々子と──カップではなく、音々子本人の唇と触れあわせた。

「このカップで飲んだあとは──必ず音々子にキスをする。これならどうだ？」

「は……はい！」

　音々子がどちらの願いも叶かなう提案に、勢いよく何度も何度も頷うなずく。

　そしてぽうっと頰を染め、生クリームのように甘く甘く蕩とろけた声で、真夜に囁ささやいた。

「でしたら……真夜さんの飲み物は、いつもこのカップでお出ししますね……♪」

　その意味するところは……考えるまでもないだろう。





　　　　◆






「ふふ～。家に帰ったら、早速このカップを使っちゃいますよ～♪」

　包装に包まれたカップを抱えてほくほく顔の音々子と腕を組み、真夜は雑貨店を出た。

「それはキスして欲しいっておねだり？」

「キスもして欲しいですけど……真夜さんとお揃そろいっていうのが嬉うれしいんですっ」

　えへへ、と音々子がはにかんで真夜の腕を抱く力を強める。

　服越しにもわかるやわらかな双丘に腕が埋まり、自然と幸せな気持ちがわき上がり、

「一緒にってだけじゃなくて、お揃いもこれから増やしていこ、う……か……」

「？　真しん夜やさん、どうかしました？」

　語尾が弱くなっていく真夜を、音ね々ね子こが振り仰いで小首を傾かしげる。

　そして真夜の視線を追い──それを、見つけた。

　一人の少女だ。店から出てきた真夜たちを道路の反対側から見て、ニマニマとしている──狐きつね耳みみと木の葉型の尻尾しつぽを揺らす幼女。

「──玖く印いん!?」

「くふ、おにーさん、みーっけ！」

　目が合うなり、ててっと駆け寄ってくる玖印。

　途端、真夜は腕に触れる音々子の身体からだが、緊張で強こわ張ばるのを感じた。

「……音々子、大丈夫だ。玖印はあんな見た目でも、魔導機書レトヴイワールじゃないらしいから」

　恋人繫つなぎにした細い指をなで、落ち着くように伝える。

　昨日の会話から、再度の遭遇は予期していた。だからこそ冷れい香かに訊たずね、それが功を奏した形だ。

　しかし、音々子は小さく首を振って否定する。小声で応こたえる内容は地味に物騒で、

「いえ、魔導機書かどうかは、この際どちらでもかまいません。むしろ魔導機書ならさっくり消せるんで安全なんです。ですが……」

　と、音々子が言い終える前に、玖印が道路を渡り終え二人に手を振ってくる。

「やっほー、真夜おにーさんに……音々子おねーさんだっけ？」

「…………」

　それ以上を目の前で言うのには抵抗があったのだろう。丸い目を精一杯吊つり上げながらも口をつぐんだ音々子に代わり、真夜は訊ねた。

「よう、玖印。また人の匂においを嗅かいでふらふらしてるのか？」

「んーん、匂い探しはお終しまい。今日はおにーさんを探してたんだよ」

「……俺を？」

　なんだろうか。正直なところ、昨日はかなり雑に切り上げて帰ったので、その前の態度も含めて探されるほど懐かれる覚えはないのだが……。

　そう思う真夜の前で玖印は胴ほどもある太い尻尾を抱きしめ、恥ずかしそうにしながら、

「うん。朝から探してたんだよ──昨日の熱い交わりが忘れられなくて」

「ほう……」

　瞬間的に音々子が殺気を放ち始める。目を眇すがめながらの呟つぶやきは剣けん吞のんそのもので、

　……こりゃ、玖印が魔導機書じゃなくても、音々子と一緒にいさせない方がいいな。

　真夜はそう判断し、やんわりと玖印を追い返す方向へ話を進めることにする。

「朝からか。それは大変だったな。もう暗いし、子供は家に帰る時間じゃないか？」

　……まあ、子供と言っても、玖印が本当に何歳なのかは知らないけども。

　そんな真夜の心境を読んだかのように、玖印がにんまりと笑った。

「くふ、おにーさん。あたしのこと子供っていうけど、本当にそう思ってるの？」

「え、いやそりゃ見た目的に……」

「──たしかめて、みたくない？」

　……あ、これマズイ。

　そう思ったときには、すでに遅かった。

　玖く印いんが小悪魔の笑みで真しん夜やの手を握りしめる。

　相変わらず読みづらい間の取り方に、真夜どころか音ね々ね子こも反応ができなかった。気づいたときには、玖印が引っ張るままに真夜の手は導みちびかれており──

「わかりやすく──身体からだで♪」

「ほらあ！　こういうことになると思ったんですよぉ！」

　音々子が叫び、悔しそうに歯は嚙がみする。

「むしろこっちを警戒してたんです！　なのに、なのに……っ」

　慌てて玖印の身体を押し、遠ざけようとする音々子。

　抵抗するのは音々子だけではない。当人である真夜も同様に腕を引きながら叫ぶ。

「離せ！　嫁の前でなんてことをさせる気だ！」

「えー、おにーさん、あたしにそれを言わせたいの？　そういうのも……嫌いじゃないよ」

「お願いだから、頰ほおを染めないでくれますかね!?」

「むぅ～、はーなーしーなーさーいー！」

　頰を膨らませて玖印を睨にらむ音々子の視線が、毎秒険しくなっていく。

　だが万が一、彼女が本気を出してしまえば、生身の人間など一瞬で肉塊だ。ゆえに真夜は、ならばまだ自分の方が、と振りほどく力を強め、

「あっ、おにーさん。そんなに強くしたら、壊れちゃうよ……っ」

「主語を言え、主語を！　手な!?　手のことだろ!?」

　切ない声を上げる玖印に、思わず力を緩ゆるめてしまう。

　玖印の手は、まさに幼女そのもの。音々子よりもさらに小さくぷにぷにした指は、たしかに人外相手でなくとも、力加減を誤ればすぐに折れてしまいそうだ。

　加減はしていたが、それでも痛がられるとさすがに真夜も続けられず、結果として徐々に真夜の手は玖印の胸元へと引き寄せられてしまう。

「ほーら、おにーさん。さわっちゃうよー。くふ、恋人の前で、公衆の面前で、幼女のおっぱいにタッチしちゃうよー」

「やめろ！　マジでシャレになってないからやめろ！」

　夫婦関係的にも社会的にも、一瞬で殺しかねない技を平然と放ってくる玖印に戦せん慄りつする。

　……こいつ、ただのロリ痴ち女じよじゃない！　プロのロリ痴女だ……！

「いったい、なにが目的なんだ……!?　金か!?　触らせてから高額な請求でもする気か!?」

「やだなー、おにーさん。あたし幼女だよ？　そんなことしないってー」

　焦る真夜を見て、ニマニマとひたすら楽しそうに玖印は笑い──言った。




「あたしは、ただおにーさんの困ってる顔が見たいだけだよっ。そういう顔をされたら、ゾクゾクしちゃって、なにもかもを忘れられそうになるんだぁ……♪」




「質たち悪わるっ!?」

　……この歳としでドＳとか、将来有望すぎるだろ……!?

　叫ぶ真しん夜やの手をさらに引き寄せ、玖く印いんが幼女らしからぬ妙に色っぽい吐息を吐く。

「あぁ……やっぱりおにーさんはいいね。その困った顔、焦った顔、もっと──」

「──そこまでです」

　抗あらがえぬ真夜の手が、玖印に触れる──瞬間だった。凜りんとした声が、静かに響き渡った。

　制止をかけたのは音ね々ね子こ。だがその声は先程までの焦ったものではなく、なにかを悟ったようなひたすら静かで冷徹なものだった。

　……あ、これ音々子キレた。

　彼女の静かなる威圧感に、さすがの玖印も気け圧おされたのか手の力が緩ゆるみ、その隙すきを逃さず音々子が真夜を腕を解放する。そして、淡々と告げた。

「これ以上の真夜さんへの狼ろう藉ぜきは、敵対とみなします。わたしは幼子でも容赦しませんよ」

「……おにーさんに怒って反撃して欲しかったのに、おねーさんが早かったかぁ。ちょっと残念だよ」

「なにを訳のわからないことを。だいたいですね──」

　と、音々子は真夜の手を優しく取り、癒いやすように上書きするように──

「真夜さんは大きな胸が好きなんです！　わたしの胸が最高だと言ってくれたんです！」

　むにゅり、と自らのおっぱいに押し当てた。

「音々子!?　おまえキレたんじゃなくて、実は錯乱してるんだな!?」

「いやですねぇ、真夜さん。わたしは正気も正気ですよ。ほら、見てください。真夜さんったら戸惑いながらも……んっ、指が……ぁ……すぐに揉もみ出したでしょう……んぅっ」

「仕方ないだろ!?」

　服の上からでもわかる、たっぷりとした量感。身体からだは小柄なのに、そこだけは手にまったく収まることのないワガママなサイズ。

　なにより、力をこめずとも指の沈み込むふわふわのやわらかさに、反してしっかりとした弾力。マシュマロ？　水風船？　そんなものでは言い表せない至高の手触り。

　ああ、その通りだ。音々子の胸は──最高だ。

「ホントだ……おにーさんの顔がすっごくだらしなくなってる……」

「でしょう？　わかったら、素直に負けを認め、真夜さんをからかうのはこれきりにしてください。次は本気で怒りますからね」

　……いやもう、本気で怒ってる……！　ってかキレて錯乱してる……！

　しかし、そう真夜がツッコむよりも、玖印が首傾かしげ付きで手を打つ方が早かった。

「もしかして……音々子おねーさんをからかうのって面白い？」

　気づいた玖く印いんの行動は素早かった。音ね々ね子この胸を揉もむ真しん夜やの腕に絡みつくと、ぶら下がるようにして真夜の身体からだに自らの身体を押し当てだしたのだ。

「くふ、ほーらおねーさん？　あたし、警告を無視しておにーさんをからかってるよー。どうするのかなー？」

　もはや誘惑ですらなく、からかいだと明言して玖印が目を細めてニマニマ笑う。

　その顔はまさしく人を化かす狐きつね。常人ならば、化かされていいように扱われてしまうだろう。──しかし、

「──玖印、そこまでだ」

「あれ？」

　真夜は、戸惑いもなくあっさりと玖印を引きはがした。

「ど、どーしたのおにーさん！　さっきまであんなに焦ってたのに!?」

「ああ、たしかに自分から触れさせられるような構図は、音々子への愛もあって拒んだ」

　だが、

「突然抱きつかれて、身体をすりつけられるのには慣れてるんでな……！　それも貧乳相手ならなおさらだ……！」

「なにそのピンポイントな経験!?」

　驚きよう愕がくに目を見開いて叫ぶ玖印を、真夜は「だから」と見下ろす。

「逆に、それなら戸惑うにも値しない。残念だったな、玖印」

　淡々と自らの策を否定された玖印は、しかし、ぶるっと一瞬身を震わせる。

「ん……っ、その小馬鹿にしたような冷たい視線。そうだよ、それがいいんだよ……！」

　その声は恍こう惚こつに満ちており、明らかに応こたえた様子はない。

　しかし真夜の目もく論ろ見み通り、熱い息を吐く玖印はするりと真夜の身体から離れる。

「ふぅ……さすがはおにーさんだよ。こんなにあたしを満足させてくれるなんて、やっぱり大当たり……！」

　その意味を測りかねる真夜と音々子に、玖印は何度も頷うなずくとシュタッと手を立てた。

「じゃあ、満足したから帰るね」

「「……はい？」」

「じゃーねー！」

　あまりにもあっさりとした態度の変化に戸惑う二人を残し、玖印が走り去っていく。

　戻ってくる気配など微み塵じんもない気き紛まぐれな幼女様を見送りながら、真夜は呟つぶやいた。

「これさ……むしろ、玖印の目論見通りに踊らされてたんじゃないかな、俺たち」

「……わたしも、そんな気がします」

　どちらからともなく重いため息を吐つく。

「……なんかドッと疲れた。妙な子に目をつけられちまったな」

「本当ですよぉ……気が気じゃありませんでした」

　まったく、と音々子は遠目に見える玖印を眺め、またため息を吐く。

「あの子、本当になにがしたかったんでしょう……」

「言葉通りなんじゃないか？」

　話しつつ、音ね々ね子こを促うながして玖く印いんを追うように歩き出す。

　ようやく逃れたのに、関かかわりたいわけではない。ただ帰り道が同じ方向なのだ。

　パタパタと結構な勢いで走る玖印は、それでも足の長さから速度はでていない。真しん夜やたちが歩く速度とほぼ等速で進む幼女を見ながら、真夜は続ける。

「言葉通り、俺をからかう──困らせることが目的で、音々子が心配するような〝好き〟とかそういうんじゃないと思うぞ」

「たしかに、結ゆ愛あさんやロコのそれとは違う、というのはわたしでもわかりますが……」

　と、音々子が疲れた半眼で真夜を見上げた。

「それはそれで、非常に質たちが悪くないですか？」

「ごもっとも」

　結愛やロコとは違う方向性で、玖印の質が──むしろよっぽど上回って悪いのは事実だ。

　しかし、と真夜は玖印の後ろ姿を、楽しそうに両手を広げて走る背を見て思う。

　恋愛感情なんてものとは別に、ああも無邪気に──音々子のそれとも違う、完全な子供としての無邪気さで絡んでこられると、

　……少し、楽しくもあるんだよなあ。

　決してエロ方面ではないので、たぶん父性というやつだろう。

　……こんなことを言ったら、音々子にはまた頰ほおをつつかれるかもしれないけど。

　などと苦笑していると、玖印が道を折れた。

　このまま大通りを進む真夜たちとは、そこが分かれ道になるのだろう。

　そう思いながら姿を消した玖印を見送った──瞬間。

　──轟ごう音おんが、辺り一帯を揺るがした。

　車の衝突音などよりよほど大きく、聞くだけで絶望を感じ取るほどの荒々しい音の群れ。

　重量物が崩れぶつかり合う轟音に、真夜は反射的に身をかがめ周囲に視線を巡らせる。

「なんだ……!?」

　反響する音は、しかし音源としては真夜の進行方向から聞こえてきた。

　証明として、一拍遅れて正面から粉ふん塵じんが迫る。上と横に塵ちりの壁を作って押し寄せる中心地は、たしかに進行方向で──いや、わずかに逸それている。

「真夜さん、あちらは……」

「──玖印が、曲がっていった方向だ」

　視線を交わすまでもなかった。

　ようやく響き始めた悲鳴を背に、二人は粉塵をかき分け──走り出した。







　真夜は、戦場さながらに崩れ落ちた建物を見た。

　表通りから数本入った、寂れた地区だ。

　昨今の不況で空きビルばかりが目立つ旧ビジネス街は、真しん夜やたちが到着する頃には粉ふん塵じんも薄くなっていた。

　瓦が礫れきで埋まった道路、基部から崩れ原形を失っている複数のビル。それらを見て真夜は、

「……ビルが倒壊したのか？」

　密集地区だ。一棟が崩れれば、周りの建物も巻き込むことは容易に想像できる。

　現に今も、どこかが崩れているのか時折鈍い破砕音が響いてくる。だが、

「──いえ、ただの倒壊ではありません」

　足下の瓦礫に触れた音ね々ね子こが、首を横に振った。

「魔力の痕こん跡せきが、瓦礫に染みついています」

「魔力……？」

　そういえば、と真夜は思う。

　すっかり失念していたが、現実として魔法があるのなら、だいたいにおいてセットとして登場する魔力もあるはずだ。

　そして現実の魔法が、物語フイクシヨンとは僅わずかに意味が異なるように。魔力も相当する意味があるはずだ──その考えは正しく、音々子が頷うなずいた。

「魔力は、いわば純粋なエネルギーです。この世全すべてを構成する、原初のエネルギーとでも言いましょうか」

　その単語に、真夜は覚えがあった。

「《原初の輪アンノウン》で変換するアレか？　充当してるっていう」

「です。《原初の輪》に限らず、ですが。魔法発動に伴う転換現象──いわゆる『しわ寄せ』で移動しているとされるエネルギー──ゆえに魔力なんです」

「その魔力の痕跡が、ここに残ってるってことは……」

　一般人上がりの真夜でも、その事実が示す意味は容易にわかる。

「この破壊は、魔法でやったってことか……？」

　言葉と同時だった。沈み掛けの陽ひが落ち、周囲が一気に暗くなった。

　照度計を備えた街灯が灯ともるまで一瞬。だがその僅かな時間で、真夜は音を聞いた。

　瓦礫の倒壊音が近づいてくる──いや、それは足音だ。

　一歩で瓦礫を圧壊させ、地響きを起こす超質量の踏みしめが、足を止めた。

　瞬間、街灯が灯ともり──その姿が露あらわになる。

「──っ」

　瓦礫の山の頂に、巨大な影が君臨していた。

　逆光に影を落とす巨体は、四つ足と幾本にも別れた太い尾、鋭く細身の身体からだを持っていた。

　獣だ。だが、獣毛に覆われたその大きさは、真夜の知るどの動物よりも遥はるかに大きい。

　その巨獣の影に、脳裏をよぎるのはクラスメイトの噂うわさ話ばなし。

　……こいつが、噂になってる巨大な獣ってやつか。

　噂うわさでは、いくつもの破壊跡で目撃されているらしい。それこそ、冷れい香かとの魔法戦闘すら、巨獣の仕業だとされるほどに。

　ならば、このビル倒壊も巨獣の仕業と見るべきだろう。そして、この場には魔力の痕こん跡せきが残っている。それらが導みちびく結論は一つだ。

　……この巨獣が、魔法で造られた存在だってのか……っ。

　そして真しん夜やは、魔法で形作られた生物が、なんと呼ばれるか知っている。

「巨獣の────魔導機書レトヴイワール」

　真夜が睨にらむ先、しかし魔導機書と目される巨獣は動かない。

　一段高い頂に立ち、自らの破壊痕を睥へい睨げいした巨獣は、満足そうに喉のどを反らして咆ほう哮こうをあげる。それは音にならず、だがなにかを吐き出すように無音で吠ほえた巨獣は身体からだを縮め、

「──消える……!?」

　巨獣が端から金の光となって、その姿を不確かにしていく。

　それは数秒もない、僅わずか。真夜たちの見つめる先で巨獣は輪郭を失い──その巨体を、闇やみに消した。

　あとに残されたのは、瓦が礫れきの山と僅かな粉ふん塵じん、そして、

「……なんだったんだ、あれは」

「……わかりません」

　音ね々ね子こが、反射的に呼び出したらしき黒球アンノウンを瓦礫に無駄撃ちすることで消して言う。

「魔導機書……だとは思いますが、あんな巨体は、わたしも識しりません」

「音々子が識らない……もっと現代寄りの魔法技術ってことか」

　そう、真夜が呟つぶやいたときだった。

「──あれ？　なんで真夜おにーさんがいるの？　もしかして追いかけてきてた？」

　不思議そうな幼い声が、瓦礫の向こうから聞こえてきた。

　慌てて振り返った先にいるのは、想像通り狐きつね耳みみの幼女──玖く印いん。

　彼女は妙に疲れた様子ではあるものの、怪け我がをしているようには見えず、

「よかった……！　巻き込まれてなかったんだな」

「巻き込まれ…………って、あー……そういうこと」

　瓦礫を乗り越えて近づこうとしていた玖印が、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で足を止めた。

　その玖印にしては珍しい表情に、真夜が疑問を覚えたのも一瞬。玖印が慌てた様子で背を向けた。

「あたしは大丈夫だよ。おにーさんたちも早くここから離れた方がいいんじゃない？」

　たしかに倒壊はまだ続いており、下手に近づけば巻き込まれるだろう。だが、

「玖印はどうするんだ。大通りに戻るなら、俺たちと一緒に──」

「残念。あたしの家は、逆方向なんだよ。それに、一人でも平気だよ」

　小さな指が示すのは住宅街の反対、街外れの方角。

　だから、と玖印は背を向けたまま身軽に瓦礫の山から飛び降り、

「じゃーねー。できればまた遊んでくれると嬉うれしいな──結構、切実に」

　戯おどけるような言葉を残し──慌ただしく路地の奥へと姿を消した。





　　　　◆






「やっちゃったー……」

　玖く印いんは、頭を抱えながら寝床へ倒れ込んだ。

　家……とすら呼べない、橋下の忘れ去られた廃事務所かくれがだ。電気もなく、ぼんやりと差す月明かりの下で、玖印はかき集めてきた段ボールの寝床をごろごろ転がる。

「絶対見られちゃったよね……!?　バレたかなあ……一般人ならバレはしないだろうけ──っつぁっ!?」

　全身を走り抜けた痛みに、思わず悲鳴がもれてしまう。

　激痛は波のように何度となく襲いかかり、玖印の身体からだが痙けい攣れんを繰り返す。

　大声を上げても、誰かに見つかる心配はない。そういう場所を選んで隠れ家にしたのだ。

　しかしそれでも、胎児のように丸くなり声を抑え、襲い来る痛みを堪こらえる。

　間隔が短くなっているのは感じていた。だが、昨日今日の二日間──

「おにーさんをからかってる間は、ずいぶんマシだったのになぁ」

　からかっていじめている間は、多少なりとも気が紛まぎれる。痛みも忘れられる。そして、

「おにーさんにいじめ返されたら……くふ♪」

　時折見せる、自分たち以外の人を人とも思ってない、冷たい視線。ただの呆あきれではない、なに一つ他者に期待していない──そう思わせる黒く濁った瞳ひとみ。

　……アレに見つめられると、ゾクゾクするんだよ……！

　実際、この短くなっている間隔ならば、二日間で四回は痛みに耐えかねて意識を手放していたはずだ。それが気を抜いた瞬間の不意打ち──ビル街での一回に抑えられている。

　だからこそ、と玖印は思う。

　邪険にされても、たとえ気づかれるリスクを背負っても、真しん夜やとは定期的に遊びたい。

　いわば対症療法だ。症状を軽減するためには、真夜くすりから離れるわけにはいかない。

「まあ、それで自重できるかっていうのとは別問題なんだけど」

　性格的なものだ。仕方ない。だが、それでも耐えて、意識を繫つなぎ止めて──

「……もうこれ以上、暴走するわけにはいかないんだよ」

　闇やみの中、玖印は呟つぶやく。

　抑え込まなければ、逃げ出した意味がない。

　自分はこれ以上誰も──妹たちを傷つけないために、逃げ出したのだから。

「あたしは──おねーちゃんなんだから」

　この選択は妹たちのために……そう信じながら、玖印は治まってきた苦痛に、熱い息を吐く。

　……これなら、寝ちゃっても大丈夫かな。

　そうして玖く印いんが瞼まぶたの裏に見るのは、こうなった日のこと。

　この生活が──逃亡生活が始まったきっかけ。二ヶ月ほど前の、ある日のこと。







　その男はある日突然、マスターの前に姿を現した。

　結界に封印され、隔離されていた玖印に二人の話はほとんど聞こえなかった。

　しかし、最後にマスターが首を振って拒絶するのは、はっきりと見ることができた。

　それを受けて、男は肩をすくめると現れたときと同じように消え去ろうとし……だが、隔離された自分に目を留めた。

「──これはこれは、面白いものを造り上げたものだ。少し見させてもらっても？」

　マスターが背を向けたまま頷うなずく。その無関心さに男は再度肩をすくめ、近づいてきた。

　大柄な男だった。着崩したスーツに色メガネサングラス、粗野な見た目ながらも紳士的な振る舞いという矛盾した男は、隔離結界越しに玖印と視線を合わせた。

「声は通って……理解できているかね？」

「……聞こえてるよ」

「ほう、人語の理解、発声も可能ときた。一代の独力でここまで造り上げたのならば、なるほど、今更古典を求めないのも道理と言えよう」

　男は自分で呟つぶやき納得し──三日月のように口端を吊つり上げた。

「──キミは、どうしたいかね」

「あたしが……なに？」

「キミの主には問うた。今度はキミに問おう」

　ちらりと横目にマスターを見やるが、彼は相変わらずこちらを向きすらしない。会話するもしないも、勝手にしろということだろう。

　しかし、得体の知れない男の話など、玖印には聞く必要もない。

　ゆえに尻尾しつぽを抱いて再び眠りにつこうとし──だが、

「自らが破棄されるか──暴走し妹たちを死なせるか。キミは、どちらを選ぶ」

「──っ!?」

　続けられた言葉は、マスターから聞かされ自分でも幾度となく考えた選択肢。

　余人には知るはずもない、玖印が隔離されている理由に他ならなかった。

　男はどのように知ったのか……などと考えるよりも先に、玖印の口は動いていた。

「……どっちも選べない」

「よろしい。ならば、次の選択だ」

　男が笑う。選択の理由を追及することなく、心底おかしそうに口元を歪ゆがめて嗤わらう。

「どちらも拒むのならば、原因を取り除かねばなるまい。──原因の除去に応じるか、応じないか」

　そう。この選択だ。

　この男が提示した選択程度、当事者である玖く印いんが考えつくしていないはずもない。

　原因を取り除く？　簡単に言ってくれる。

　応じなければ現状が変わることはなく、だが応じたところで、

　……今度は取り除くために──妹たちが消費される。

　成功したところで、妹たちが無事に済むとは思えない。除去の方法は、そういうものなのだ。当然、失敗は玖印の死を意味し──妹たちは無駄死となる。

　そして、成否は──まったく読めない。

　妹たちもマスターも、可能だという。成功する、ではなく。

　そんな妹たちの命を賭かけた選択、選べるわけがなかった。

「ふむ……選べない、か」

　沈黙する玖印の答えを読んだ男が呟つぶやく。そして、

「ならば──第三の選択肢を与えよう」

「……第三？」

「──キミを、ここから出してあげよう」

　次の瞬間、内外からの干渉を全すべて阻む隔離結界が、薄ガラスであるかのように易やす々やすと砕け散った。周囲の空気が温ぬくもりを取り戻し、外部と隔てられた隔離空間が消滅する。

「妹たちをキミの治療で死なせたくないのならば、キミがいなくなればいい。違うかね？」

　道理だ。玖印がここからいなくなれば、消費されることもない。

　そして、彼女を拘束していた隔離結界も、

「もはや阻むものはなにもない。キミの願うままに、思うがままに行動するといい」

　それは悪魔の囁ささやきにも似て、玖印の思考を急速に蝕むしばんでいく。

　……そうだ。妹たちの無事を願うのなら──。




　そうして、その日。

　玖印は、マスターからも妹たちからも──〝逃げる〟という選択肢を選んだ。

　これが妹たちを守る選択になるのだと……そう信じながら。







　微睡まどろみの中、玖印は思う。

　あの男はいったい何者だったのだろうか──と。

　いとも容易たやすくマスターの張った隔離結界を破壊し……いや、そもそも〝視みた〟だけで玖印の内包する危険性を把握した、得体の知れないあの男。

　マスターと話していたときに漏れ聞こえた会話で、彼はたしかこう呼ばれていた──





　　　　◆






「ようやく見つけたわ────司書」

　冷れい香かは、不機嫌さを隠すこともなく、そこへと乗り込んだ。

　深夜の私立エンフィールド図書館──図書館公園の中核を成す図書館、その館長室だ。

　簡素な事務机と椅い子す、来客用ソファーという、いかにもな部屋で書き物をしていた大柄な男──司書は、突然の来客にも驚いた様子はなく、静かに顔を上げた。

「おや、キミの方から訪ねてくるとは。これは珍しいこともあるものだ」

「あんた、館長のくせに司書とか名乗ってんじゃないわよ、ややこしいわね……っ」

　司書の軽口に答えることなく、冷香はドサリとソファーに腰を落とす。

「どこを探しても見つからないと思ったら、灯台もと暗しってやつね」

「この図書館は私の持ち物だ。それはキミも知っていたはずだが？」

「だからこそ、安直に館長室にいるなんて思わなかったのよ」

　冷香は吐き捨てる。

　司書──こいつについて、冷香が知っていることはあまりにも少ない。

　正体不明。本名も年齢も出身も、なにもかもが不明。わかっていることといえば、司書という通り名と、この図書館を所有しているということくらいだ。

　ならば、と役人を騙だまして申請書類を見たこともあったが、偽造と偽装ばかりでなに一つ有益な情報は得られなかった。

　……隠いん蔽ぺいは魔法使いの十八番おはことはいえ、こいつはちょっとやりすぎなのよ。

　だが、魔法使いとしての側面で見るならば、もう少しだけわかっていることもある。

　彼の活動範囲は広く、魔法使い間のネットワークでも度々話題に上るからだ。

　繫つながりの薄い冷香ですら噂うわさ話ばなしが聞こえてくるのだから、その手広さは相当だろう。

　それらを統合し、浮かび上がってくる事実。それは、

　──〝導みちびくだけ導いて、姿を消す謎なぞの人物〟、すなわち〝正体不明〟だ。

　しかし、その結論を通して見えてくるのは、一定の信用だ。

　それはもたらす情報の確度であり、あるいは彼の脅威度であり、唐突に現れ消えるということであり──その正体不明さも、ある意味で確実なものとして信用されている。

〝信用できないということを信用している〟──それが魔法使いたちの共通見解だ。

　ゆえにこそ、話題に上ることはあれど、司書に直接的な調査や攻撃を行おうという者はほとんどいない。事情通なだけの外モ野ブにかまっている余裕など、魔法使いの誰にもない。

　……アタシも、ね。

　冷香も、そう思っていた。時折ふらりと現れては冷香の知らぬ情報をあっさりと渡し、攻撃しても難無くすり抜けていく正体不明の憎らしい相手だ──と、その程度に。

　……だけど、その行動がアタシの邪魔になるってのなら、話は別よ。

　これまで、司書は情報を伝えるだけ──その方向性がどれだけ恣し意い性せいに富んでいようと、ただ渡すだけの無害な存在と判断されていた。だからこそ放置していた。──だが、

　それが事態の中心となるのならば──司書は冷れい香かにとって、明確な敵だ。

　ゆえに、冷香は問いかける。

「単刀直入に言うわ。──あんた、玖く印いんって魔導機書レトヴイワールをこの街に呼び寄せたでしょう」

　──ブラフだ。

　玖印が魔導機書であるという確信は、冷香にはまだ得られていない。当然ながら司書が手引きしたという証拠もない。

　その鎌かま掛かけに、司書は顔色一つ変えることなく──いや、むしろ笑いを深める。

「ノー、と答えてキミは納得するのかね？」

「そう言うだろうと思ったわ」

　冷香は内心で舌打ちする。

〝信用できないということを信用している〟

　──すなわち、問いかけに意味はない。

　黒幕がバカ正直に手の内を見せるわけがないのだから。イエスと答えてもノーと答えても、その答えそのものが信用できない。

　しかし、確度を高める方法がないわけでもない。

「──もうだいぶ冷えるようになってきたわね」

　不意の話題転換。冷香は言葉を続けながら、にこりと笑い、

「こんな殺風景なコンクリむき出しの建物──凍りつくわよ？」

　途端、館長室が氷の中に落とし込まれた。

　椅い子すも机も床も壁も、全すべてが芯しんまで凍いてつき氷の彫像と化す。

　以前に司書が冷香の自宅へ不法侵入してきた際に放った魔法だ。

　それが今回は館長室を──いや、

「図書館丸ごと、氷漬けにしたわ。正体不明のあんたが唯一固執する図書館──地下に『禁書庫』なんてものまで造ってるここが、アタシの指先一つで崩れ去るわよ」

「やれやれ……いくらかかっているか、知っているのかね？　私はキミのようなお金持ちではないと言っているだろうに」

「ならさっさとまともな返事をよこすのね」

「なるほど。これでは、真実を答えるしかあるまい」

　諦あきらめたように、だがニヤニヤとした薄笑いを崩すことなく、司書が告げる。

「──計画を一手進めさせてもらった」

「計画、ですって……？」

「そうとも。盤面を進めたのだ。面白くなるように、と」

　そして冷香が詳細を訊たずねるよりも早く、司書が続けた。

「キミは玖印という魔導機書について訊ねたが、それは見当違いだ」

「なによ。玖印に関しては、あんたは関係ないって言うの？」

「そうではない。真に気をつけるべきは彼女ではなく──キミだよ」

「……アタシ？」

「後始末と言う方が正しいだろう。いずれにせよ、発端はキミだ。玖く印いんくんではない」

「……あんた、まだ自分の立場がわかってないようね。はっきり答えないと──」

「図書館が崩れ去る、かね？　──どうやって？」

　司書が、手の甲を机に当てた。

　まるでノックでもするような軽い動きは──だが、即座にその意味を明らかにする。

「なっ──!?」

　机が──否いな、館長室全域がうねった。

　実際に部屋が揺れているわけではない。冷れい香かの張った氷結結界が、波のように消滅していくことによって見える錯覚に過ぎない。

　しかし、その意味は明白だ。

　……アタシの魔法は、その程度で解除できる児戯だってこと……!?

「楽しませてもらったよ。効果も、キミが来たことで確信できた」

「司書、あんた……っ」

「それでは、良い夜を。うら若き乙女があまり夜遅くに出歩くものではないよ」

　途端、瞬まばたきの間すらも挟まず、司書の姿が消きえ失うせた。

　あとに残るのは、憎々しげに椅い子すを睨にらむ冷香と、

『そうそう、できれば施錠して帰ってもらえると、防犯的に助かるのだがね』

　そんな、不法侵入者れいかを小馬鹿にするような声だけだった。

「あいつ……っ、いつもいつもどうやって魔法を発動させてるのよ！」

　ガンッ!!　とスチール机を蹴け飛とばした音がむなしく響き渡る館長室をあとにしながら、冷香は眉まゆをひそめる。

　司書は警告を残していった。司書自身が行ったことではなく──冷香に、だ。

「どうしてアタシが……あくどいことはだいたい全部、あんたのせいでしょうに」





　　　　◆






「もう！　真しん夜やさんのせいなんですからね！」

　結ゆ愛あは、珍しく音ね々ね子こがぷんすか怒っているのを見た。

　日曜日の昼過ぎ、二階の自室から水を飲みに降りてきたときのことだ。

「え、なに？　お兄ちゃん、なにやらかしたの？」

「いやー……それが……」

　と微妙な顔で目をそらす兄を追いかけていると、顔を真っ赤にした音々子が小さな拳こぶしを振り上げて叫んだ。

「お昼からあんなキスをされては、もう離れられないじゃないですか!!　どうしてくれるんですか!!　これから、お夕飯のお買い物もあるんですよ!!」

「…………」

　なるほど、つまりこれはあれだ。

　……バカップルがこじらせてるだけかー。

　自分も兄とああいう会話がしてみたい。それ以前にキスもしてくれないのだが。

「お兄ちゃんは、妹ともキスすべきだと思うな」

「結ゆ愛あまでなに言ってんだ!?」

　ともあれ。結愛は水を飲んで一息つき、半眼で告げた。

「というかさ、どうせ音ね々ね子こさんはお兄ちゃんがいないと外に出れないんだから、別に離れられなくてもいいんじゃないの？」

「…………。………………言われてみればそうですね？」

　本気で気づいてなかったのか、きょとんと首を傾かしげる音々子。尻尾しつぽまで『あれ？』というようにくねっている。

　……色ボケっていうけど、お兄ちゃんも音々子さんも日に日におバカになっていってる気がするなぁ。

　まあ、それでも兄はカッコいいのだが。いずれ泥棒猫から取り戻すのだが。

「じゃあ一件落着したところで、私は部屋に戻るね。お買い物行くなら、ロコちゃんにアイス買ってきてあげて。またお腹なか空すかしてるみたいなの」

「あいつ、さっき業務用のデカイやつを空にしてなかったか……？」

「なんだかそれでも足りないんだって。すごいよね」

　よろしくー、と軽く手を振り、リビングのドアを閉める。

　──途端、結愛の全身からドッと汗が噴き出し、身体からだから力が抜けていく。

　……ヤバ……せめて、部屋までは戻らないと。

　ゆっくりと、不確かな足下の感触を確かめながら、一段ずつ階段を上っていく。

　そうしてたっぷり数分かけて部屋に戻った結愛の耳に、ちょうど外に出たらしき二人の声が聞こえてきた。

「それでは真しん夜やさん、行きましょうか。離しませんよ～！」

「ああ……っと、寒いだろ。もっとくっついていいぞ」

「ふふ、真夜さんったら。魔導機書わたしがこの程度で寒がるはずないと知ってますよね？」

「ばれたか。だったら直球で。──もっとくっつきたい」

「はいっ、わたしもです♪」

　そんなバカップル丸出しの会話が遠ざかっていくのを聞いて、結愛は訊たずねた。

「ロコちゃん、お兄ちゃんたち行った？」

「行った。もう見えない」

　応こたえたのは、窓から下を見下ろしていたロコ。

「ならよかったー……きっついなあ、もう……」

　彼女が窓を閉めるのを見て──結愛はドサリ、と力なくベッドに倒れ込んだ。

　倒れ込んだ結ゆ愛あに、ロコがそっと掛け布団を掛ける。

「シンヤに言わなくて、いい？」

「ダメだよ、言っちゃ。お兄ちゃん、私のことは過剰に心配しちゃうから。こんなの、ただの風邪だもん。いちいち大騒ぎしてたら身が持たないよ」

　大きくゆっくりと息を吐く結愛の額には、拭ぬぐっても後から後から玉のような汗がにじむ。

「気づかれないように気を張ってたけど……意外とどうにかなるもんだね」

「ん。シンヤもネネコも、そのままデートに行った」

　結愛はもう一度「よかった」と呟つぶやくと、ロコのふわふわとした髪をなでた。

「ごめんね、ロコちゃんも遊びたいだろうに、私の看病なんて……。お兄ちゃんにアイス頼んでおいたから、帰ってきたらいっぱい食べていいよ」

「？　アイスは食べるけど……ロコは看病してない」

「え、でも……」

　結愛が疑問に思い──同時、掛け布団がめくり上げられた。

　感じたのは冷たい空気。しかしすぐに温かな──ロコが、ひょいっとすべり込んできた。

　結愛に背を向け、後ろから抱きしめやすいように横に寝そべり、ロコが言う。

「ロコは、昼寝がしたいだけ。その間、結愛がなにをしててもロコは知らない」

「……あは、ロコちゃん暇さえあれば寝てるもんね」

「最近、眠たいから。……冬眠？」

「ウサギって冬眠したっけ……？　でも、ありがとね。お昼寝、しよっか」

　ロコの好意に甘え、細い身体からだをぎゅっと抱きしめて結愛は目を閉じる。

　温かくも若干ひんやりとしたロコの肌が、火照った身体に気持ちいい。

　ふわふわとした兎ウサ耳ミミと髪の毛も、そよ風のように頰ほおをくすぐって眠気を助長する。

　そうして眠りに落ちる刹せつ那な。結愛はもう一度呟いた。

「……お兄ちゃん、悪化してるって気づいてなかったらいいけど」





　　　　◆






「──とか思ってるんだろうけど、兄にはお見通しだ、アホ妹め！」

　真しん夜やは、音ね々ね子こと寄り添って歩きながら力説していた。

「俺が気づかないわけないだろうが。何年一緒に暮らしてると思ってるんだ」

　結愛の体調が日増しに悪化しているのは、とっくに気づいていた。

　だからこそ、この買い出しだ。

「結愛がなんと言おうと、勝手に看病グッズを揃そろえてやる。さりげなく看病してやるから、覚悟しやがれ……！　音々子も手伝ってくれよ？」

「ええ、もちろんです」

　音々子が頷うなずく。しかし、少しだけ拗すねたように真夜の指をいじり、

「でもこうしていると、真しん夜やさんにそれだけ心配されている結ゆ愛あさんが、少しだけ羨うらやましくなります。……もし、わたしが寝込んだら、真夜さんは看病してくれますか？」

「当然だ。そのときはつきっきりで、食事の世話から着替えまで、なんだってやってやる」

「……寝込んでるときに、エッチなことはダメですよ？」

「…………。……そもそも、魔導機書レトヴイワールって寝込むの？」

「あ、話を逸そらしましたね！　……まあ、普通の病気にかかることは、まずありませんが」

　などと話している最中だった。

　たたっと足音が聞こえたかと思うと、

「おーにーさーん!!　とうっ」

「ぐふっ!?」

　真夜の背後から腰に、強烈なタックルがぶち当てられた。

「……玖く印いん。またおまえか。どうやって見つけた」

「くふ、おにーさんの匂においは覚えたから。追跡なんて簡単だよ」

　……すごいな、最近の幼女。むしろ怖いな。

「ほう、真夜さんの匂いに目をつけるとは。玖印もなかなかお目が高いですね」

「そして音ね々ね子こは『匂いフェチの同志を見つけた……！』みたいな顔をしない」

「し、してませんよ!?　むしろわたしは独占したいので！」

　匂いを独占って、それはそれでどうなんだろうか。

　ともあれ、と真夜は腰にへばりついた玖印を引きはがす。

「あれから平気だったか？　ほら、ビルが崩れて……」

「ああ、平気平気。巻き込まれてもないから」

　おざなりに手を振った玖印が、しかしニマニマと笑って真夜の腕を絡め取ろうとする。

「さーて、今日はおにーさんを、どうからかおうか──あれ？」

　──しかしその手が、空を切った。

　真夜は伸ばされた玖印の手をかわし、腰を屈かがめて視線の高さを合わせる。

「悪いな、玖印。今日はかまってやれないんだ」

「あれ、お急ぎ？」

「ウチの妹が体調を崩してて、看病に使えそうなものを見繕いに行くところでな」

　とはいえ、正直なにが今の結愛に有効なのかわからないのだが。

　定番としてのスポーツドリンクやゼリー、おかゆの材料なんかを買おう……と音々子とは話していたのだが、できることはそれくらいだ。

　……あとは、なにがあってもいいように、できるだけ家にいてやることか。

　その点ではロコが側そばにいてくれるのが心強い。こうして買い物に出る時間も確保できる。

　などと搔かい摘つまんで玖印に話すと、彼女は目を伏せ、

「そっか、おにーさんも妹さんのために、なんだね」

「……玖印も、妹がいるのか？」

　その口ぶりに真しん夜やが訊たずねると、玖く印いんは頷うなずく。

「うん。すごくいっぱいいるよ。一人一人看病してたら時間も足りないし、破産しちゃいそうなくらい。…………もっとも、病気なのはおねーちゃんの方なんだけどね」

　後半を自じ嘲ちようするように、真夜たちにも聞こえないほど小さく呟つぶやいた玖印は、しかしすぐにいつものニマニマとした笑みで顔を上げた。

「それでおにーさんたちは、どんなものがいるかわからなくて困ってたんだ」

「ええ。とりあえずお店に行ってみて、いろいろ見てみようかと」

「原因がわかってないから下手に薬も飲ませられないんだよな。素直に病院に行けばいいものを。看病すら受け入れやがらないから……まったく、困った妹様だ」

　すると、真夜の話を聞いていた玖印が小さく手を上げた。

「それなら、周りを明るくしたらいいんじゃない？」

「周りを明るく？」

「ぴかー、ですか？」

　音ね々ね子こが小首を傾かしげながら、わーっと手を広げる。さながら謎なぞ光線でも出そうな感じで。

　……音々子さん、その仕草はあまりにもかわいすぎます……っ。

　真夜が悶もだえている中、しかし玖印が呆あきれも露あらわに否定する。

「音々子おねーさん、なにやってるの？　物理的に照らすんじゃないんだよ」

「え？　……あ、そ、そうですよね！　ええ、わかってましたとも！」

「あれあれ？　慌てちゃってどーしたの？　くふ、ぴかーってなにをしてたの？」

「な、なんでもありません！　ぴかーはぴかーです！」

　……なんだか若干、俺をからかう玖印の気持ちがわかってしまった気もする。

　ともあれ、恋人がいじめられているのを見過ごすわけにもいかない。

「こら、玖印。音々子をからかっていいのは俺だけだ。──それで、明るくって？」

「……おにーさん、冷静すぎてつまんない」

　唇を尖とがらせた玖印だったが、すぐに不満顔のまま真夜の質問に答えた。

「病は気からって言うでしょ？　周りが病人につられて暗いと、治るものも治らないんだよ。だから、せめて周りを明るく楽しくしたら、苦しくても気が紛まぎれるんじゃないかな」

「……玖印……あなた、まともなことも考えられるんですね」

「音々子おねーさん、何気にキツイんだよ……」

　……たしかに玖印の言にも一理ある。

　どうせなにをしようとしても、結ゆ愛あは受け入れてくれないのだ。なら、強制的に周りを明るくしてしまうのはありだろう。根本解決にはならないが、ないよりマシ程度で。

「あたしの経験則だから、おにーさんの妹さんにどうかはわからないけど」

「いや、行き詰まってたところだ。いいヒントになったよ」

「ほんと？　それじゃあ、おにーさん。ご褒美にあたしも買い物に連れてって？」

「……なるほど。やけに殊勝だと思ったら、そういう魂胆か」

　数分の我慢で、その後の長時間を得る。幼女と侮るなかれ、こいつは策士だ。

「まあ、玖く印いんのアイディアだしな。俺はいいぞ。音ね々ね子こは？」

「真しん夜やさんをからかわなければ、わたしもかまいませんよ」

「それじゃあ、けってーい！　早く行こっ！　あたしにお店の心当たりがあるんだよ！」

　玖印が先頭に立ち、今にも走り出しそうなステップで歩き出す。

　そんな玖印を追いかけながら真夜は苦笑し、ふと思ったことを隣の音々子に囁ささやく。

「まるで、子供ができたみたいだな」

「ふふ、玖印が娘ですか。……真夜さんは、子供が欲しいですか？」

「音々子が望むならそのうち、な。今はまだ、音々子とこうしてイチャついてたいから」

「ですね。わたしも、まだしばらくは真夜さんと二人がいいです。子供は、もっともっと愛を知ってからで」

　音々子と視線を交わし、そんな遠い未来のことを笑いあう。

　そうして音々子ばかりを見ていた真夜は気づかなかった。

　二人を先導する玖印が──ニヤリと小悪魔の笑みを浮かべていたことに。







　歩くことしばらく。辿たどり着いたのは、大型ディスカウントストア──食料品から薬から、靴にパーティグッズに、とにかくなんでも揃そろう店だった。












「ここならきっと、面白いものがいろいろあるんだよ」

「まあ、順当だな」

　この街でそういうものとなれば、ここ以外にはない。

　真しん夜やは頷うなずきながら自動ドアをくぐり……途端、玖く印いんが駆け出すのを見た。

「わーい！」

「あっ、こら玖印。店の中を走るな」

　しかし真夜の制止むなしく、玖印の姿はすぐに棚の森へと消えてしまう。

「……音ね々ね子こ。子育てって大変だな」

「真夜さん真夜さん！　大丈夫です、玖印を反面教師にして、わたしたちの子供はしっかり育てましょう！」

　気の早い話をしつつ、真夜は音々子と店内を見て回る。

　玖印？　知らん。ひょっこり現れるだろう。という、かなり投げやりな感じで。

「明るく、とはいうものの、どういうものがいいのでしょうか」

「音々子はなにがあったら気分が明るくなる？」

「真夜さんです。他にはなにもいりません」

「この子はまた……っ、かわいいことを言いやがって……っ」

「きゃ～っ♪」

　などと店内を半周ほどした二人が、もはや本題を忘れかけたところで、

「──くふ、姿が見えなくなって油断したこの隙すきを待ってたんだよ……！」

　そんな声と共に、横合いの通路から玖印が飛び出してきた。

「玖印……おまえ、いい加減に──」

　しろ、と言いかけて、真夜の言葉が止まった。

　原因は、玖印の服装。彼女は店に入ってきたときとは、服装が違っていた。

　赤を基調に、白のもこもこが縁にあしらわれたその服装。上半身はほぼチューブトップのような形で、異様に短いタイトスカートはこれまた赤。

　幼女らしいイカ腹や、棒のような手足を惜しげもなく晒さらした、その服装は──

「くふ、ヘソ出しミニスカサンタだよ……！　これならおにーさんも……ってあれぇ!?　なんでそんなゴミを見るような目で見るの!?　あっ、やっ、ゾクゾクきちゃう……！」

「はぁ……まったくわかってない。わかってないぞ、玖印」

　真夜は盛大にため息を吐ついて、首を振る。

　その瞳ひとみは玖印の言葉通り、北極もかくやという冷たさだ。

　……やれやれ。結ゆ愛あの看病グッズを探さないといけないのに。だからといって、前途ある幼女の勘違いを、このまま放ほうっておくわけにもいくまい。

「サンタ服、どこにあった。種類は？」

「み、店の奥。特設コーナーに、種類もいっぱい……試着室もあったんだよ」

「そうか。──音々子。お手本を見せてやれ」

「はい♪」

　笑顔で頷うなずいた音ね々ね子こを連れて店の奥へ向かう。

　そこにはたしかにクリスマスコーナーがあり、何通りものサンタ服の中から音々子が迷うことなく一着を選んで試着室に入った。

　そして、数分後。

「──お待たせしました、真しん夜やさん」

　戻ってきた音々子も、サンタ服だった。

　しかしそれは、きっちりとした長なが袖そでにロングのスカート、さらにはケープを羽織り、足下は元々穿はいていたタイツという、肌の露出を極力抑えた組み合わせだ。

　その正反対とも言える方向性に、玖く印いんが呆あきれたような息を吐いた。

「えー、音々子おねーさん露出少なすぎだよ。それじゃあ、おにーさんもがっかりするよ？」

「ふふ。いいえ、真夜さんがお好きなのは、こういう服装ですよ」

　音々子が正妻の余裕もたっぷりに微笑ほほえむ。

　……さすがは音々子。俺のことがよくわかってる。

　そして玖印の反応も予想通り。ゆえに真夜は音々子に続けてビシッと言い切る。

「違うぞ、玖印！　たしかに音々子のサンタ服は露出が少ない。だが、そこがいいんだ！」

「？　男の人は露出が多いと喜ぶんだよね？　だからあたしも、おにーさんに『喜びたいけど、恋人の前で幼女に喜ぶのは……っ』って困らせようと思ったんだけど」

「これだから子供は……」

「あっ、またその目……んぅっ……」

「いいか、玖印」

　ふるっと身体からだを震わせる玖印に、真夜は音々子の服装──その真の意味を告げる。




「どうせこの時期のサンタ服なんて家に帰れば脱がすんだから、普段は隠しておいた方がギャップでさらにエロいだろうが……!!」




「そ……その考えがあったかぁ……！」

　玖印が目を見開き、ぽんと手を打つ。

「目から鱗うろこだよ。露出だけじゃダメなんだね。くふ、おにーさんの話は勉強になるなぁ」

「うむ、そうだろう」

　だから、真夜が言いたいのはこの結論。

「……お願いだから、もう俺にエロティックな誘惑かけるのやめてくれない？　音々子に対する罪悪感がハンパないんです」

　土下座とまではいかないものの、きっちり腰を九〇度に曲げて幼女に頼み込む真夜。

　そんな弱り切った真夜の姿になにを思ったのか、玖印が含み笑いをもらす。

「くふ、くふふふ……おにーさんはしょーがないなー。そんなにいい顔見せられたら、あたしも満足するしかないんだよ……！」

　そう心底嬉うれしそうに言った玖く印いんは、一仕事終えたとばかりに額を拭ぬぐう真ま似ねをし、

「じゃあ、あたしは帰るね」

　先日と同じようにシュタッと手を上げ、くるりと踵きびすを返した。

　そのノルマをこなしたから帰る、的なあっさり具合に、真しん夜やはもしやと思う。

「……もしかしてだけど、おまえ、明るいものどうこう言ってここまで連れてきたのって」

「これがしたかっただけだよ？　散歩中に見つけて、おにーさん受けよさそうだなーって」

　だから、と玖印は真夜に背を向け──全速力で走り出した。

「じゃーねー、おにーさーん！　今日はこれで帰ってあげるよ。また声かけるねー！」

「今日だけかよ!?　ってかおい、そのサンタ服……！」

「あ、忘れてた。払っておいてー！　あと、明るくすれば、っていうのは本当だよー！」

「あ、そうなのか。それはありがと────俺持ち!?」

　叫ぶものの、あっという間に玖印の姿は見えなくなり……

「……店員さん、すみませんがさっきの子のサンタ服と……それから今この子が着てるサンタ服、お持ち帰りで」

「毎度ありがとうございます♪」

　──値段分は、音ね々ね子こを脱がして楽しもう。真夜は密ひそかにそう決意するのだった。

「も、もう真夜さんったら……。まだ聖夜には早い……あ、だから脱がすんですね♪」

　……訂正。筒抜けだった。






第三章　大切な人いもうと






　週が明けた月曜日。一段と強まった冷え込みに、関東に初雪が降るのではないかと騒ぎ立てるテレビを横目に見つつ、真しん夜やは制服の上着を羽織って訊たずねた。

「音ね々ね子こー、結ゆ愛あを見たか？　そろそろ時間がヤバイだろ」

「結愛さんですか？　いえ、今朝はまだ見てませんね。洗面所にも……いないようですー」

　台所で弁当の仕上げに余念のない音々子が、洗面所を覗のぞき込こんで答える。

　時計を見れば、すでにゆっくり歩いての登校はできなそうな時間だ。

　結愛は昨晩も体調が悪そうにしていたものの、

『学校には行く！　今や学校だけが、お兄ちゃんと過ごせる唯一の時間だもん！』

　と力説していたので、起きてくるはずなのだが。

「ロコ。あいつ、一回起きてたんだよな？」

「……むぐ？」

　真夜の呼びかけに、一足先に朝食を食べていたロコが頷うなずく。

「起きてた。でも、暖房が効くまで布団から出ない……って言い切ってた」

「完全無欠の二度寝コースじゃねえか……。悪い、ロコ。結愛を起こしてきてくれないか。俺も急いで食べないと遅刻しそうなんだ」

「ん。シンヤの頼みなら」

　ロコがトーストを──何気にもう五枚目になるトーストを無む理り矢や理り口へ突っ込み、頰ほおをぱんぱんにしながら二階へと向かう。

「あれじゃあウサギっていうより、ハムスターだな」

「健けん啖たんなのは作り手として嬉うれしいのですが、さすがにちょっと量が……」

　苦笑する音々子と共に、そんなロコを見送って真夜も食卓につく。

「それじゃあ、いただきます」

「はい。召し上がれ、ですっ♪」

　今までなら、遅刻間際になると朝食を抜くなんてザラだった。

　しかし、音々子が来てから──愛いとしい嫁が食事を作ってくれるようになってから、真夜の生活は一変した。

「どれだけ遅刻しそうでも、音々子の作った料理を残してなるものか……！」

「ふふ、真夜さんがそう言ってくださるおかげで、わたしも美お味いしいものを作らないと、って張り切れるんですよ」

「その頑張りは、ばっちり実を結んでるぞ。元々上手だったけど、今じゃもうプロ顔負けだ。三つ星……いや、十つ星ってところか。たっぷりと愛情の味がするしな」

「も、もう真夜さんったら褒めすぎですよぉ。そんなことを言われては、またお弁当にハートを描いちゃいますよ？」

「どんとこい！　クラスでも俺たちの愛を見せつけてやろうじゃないか！」

「えへへ……はいっ♪」

　などと話しながら朝食を取っていると、階段を降りる足音がし……

「……シンヤ、ユアが起きない」

　戻ってきたロコが、そんなことを言い出した。

「なんだ、あいつまだ布団にしがみついてるのか。俺だって、寝れるなら──」

「──シンヤ、違う」

　ロコが真しん夜やの言葉を遮る。

　小さく、ともすればテレビの音にかき消されそうな声は、しかし真夜の言葉を止めるのに十分過ぎる圧力があった。

　感情を軽視して造られた彼女が、それでも抑えきれぬ感情に──不安と恐怖に、声を震わせて絞り出す。

「ユアが起きない────反応が、ない」







　音ね々ね子こは、結ゆ愛あがただ眠っているのだと思った。

　ベッドに仰あお向むけに寝そべり、寒かったのか首元までしっかりと布団を掛け、遅刻も気にせず惰眠を貪むさぼっているのだ……そう、見えた。

　だが、その顔は蠟ろうのように青白く──まるで生気が感じられなかった。

「結愛……結愛!?　おい、起きろ！　目を開けろ！」

　ロコの言葉を聞くなり、音々子と共に駆け上がってきた真夜が、慌てた様子で結愛に駆け寄り頰ほおに手を当て──途端、はじかれたように手を離し呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「なんで……こんなに冷えて……」

　それだけで、音々子にも結愛の体調がどれほどのものか伝わってくる。しかし、

「どうして、ここまで急激に……？　たしかに若干の悪化は見られましたが、昨日の晩はここまでひどくありませんでしたよ？」

　そう思うのはロコも──今朝、最後まで結愛と一緒だったロコも同じようで、

「ロコが起きたときは……ユア、もっと温かかった。夜も、寒いから抱き合って寝てて、温かかったのに……」

　急激な体調の悪化。そのことに違和感を覚え、音々子は結愛を見る──魔導の側面から結愛を視て、診る。医者だろうと、人間には不可能な一種の裏技チート。だが、

「──っ」

　瞬間、その想定以上の容態に、音々子は顔を強こわ張ばらせた。

「音々子！　俺は救急車を呼ぶから、せめて──」

「──いいえ、真夜さん。救急車は必要ありません。結愛さんの容態は……人間のお医者さんに、どうにかできるものではありません」

「ネネコ……？」

　断定を伴う口調に、真しん夜やのみならずロコまでもが訝いぶかしげに音ね々ね子こを見やる。

「どういう……ことだ？」

「今、結ゆ愛あさんを調べみてみました。専門ではないので、せいぜい身体からだのどこが悪いのか、その程度の初期判断のつもりで。……ですが、悪いのはどこか、ではありませんでした」

　事態はもっと──深刻だった。

「言うなれば、全すべて。人間が生命活動を行う上での動力源ねんりよう──結愛さんの生命力が、尽きかけています」

　魔力が尽きた魔導機書レトヴイワールが動かなく──消えるように。生命力の尽きた人間は──

「結愛さんはこのままだと──衰弱して死に至ります」

　ガタンッ!!　という音は、真夜が膝ひざから崩れ落ちた音だった。

「……たしか、なのか？」

「生命力が尽きかけている。その一点に関しては、たしかです」

　だが本来、生命力というものは、そうそう減るものではない。

　日々の活動で目減りしても、睡眠や食事──一般的な人間の生活を行っていれば自然回復し、常にほぼ一定に保たれる。純粋な〝身体を生かすエネルギー〟、それが生命力だ。

　魔法使いや魔導機書でも、わざわざ視みようとしなければ魔力同様に見えないものだが……ここまで急激に減っていて、気づかないというのもおかしな話だ。

「おそらく徐々に減り続けていたのが、ついに限界を迎えたのでしょう。体調不良は、その前兆だったのかと」

　そう、音々子は説明を締めくくった。

　しかし、真夜は苦々しく眉まゆ根ねを寄せ、無言で結愛の手を握りしめるばかりだ。

　それも仕方のないことだろう、と音々子は思う。

　真夜と結愛の関係は、以前話してくれた。それからも事あるごとに聞いているし、普段の生活を見ていれば、どれほど真夜が結愛に気を配っているかわかるというものだ。

　そんな結愛が、突然、昏こん睡すい状態になり生命力が減っているのだと言われては……真夜の心情は音々子ですら容易に想像がつく。

　……だからこそ、真夜さんを支えるのはわたしの役目です。

　しかし、結愛を救おうにも、原因がわからない。今も霧散するように僅わずかずつ減り続けている結愛の生命力は、未いまだ推定される自然回復量を上回っている。

　僅かすぎて追い切れない生命力の行き先、これを特定しなければ──結愛は、死ぬ。

「ユア……」

　考え込む音々子の視界の端で、ロコがふらりと結愛に近づいた。彼女はベッドの脇、真夜の隣に膝をつくと、認められないと駄だ々だをこねるように結愛の身体を揺すり始める。

「ユア……起きて。ユアのご飯とらない。たくさん着せ替えさせられても、嫌がらない。夜はロコからぎゅってするから……起きて……」

「ロコ……」

　いつものロコからは考えられないほど悲痛な声に、音ね々ね子この胸まで苦しくなってくる。

　最近のロコは、結ゆ愛あととくに仲がよかった。だからこそ、真しん夜やと同じように悲しげな声を上げる理由も理解でき──瞬間、音々子は叫んでいた。

「ロコ！　今すぐ結愛さんから離れてください！」

「ネネコ……？」

「結愛さんから手を離して、できるだけ離れてください」

「…………わかった」

　音々子の緊迫した声に、ロコもなにかを感じ取ったのだろう。

　素早く結愛から手を離すと、ベッドと対角になる部屋の隅へと移動する。

「音々子……ロコがどうしたんだ」

「どうしたもこうしたもありません」

　音々子は自然と険しくなる視線でロコを睨にらむ。

　そして視みたことを──ロコの接触、さらに移動に伴い変化した力の流れを告げた。

「──ロコ。あなたが、結愛さんから生命力いのちを奪っていたんですね」







　真夜は、怯おびえた声を聞いた。

「……ぇ……違、う。ロコは、そんなこと……」

「ではどうして、ロコが結愛さんに触れた途端、ごっそりと結愛さんから生命力がロコに流れ込んだんですか？　それも、わざわざ魔力に変換して」

　そして、と音々子が視線をロコと結愛に往復させる。

「今まで気づけなかった理由もわかりました。ロコが結愛さんに近づくほど生命力の吸収量が増え、距離に反比例して減る。これでは気づきようがありません」

　その音々子の説明に、真夜は思い出す。

　結愛は、毎晩のようにロコを抱きしめて寝ているのだ、と楽しそうに語っていた。抱きしめて──つまりは、これ以上ないほどに密着して。

　同じことは音々子も思ったのだろう。真夜に頷うなずきを見せる。

「日常から微量に、夜間に大量に吸収。自然回復も追いつかず、体調に影響が出て──生命活動に支障がでるほどになったのが、今朝ということなのでしょう」

　音々子が厳しく険しく、丸い瞳ひとみを尖とがらせてロコを糾弾する。

「ロコ、なにか申し開きはありますか」

「知ら、ない……。ロコは、なにも……」

　ふるふると身体からだを震わせ、兎ウサ耳ミミを垂らし、まさに怯えたウサギそのものの仕草でロコが首を振る。その顔は感情表現に乏しいロコをして蒼そう白はくで、恐怖が色濃く浮き出ていた。

「知らないはずはないでしょう！　現に──」

「──いや、音ね々ね子こ。ちょっと待て」

　真しん夜やは思わず音々子を制していた。

　結ゆ愛あが起きないと告げたときのロコ、そして先程まで自分の横で結愛にすがりついていたロコ。そのどちらも真に迫っており、真夜には……とても演技とは思えなかった。

「俺のことを仮マスターだと言ってたな、ロコ。マスターに噓うそをつけない、とも」

「……言った」

「なら訊きかせてくれ。これは──結愛のこの状態は、ロコの意志か？」

「違う。こんなこと、絶対にしない」

　迷いも躊躇ためらいもない、即答だった。その真まっ直すぐに真夜を見つめる青の瞳ひとみに、白くなるほど握りしめられた拳こぶしに、結愛を案じ縋すがり付ついていた彼女の声に、真夜は確信した。

「音々子、ロコじゃない。いや、生命力を吸っていたのはロコなのかもしれないが、ロコは犯人じゃない」

「でしたら、いったい……。──っ、まさか」

　気づいた音々子が、ロコのときの数倍視線を尖とがらせる。

　二人が思い描いたのは、ただ一人。ロコを使った前科のある魔法使い。

　無言のまま真夜はケータイを取り出して、登録したばかりの番号を呼び出す。

　ロコのことで、本人が知らないのならば、

『ぁん？　真夜、あなたよっぽど友達いないの？　またこんな朝早くに──』

「──冷れい香か、てめぇ！　ウチの妹になにしてくれやがった!!」

　訊きくべきは──ロコの、製作者だ。







　冷香は、朝っぱらからかかってきた電話に出るなり怒鳴られ、困惑していた。

「まったく、騒がしいわね。とりあえず落ち着きなさいな」

『これが落ち着いていられるか!!　ロコを俺たちに預けたのは、このためだったのか!?』

「ロコを……？　どういうことよ」

『いいか。しっかり聞けよ』

　真夜が幾分落ち着いた──だが、未いまだ極度の怒気がこもった声で説明を始めた。

　時折相づちを挟みながら、静かに聞き続け……数分後。

「──はあ!?　ってことは、ロコに魔力供給してなかったっての!?　あなた、ウチの子殺す気!?　ぶっ殺すわよ!?」

　話を聞き終えた冷香は、沸き立つ感情そのままにケータイへ怒鳴り散らしていた。

「今すぐそっちに行くから、首洗って待ってなさい！」

『おう、来やがれ！　それで結愛がどんな状態になってるか、自分の目で見てみろ！』

　すでに身支度を調えていた冷香は、通話を切るなり空間転移の魔法を詠唱し始める。

　真夜の家は、先日連絡先を交換した際に教えてもらっている。しかしまさか、

　……こんなに早く、しかも殴りに行くことになるなんてね……！







「これ、は……」

　八や木ぎ家の前に転移し部屋に通された冷れい香かは、ベッドに横たわる結ゆ愛あの姿に怒りが消えていくのを感じた。

　結愛とは、登校初日に一度顔をあわせただけだ。それでも、冷香を怖がってなお兄を想おもう姿はよく覚えている。

　活発そうな……少々おてんばにも見えた結愛に、しかし今やその面影は欠片かけらもない。蒼そう白はくな顔で呼吸しているのかもわからぬほど、静かに横たわり続けている。

　そして、冷香は気づいた。

　……司書の警告は、このことだったのね……っ。

　玖く印いんがどうこう、司書の企たくらみがどうこうではなかったのだ。

　原因は冷香であり、発端も冷香であり……ああ、認めよう。司書の警告した通りだ。

「たしかに、これはアタシがしてきたことの後始末ね……」

「どうなんだ、冷香。結愛をこんな状態にすることが、おまえのしたかったことなのか！」

「そんなはずないでしょうが──!!」

　真しん夜やの怒りが満ちた叫びに、冷香は即座に叫び返していた。

　ああ、たしかに自分は一般人崩れの真夜を殺して、未完の魔導機書を奪おうとした。

　だが、彼の妹？　彼女がどう関係する。いくら魔法使いが条理の外に生きる者といえど、完全な一般人を巻き込むほど自分は落ちぶれてはいない。

　ロコには悪いが、こんな姿を見せられては、真夜が魔力供給してなかった件は後回しだ。

「……まず、言わせてちょうだい。真夜も未完の魔導機書も、最後の一線でアタシを信用できないのはわかる。それはアタシがしてきたことのツケよ。──だけど」

　ギリッと冷香は奥歯を嚙かみしめ、挑むように告げる。

「ロコに生命力から魔力への転換機構なんて実装してないし、それを使うためにあなたたちのところへ預けたのでもないわ。こんなことは、アタシだって望んでない」

　だから、

「彼女を助けるために、どんな協力だってする。──アタシを殺すなら、それからにしなさい。でないと、アタシ自身がアタシを許せない」

「……言いたいことは、それだけか」

　真夜の瞳ひとみは、とっくに紅くれないに変化している。人外の証あかし、それは彼の激情を表し──魔法を呼ぼうとしている前兆だ。

　どれほど甘ちゃんの真夜でも、身内に手をかけられたときの恐ろしさは、前回の戦闘でよくわかっている。それでも冷香は詠唱すらせず、静かに真夜を見つめて頷うなずく。

　一分か二分か。睨にらみ合いが続き……

「そうだな……そうなんだろうな」

　言葉と同時に、ふっと空気が弛し緩かんした。

「──わかった。信じる。あんたの目は、ロコと同じだ。会ったばかりなのに……結ゆ愛あを案じてくれてる」

　……ロコと？

「ったく、人を見るのは結愛の役割だってのに、いつまで寝てやがるんだ」

　疑問に思うも、訊たずねるより先に真しん夜やは冷れい香かに背を向け部屋の奥へと戻ってしまう。

　そして表面上だけでも怒りを収めた真夜が、結愛の手を握りながら冷香に訊たずねた。

「……何が起きているのか、教えてくれ。ロコのことに一番詳しいのは、あんただ」

「ええ」

　冷香は内心で安あん堵どの息を吐ついて、しっかりと頷うなずいた。

「結論から言うけど──ロコが魔力的飢餓に陥っていた、そう考えるのが自然よ」

　視線を部屋の隅へと移す。そこで蹲うずくまるロコは、製作者の冷香が視みても充足している。

　しかし、本来、

「魔力は魔法使いマスターが魔導機書レトヴイワールに供給するのが基本。ロコには補助として食事を魔力へ転換する機構も実装しているけど、効率が悪すぎて本当に補助程度よ」

　だから、満ちているはずがないのだ。冷香はもちろん、真夜も未完の魔導機書も、ロコに魔力を供給していないのなら。

　もともと冷香は、ロコを預ける際にこう思っていた。

　未完の魔導機書を動かしているようなやつなんだから、余剰魔力くらいくれるでしょ。あいつ甘いし──と。

　……今考えると、甘いのは自分の方だったわね。

　未完の魔導機書も知らないとは意外だったが、そもそも素人に説明もせず預けた。だから真夜も未完の魔導機書も気づかず──こんな事態を引き起こす羽目になった。

「自分で言うのもなんだけど、未完の魔導機書に及ばずとも、ロコは高性能な魔導機書よ。そこに存在しているだけで、魔力をドカ食いするわ」

　だから、と冷香は推測される結論を告げる。

「魔力ねんりようが足りなくなったロコは自己保存のしなないために、身近なエネルギー源──人間から、生命力を魔力に変換することで生き長らえようとした。おそらく無意識に、ね」

　冷香はロコに、生命力からの転換機構など実装していない。

　だが、魔力と生命力はその性質が魔法や魔導機書に適しているか、人間に適しているかの違いでしかない。根本としては同じものなのだ。

　思っていると、冷香は真夜が訝いぶかしげに首を傾かしげるのを見た。

「なによ。だいぶ嚙かみ砕いたつもりだけど、わからないことでもあった？」

「わからないっていうか……おまえ、さっきもロコに魔力供給がどうとか言ってたけど」

　一息。

「──音ね々ね子こには、そんなもの必要ないぞ？」

「……は？」

　冷れい香かの思考が止まった。

「魔力が魔導機書レトヴイワールの動力源ってのは聞いた。だけど、音々子にわざわざ供給した覚えはないんだよ」

「……そ、そんなバカなこと──！」

「あ、いえ。真しん夜やさん。それは誤解です。わたしも補給自体はしてますので」

「え、あ……そう、なのか？　じゃあ勝手に吸ってた？」

　……そうよね、さすがにそんなはずないわよね。

　あり得ない想像に思わず叫びかけた冷香は、ホッと胸をなで下ろし、

「いえいえ、そうではなく──わたしは人間と同じように普通の生活を送るだけで自立補給が可能なんです。真夜さんのお手を煩わせないようになってるんですよ」

　頭が、真っ白になった。

「あー、つまりロコの食事補給の強化版みたいな感じか。なら魔力補給ってのをしなくても、音々子は大丈夫なんだな？　無理とかしてないか？」

「はい。しっかり食べて寝て、真夜さんの側そばで安らいで……それでわたしは十分なんです」

　なんだ。こいつらはなにを話している。

　冷香の識しる常識と、未完の魔導機書の語る事実が嚙かみ合わない。

　──だけど、たぶんこいつらは本当のことを言っている。

　頭に一ひと欠片かけらだけ残った冷静な部分が、そう告げていた。

　冷香が初めて未完の魔導機書と出会って、二ヶ月。あるいは真夜としてはそれ以上か。彼が知らない──つまり、魔力を供給していないにもかかわらず、未完の魔導機書は動き続けている。それも、未完の魔導機書の話が事実ならば、辻つじ褄つまは合う。

　……だから、ロコに魔力供給が必要だとも気づかなかった。そういうことなの……？

　尋常でないことは重々承知していたはずだ。

　だが、彼女の語ることが真実ならば、それは魔力ではなく、もはや生命力──人間と同じで──。

「でも、ロコには魔力供給がいるから、魔力不足になって結ゆ愛あから吸い出した……と。なら、結愛からロコを離して、結愛に生命力を補充してやれば──」

「バカ言うんじゃないわよ」

　反射的に、脇道に逸それだした思考を止めて反論する。

「被造物である魔導機書と違って、人間はそんなにフレキシブルじゃないんだから。自然回復を待つしかないのよ。──だけど、それも」

　冷香の視線がロコへと移る。追って、真夜も未完の魔導機書も、ロコに注目する。

　震え、蹲うずくまり、兎ウサ耳ミミを押さえるように──聞きたくないというように頭を抱えるロコを見ながら、冷香は告げる。

「ロコの変換している魔力量の方が、自然回復よりはるかに多いわ。妙な接続ラインができてしまってるみたいね。近づけばもちろん、これだけ離れていても、なお上回る量を吸い続けているのよ。自然回復以下にするには、どれだけ離せばいいか」

　……なんて皮肉かしら。ロコを気に入り最も近くで過ごしていたがゆえに、ロコのせいで命の危機に瀕ひんしてしまっているなんて。

「最近、結ゆ愛あちゃんがだるそうだったり、体調を崩したりしていなかった？」

「……ああ。本人は隠したがっていたようだけどな。俺も、てっきり風邪程度だと……」

　真しん夜やの声が徐々に小さくなり、最後には顔を伏せてうなだれてしまう。

　未完の魔導機書を従え、自身を人外へと落とし、冷れい香かを叩たたき伏せた男とは思えないほどに、彼の背中は……あまりにも小さかった。

　結愛の手を握り顔を俯うつむかせるその姿はあまりにも悲ひ愴そうで、冷香が思わず口を開きかけた──瞬間だった。

「クソ──ッ!!　俺がもっと早く、気づけてたら……っ!!」

　轟ごう音おんが、八や木ぎ家を揺るがした。







　真夜は、力任せに殴りつけた壁から腕を抜いた。

　箍たがの外れた人外の力は易やす々やすと木造の壁に大穴を開け、しかし真夜は自らの行こう為いが引き起こした結果を見ることもなく、へたり込むように床へ座りこんだ。

「気づいてた……結愛の体調が悪いことには気づいてたのに……なんで俺はこうなるまで放ほうっておいたんだよ!!」

　それは他の誰でもなく、己に向けられた叫び。

「昼休みに駄だ弁べってたときか？　俺たちをデートに送り出したときか？　いや……もっと前にだって、気づけたはずなんだ。止められたはずなんだ……っ」

　どのタイミングならばこうなる前に気づけた──真夜の脳裏にこの数週間の記憶が浮かんでは消え、それら全すべての記憶が自己嫌悪を助長する。

「……なにが尊敬する大切な妹だ」

「──やさん！」

「守ることも、苦しんでることに気づいてやることすらできなくて、なにが──!!」

「真夜さん!!」

　だが、俯いた真夜の顔を、無む理り矢や理り上げさせる少女がいた。

「音ね々ね子こ……？」

　真夜の前に膝ひざをつき視線の高さを合わせ、音々子が真夜の頰ほおを両手で挟み持ち上げる。

　優しい手つきとは裏腹に、眉まゆを上げた真剣な瞳ひとみで真まっ直すぐに真夜を見据え、音々子が固い声で言った。

「真夜さん……失礼します」

「なに────をっ!?」

　突然、頭頂部に降ってきた痛みに、思わず変な声が上がる。

　見れば、音ね々ね子こが刀の血払いのように手刀を振っていた。

　本気で振るえば、まさしく刀のように真しん夜やの頭を両断しただろう手刀をかまえ、音々子が問いかける。

「目が覚めましたか？　覚めていないようでしたら、もう一発させてもらいますが」

「ね、音々子……いったいなにを……」

「真夜さん──今はそんなことをしている場合じゃないでしょう」

　抗議の声を上げる真夜に、音々子が静かに言う。

「そんなこと、って……」

「自己嫌悪も後悔も、いつだってできます。ですが、今この瞬間しなければならないことはなんですか。今この瞬間、行動しなければまた後悔することになるのは、なんですか」

　考えるまでもない。

「──結ゆ愛あを助ける、ことだ」

「そうです。今、真夜さんが考えるべきは過去のことではなく──結愛さんの命を救うためにどうすればいいか、それだけです！」

　感情に突き動かされ、淡々としていた音々子の語調が次第に強くなる。

　真夜の肩を摑つかみ、自分から視線を逸そらさせないようにして、音々子が叫ぶ。












「なのになんですか、さっきから過去を見て後悔してばかり！　わたしに、これから一緒に初めてを経験していこうと、無数の愛を探していこうと──あなたを殺した過去すら受け入れ、未来を約束してくれた真しん夜やさんは、どこに行ったんですか!!」

　音ね々ね子こが──結ゆ愛あのことなど興味も示さず、〝真夜さんの妹だから〟普通に接しているだけだった音々子が、結愛の身を案じて切羽詰まった顔で叫ぶ。

　その音々子の顔に、言葉に──変化に、真夜は頭が冷えていくのを感じた。

　……そうだ。音々子は初めから冷静だった。

　思い返せば、衰弱した結愛を見て真夜が取り乱しても、音々子だけはずっと冷静に状況を分析し、真夜の疑問に答え、先を見据えていた。

　だが、興味がないから冷静だったのではない。むしろ、

「わたしだって、結愛さんのことは心配です！　ですが、結愛さんのお兄さんが──わたしの主おつとが、そんな体たらくでどうするんですか！　今こそ、冷静に対処すべきときでしょう！　わたしを守り、救ってくれたように！」

　……ああ、そうか。そうだよな。

　自然と真夜の顔に笑みが浮かぶ。

　……音々子も、日々変わっていってるんだ。なら、俺が立ち止まっていてどうする。

　真夜は痛いほどに肩を摑つかむ音々子の手に自分の手を重ね、ゆっくりと握りしめた。

「もう、大丈夫ですか？　まだチョップは必要ですか？」

「いいや、もう必要ない。悪かったな。音々子に俺を叩たたかせるなんて決断までさせて、本当にすまなかった」

　頭を下げると、音々子が身体からだから力を抜き、へにょりと悲しそうに眉まゆを下げた。

「本当ですよぉ……愛いとしい真夜さんを叩くなんて、これっきりにさせてくださいね？　手よりも心が痛かったです……」

「ごめんな。もう二度と、音々子にそんなことはさせやしないから」

　……そうだ。俺がしっかりしてなくてどうする。

　手刀になっていた音々子の手をさすってやりながら、真夜は頭を切り換える。

「音々子──結愛を助けるために、協力してくれ」

「はいっ、当然です！　結愛さんのことは心配ですし……なにより、わたしが真夜さんのために尽くしたいですから！」

　音々子が胸元で拳こぶしを握りしめ、力強く頷うなずく。

　その頷きを、二人の会話が終わるのを待っていたように、冷れい香かが口を開いた。

「話は終わった？　まったく、魔導機書レトヴイワールに諫いさめられるマスターなんて前代未聞よ」

「そりゃどうも。これが俺と音々子の関係なんだよ」

　そう、マスターと魔導機書の主従関係ではない。

　そんなもの、出会った初めから知りはしない。自分と音々子を繫つなぐのは、ただ一言、あの言葉、あの告白プロポーズ──

「俺たちは──夫婦だ。どちらかが支配するんじゃない。互いに支え合う関係なんだ」

　真しん夜やの宣言に、音ね々ね子こが嬉うれしそうに頰ほおを染めて真夜にすり寄り、

「…………なら、なおさら使役者フユーラーなんて、もう呼べないわね」

　冷れい香かが、ぽつりと呟つぶやいた。そして、

「だからこれは、未完の魔導機書の主としてじゃない。おまえを倒した者として言うんじゃない。一人の妹を思う兄として────頼む、冷香。おまえも協力してくれ」

　続けられた真夜の言葉に、冷香は口角を上げた。

「真夜、あなたって交渉がヘタクソね。そういうとき、人間関係に餓うえている元ヒキコモリにはこう言えばいいのよ──友人として、とでもね」

　冗談めかした冷香の言葉に、真夜は苦笑する。

　その言葉の真意に、そっぽを向いた冷香の耳の先が微かすかに赤くなっているのに。

「なら──友人として、お願いするよ。冷香、ウチの妹を助けるために、協力してくれ」

「そう頼まれちゃ断れないわね。もともと、ウチの子の不始末が原因だもの」

　冷香が皮肉気に口元を歪ゆがめ肩をすくめ──対策会議が始まった。
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「──と言っても、取れる手段は少ないわ」

「なら、それでいい。やるぞ」

　冷香の言葉に、真夜はあっさりと答えた。

「少なかろうが一つだろうが、手段がある。ならそれを取ればいいだけだ」

「……完全復活、ね。もうちょっと弱ってれば、かわいげもあったのに」

「ええ。なにせ、わたしの自慢の夫ですから。あの程度すぐに回復しますっ」

　結果だけを求める──冷香よりもよほど魔法使いらしい思考に冷香がため息を吐つき、音々子が誇らしげに胸を張る。

「それで、その手段ってのは？」

「──正攻法」

　冷香が短く告げる。

「足りないなら補うだけ。結ゆ愛あちゃんじゃなくて、原因──ロコに必要とするだけの魔力を供給してやれば、わざわざ生命力を変換して吸い取るなんてことはしなくなるはずよ」

「外部供給の復活……妥当ですね。ですが、誰が供給するんですか？」

「そりゃ音々子、元もと鞘さやだ。冷香がロコをもう一度引き取れば──」

「残念ながら、それはできないわ」

　真夜の言葉を遮り、冷香が首を横に振った。

「アタシは自分からロコとの主従リンクを破棄した。もう一度繫つなぎ直すことはできない」

　そもそも、と冷香は続ける。

「魔法使いが魔導機書レトヴイワールに魔力を供給する場合、この〝主従契約〟という魔法が、魔力を通すラインになるのよ。次の接続先も考えずにこれを切ったのが、元々の原因ね」

「つまり主従契約を結ばないと、魔力が供給できないってことか。なら、俺が──」

「だからさっきから、あなたは先走りすぎ。真しん夜やも──それから未完の魔導機書、あなたもロコには魔力を送れないわ」

「真夜さんもわたしも、ですか……？」

　冷れい香かが頷うなずく。そして一瞬の逡しゆん巡じゆんを挟み──冷徹に、その事実を口にした。

「真夜の身体からだについては、あなたが一番詳しいはずよ。真夜は──人間じゃない。あなたが作った現うつし身。しかも、妙な変質を起こしてる……でしょう？」

「……そういや、そうだったな」

　真夜は、自分でも意外なほど穏やかに呟つぶやいた。

　音ね々ね子こを守るため、音々子と生きていくためのことだ。後悔はない。それに、

　……音々子に怒られたばかりで、また立ち止まるわけにはいかないからな。

「なら俺はできなくても、音々子はどうしてダメなんだ？　魔導機書同士で融通し合えば、遥はるかに簡単なんじゃないか？」

「そうよ。魔力を魔力として融通し合うだけなら、面倒なこともないわ。──未完の魔導機書が、普通の魔導機書ならね」

「どういうことだ……？」

「あんまり否定ばかりしたくはないのだけど……未完の魔導機書は、明らかに尋常じゃない。さっき自立補給なんて言ってたけど、そんな簡単なものじゃないわ。中が──構築理論が、まったくわからない。魔力をどう使っているのかもわからないのよ」

　それは言ってしまえば、液体がなんなのかもわからずに、輸液しようとするようなものだ。適合する血液や生理食塩水ならともかく、ハズレを引いたら即座にアウトしぬ。

　外れる確率の方が、当たるより遥かに高いとなれば……迂う闊かつに試すこともできない。

「たぶん、同じ理由であなたたちからは生命力や魔力が吸収されなかったのよ。この家にまともな人間は、結ゆ愛あちゃん一人でしょう？」

「……なら、どうするんだ」

　三人が三人とも条件に合わない。だが、このままでは結愛の命が──

「──待て」

　ベッドに横たわる結愛から視線を動かし、真夜は気づいた。

「あいつ──ロコは、どこに行った」

「はぁ？　隅で震えて……」

　視線をやった冷香の声が小さくなる。

　入り口近くの隅、ロコがしゃがみこんでいた隅には──誰の姿も見当たらなかった。

「音々子、ロコが部屋から出るのを見たか？」

「すみません、ずっと真夜さんを見ていましたので……」

　平時ならば愛いとおしいその言葉も、この場ではタイミングの悪さを呪のろうばかりだ。

　──嫌な予感がする。その場にいる誰もが同じように感じたのだろう。

「他の部屋を見てきます！」

「アタシも行くわ！　真しん夜や、勝手に探すけどいいわね！」

「ああ！　好きにしろ！」

　それぞれに部屋を飛び出し、家中を探し回る。

　だが、それでもロコは見つからず──

「真夜さん、これを！」

　玄関で戸惑いながら音ね々ね子こが示したのは、土間。きっちりと並べられた靴は──しかし一足分だけ隙すき間まが空いている。

「出ていったってことか……っ」

　その理由は、容易に想像がつく。

　最も単純でありながら、結果が分かりきっているだけに真夜も冷れい香かも、音々子すらも口にしなかった選択肢。元より論外と、議論にもならなかった方法。

　ロコは自分が結ゆ愛あを苦しめている原因とわかり──自ら結愛の側そばから離れたのだ。

　──だが、その決断は小さくない代償を伴う。

「なにバカなことをやってんのよ……っ。今のロコは、慢性的な魔力不足なのよ。それも無意識に人の生命力を吸い取ってしまうくらいに。そんな状態で出ていったら……」

　後ろで聞いていたらしき冷香が、震える声で言葉を吞のみ込む。

　ロコが真夜たちの話を聞いていたのなら、結愛から離れたように他の人に近づくこともしないだろう。そうでなければ、命を吸い取る対象が変わるだけだ。

　ならば、ロコはこれまで結愛の生命力いのちを吸うことで長らえていた供給いのちを断たれるということになる。つまり、

「結愛が助かっても──今度は、ロコが魔力切れで死ぬ」

　ロコ自身がそのことに気づいていないはずがない。

　それでも、出ていったのだ。おそらく──結愛のためを想おもって。

「……どうするのよ」

「どうする、って……」

　冷香が問いかける意味を測りかね、真夜は繰り返す。

　そんな真夜に、冷香が感情を殺した淡々とした声音で告げる。

「結愛ちゃんを助けるだけなら、これで解決するわよ」

「──助からねえよ」

「……はぁ？　いやだから、生命力の吸収がなくなって、あとは自然回復任せで──」

「それで？　結愛が起きたとして、そのとき隣にロコがいなかったらどうする。『ロコが死んでくれたから、おまえは助かったんだ』──そう言うのか？」

「──っ」

　想像できたのだろう。冷れい香かが言葉を詰まらせる。

「俺なら、そんなことを言われたら一生心の傷トラウマになるぞ」

「真しん夜やさんは、そんなことを結ゆ愛あさんにさせたくない……ですよね？」

「当然だ。妹を守らない兄がどこにいる」

「……まったく、あなたたちは。どこまで貪どん欲よくで強欲なのよ」

　冷香が呆あきれたように口を横に開いて呟つぶやく。

　そして、勢いよく頭を下げた。

「だったら、今度はこっちがお願いする番よ。ウチの娘ロコを探すのを、手伝ってちょうだい」

「お願いされるまでもない。それが、結愛を完かん璧ぺきに救うことに繫つながるんだからな」

「あら、まだ結愛ちゃんを助ける手段も見つかってないくせに、言うじゃない」

「当たり前だ。結愛は絶対に助ける。なにを、どうしてもだ」

　真夜は笑う。そんなことはとっくに確定している、と。

「……相っ変わらず、とんでもない目をするわね」

　冷香は深い闇やみのごとき真夜の瞳ひとみに頰ほおを引きつらせ──だが、すぐに笑みへと変えた。

「でも今はそれが──この上なく頼もしいわ」

「それはなにより。ただ、一つ確認させてくれ。結愛は、このままで大丈夫なんだな？」

　極度の体温低下、呼吸すらも怪しいほどの容態を放置しておいていいのか、誰かは残るべきか……その問いかけに、冷香は首を横に振る。

「さっき言った通りよ。原ロ因コが離れたなら、自然回復任せで放ほうっておいても助かる。アタシたちがついていたところで、なにもできないわ」

「わかった。身体からだが大丈夫なら、俺たちは心のケアに──ロコの捜索に集中できる」

「そういうこと。だから……」

　一瞬の思考を挟み、冷香が言った。

「あなたと未完の魔導機書は、近場を探してちょうだい。あの子は今、内蔵魔法を使えるほど魔力がないはず。そう遠くには行ってないわ。ただ、素で足がとんでもなく速いから気をつけて。アタシじゃ絶対に追いつけない」

「おまえはどうするんだ？」

「アタシは、まずアタシの家を探してみる。戻ってきてはないと思うけどね。それから魔法で離れたところを調べてみるわ。見つかったら、お互いに連絡しましょう」

「ああ。さっさと見つけて──」

「ええ。家出娘にお仕置きしてやるわ……！」

　拳こぶしを軽く打ち合わせ──三人は、捜索を開始した。
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　冬の短い陽ひが、辺りを朱色に染め始めたころ。

　玖く印いんは、隠れ家の外に人気を感じて目を覚ました。

「んー？　こんなところに誰かなー？」

　町外れの、ほとんど人が通ることもない橋の、さらに下だ。滅めつ多たに……というよりも、玖印がここに住み着いて以来、初めて感じた人気だった。

　……まあ、そういうところを選んだから、当たり前だよね。

　もし眠っている間に暴走してしまっても、周囲への被害を極力抑えるために。それが玖印が隠れ家選びに、一番求めていることだった。

「さてさて、誰かなー？　悪ガキに見つかって、秘密基地にされるのは困るんだけど」

　そうなったら、ちょっと脅かしてやるか……いや、引越しが先かな。

　などと考えながら、玖印は隠れ家のドアとも呼べない板きれの隙すき間まから顔を出し、

「……おや、いつかのアイス食べてたおねーさん」

「──っ!?」

　ビクッ、と隠れ家の脇で蹲うずくまっていた兎ウサ耳ミミの少女が──ロコが、身体からだを跳ねさせた。

　こんなところに誰かがいるとは思っていなかったのだろう。青い瞳ひとみをめいっぱい見開いて、呆ぼう然ぜんとしている。

　しかし、すぐにその視線が玖印の頭上と背後へ流れ、

「魔導機書レトヴイワール……？」

「そーだよー、魔導機書だよ。おねーさんも、だよね？」

「ん……そう」

　玖印は狐きつね耳みみと木の葉型の尻尾しつぽを揺らして、ロコは兎耳と綿毛のような尻尾を揺らして。

　互いの素性を確認し合い、玖印はそのままロコの隣へと腰を下ろした。

「あたしは玖印。おねーさんは？」

「ロコは、ロコ」

「じゃあ、ロコおねーさんだ。よろしくねー、前から街で時々見かけてたんだよ」

「ロコは……クインを、初めて見た」

「まあ、あたしはちっちゃいからね。胸は……ロコおねーさんもいい勝負かもだけど」

　くふ、とワンピース越しにもわかる平野を見て、玖印は笑う。

　しかし、ロコはぴくりとも表情を動かさない。怒りも嫌悪も、なにも見せない。

　……んー、ロコおねーさんは、感情があんまりない設計タイプなのかな。

　自分も、本来はここまで──そう思う玖印に、ロコが声をかけた。

「クイン。マスターは、どこ？　ここに、いる？」

「…………まあ、そうだよねー」

　普通に考えて、魔導機書が単体で活動しているはずがない。魔法使いの集大成にして使い魔しもべ、それが魔導機書だ。だが、

「──いないよ」

　マスターの意志に背いて逃げ出した魔導機書。それは、

「あたしは──〝はぐれ〟だから」

　逃亡者はぐれ──主に背く、反逆者。それが、現在の玖く印いんだ。

　妹たちを守るための選択に後悔はない。しかし……その選択は、玖印に予期せぬ苦しみをもたらすことになった。

　魔導機書レトヴイワールの反乱──その程度のことを、運用する魔法使いが想定していないはずもない。

　ゆえに、魔導機書には往々にして反乱に対するシステムが組み込まれており──玖印においては、それが〝苦痛〟だった。

　寝ても覚めても、遊んでいても話していても、常に彼女を苛さいなむ苦痛。それは容易たやすく自我を崩壊させ、意識を奪うほどに強力なものだ。

　玖印はその特殊な設計思想ゆえに、ある程度は耐えられているが、

　……それでも、気を抜いて意識がなくなったら、あたしは──暴走する。

　その結果は、破壊され尽くしたこれまでの隠れ家が、あのビル街が示している。

　……さてさて、ロコおねーさんはどういう反応をするかな？

　特殊な条件が重なった玖印ほどでなくとも、〝はぐれ〟の魔導機書は不安定な存在だ。玖印の素性を知り、ロコが──ロコのマスターがどう判断するか。

　玖印は内心で緊張しながら待ち──ロコの安あん堵どの声を聞いた。

「……よかった」

「？　え、あたしが〝はぐれ〟……マスターがいなくて？」

　ロコが頷うなずく。安堵し、しかし悲しそうに。

「ん。マスターがいないのなら、ここにいても魔法使いにんげんが来ることはない。これ以上……誰かを傷つけなくて済む」

「……そっか、ロコおねーさんも一緒なんだ」

　その言葉に、込められた意志に、玖印は思ったままを呟つぶやいていた。

「あたしも、大切な人たちを──妹たちを、これ以上傷つけないために逃げ出したんだよ」

　それはロコも感じたようで、僅わずかに首を傾かしげて呟く。

「ならたぶん、一緒……？　ロコも、大切な人を殺さないために、ここに来た」

「うんうん、一緒一緒。でも、ロコおねーさんも〝はぐれ〟なら、制裁は大丈夫？」

「今のロコは、マスター不在。主従契約がない」

「あー、怒る人もいないんだ。それは羨うらやましいなあ。ウチのマスター、言ったところで解除してくれないだろうから」

　それにしても、と玖印は頰ほおを緩ゆるませる。

「くふ、嬉うれしいなあ。まさか、同じ理由で逃げ出した魔導機書と会えるなんて。〝はぐれ〟だけでも珍しいのに、どんな偶然だろ。じゃあ、ロコおねーさんも人気がないところを探してここに来たんだ。それは──」

　玖印は自然と盛り上がっていく気分のままに、饒じよう舌ぜつに言葉を続ける。

　──続けようと、した。

「そう。だから、ロコはここに来た」

　だが、玖く印いんよりも一瞬早く、ロコが口を開いた。

　淡々と、感情のうかがい知れない凪なぎのような瞳ひとみで、呟いた。




「ロコが────死ぬために」




　玖印は、その言葉の意味がわからなかった。

「死ぬために、って……どういうこと？」

　声がかすれる。妙に口の中が乾く。

　どうしてただの一語に、自分がここまで動揺しているのか、自分でもわからない。

　しかし、玖印は聞き間違いであって欲しいと願い──

「言葉の、通り。ロコは、死ぬためにここに来た。……自殺？　自死？」

　淡々としたロコの言葉が、玖印の願いを打ち砕いた。

「なんで……どうしてそんなこと……」

「ロコは、大切な人──ユアの命を奪って、生きてた。魔力が不足してた……から？　でも、このままだとユアが死ぬ。ロコが殺してしまう」

　しかし、

「ロコをそのままに、ユアを助けることはできない……みんな、そう話してた」

　──似ている。玖印はそう思った。思っていた。話を聞いても、なお思う。

　大切な人いもうとたちのために、これ以上傷つけないために逃げ出した玖印と同じだと。──だが。

「だから、ロコは逃げた。ユアから、離れた。ロコがいなくなれば、ユアは助かるから」

　──違う。玖印は即座に、己の考えを否定した。

　状況と境遇は似ているかもしれない。選択だって同じだ。

　だが、その選択のもたらす結果が、あまりにも異なる。

　暴走をしても生き続けられる玖印と違い、ロコは、

「魔力不足って……それで離れたら、ロコおねーさんが死ぬんだよ……!?　どうして、自分から死ぬなんてことを選ぶの!?」

　わからない。なぜだ、なぜそんな選択ができる。玖印の頭を否定と疑問が占める。

　戸惑いに突き動かされて叫ぶ玖印に、ロコが首を傾かしげた。

　むしろ彼女の方こそ『なぜわからない』とばかりに、不思議そうに呟つぶやく。

「ロコがいると、ユアが死ぬから。ユアは、ロコとたくさん遊んでくれた。かまってくれた。温ぬくもりを、教えてくれた。だから、死んで欲しくない。でも、代わりに誰かを殺したら、きっとユアは悲しむ」

　ゆえに、

「ロコが──死ぬ。それで、ユアが助かるから」

　繰り返された言葉に、玖印はすでにまとまらぬ思考で思いつくままに言葉を絞り出す。

「怖くないの？　死ぬんだよ？」

「……たぶん、怖い？」

　淡々とした口調は変わらず、しかし玖く印いんは見てしまった。

　行儀良く膝ひざの上に揃そろえられたロコの手が、微かすかに震えているのを、だ。

　いや、手だけではない。よく見れば腕も肩も、足だって震えている。

　寒さに震えているように見えなくもないが、魔導機書レトヴイワールがこの程度の寒さで震えるはずもない。

　玖印は、ロコが感情に機能をあまり割り当てられていないのだろうと推測した。

　だが、その感情の薄いロコをして、表面に現れるほど震えている。

　怖くないのか？　──愚問だ。

　……怖いに決まってる。ただ、ロコおねーさんはその表現ができないだけで、内心はどれだけ怯おびえ震え、怖がっているか。

　それでも、ロコの視線は揺るがない。

　身体からだを震わせながらも、はっきりと断言する。

「でも、戻らない。ユアに、死んで欲しくない。ロコはここで、死ぬ」

　玖印は、もはや言葉が紡げなかった。

　しかし今度は、ロコが訊たずねた。

　絶句する玖印に、明確な疑問を示して告げる。

「玖印は──そうじゃない？」

「あたし……あたし、は……」

　妹たちのために、妹たちを殺さないために、逃げだした。

　同じだ──そう思う。

　──だが、本当にそうか？

　ロコは語っていた。彼女の周囲にいる人たちでも、手詰まりだったと。

　だから自分が離れることにしたのだと。たとえそれが──自らの死という結果でも。

　──しかし、自分はどうだ？

　ああ、たしかに状況は似ているだろう。

　だが、ロコとは違い──選択肢が残されてはいなかったか？

　マスターも妹たちも、提案してくれていた。

『バグを除去しよう。協力するから』──と。

　しかし、自分はその提案を振り切り、逃げ出した。

　成功するとは限らない。失敗すれば妹たちは無駄に傷つき、自分も──

「……ああ、そっか」

　気づいてしまった。わかってしまった。つまりはそういうことなのだ。

　どうしてロコにここまで反発したのか。彼女の決意が玖印の心を搔かき乱したのか。

　それは、結局──

「あたしは────死にたくない」

　妹たちのために、などと言っていたが、本音のところではそれだけなのだ。

　本当に大切な人のことだけを想おもっているのなら、初めの選択で自分が破棄される──死ぬことを選べばよかったのだ。だが、自分は選ばなかった。選べなかった。

　そして、死ねないなら死ねないなりに、マスターや妹たちを信じて除去を求めていれば、みんなが助かる可能性だってあった。

　なのに自分は最後の最後、どうしても信じることができず、死にたくないただ一心で……逃げ出した。

　大切な人のために、自らが死ぬことを選んで離れたロコ。

　妹たちのためと言いながら、本心では自らが死にたくなくて逃げた玖く印いん。

　決して同じなどとは言えない意志の隔たりが、そこにあった。

　……だけど、まだ──。

　玖印は、ロコを──本心に気づかせてくれた少女を見やる。

「ロコおねーさんは、もう覚悟を決めたんだよね」

「方法がない、から」

　いやいや、と玖印は内心で苦笑する。

　方法がないからといって、自分が死ぬ選択をできるなんて、覚悟が決まっている以外のどういう呼び方があるのか。

　……あたしなら最後まで駄だ々だをこねそうだけど……それも、あたしが弱いからかな？

　だけど──

「ねえ、ロコおねーさん」

　さあ、覚悟を決めろ玖印。方策の尽きたロコとは違い、自分はまだ手段が残されている。

　信じるには──まだ遅くない！

「だったら、その捨てる命──あたしに賭かけてみない？」






第四章　彼女たちの愛






　夕暮れも深まった頃。真しん夜やは、街外れの河原に並んで座る二人の少女を見つけた。

　街中の人気がない場所を探し回り、捜索範囲を街の外へ広げようとしたときだった。

「ロコ！」

　呼びかけながら、転がるように土手を走り降りる。

　後ろ姿でも、あの特徴的な兎ウサ耳ミミは見間違えようがない。

　そして、ロコの隣に座る少女もまた、特徴的だった。

　金髪の幼女。その頭には狐きつね耳みみが、お尻には木の葉型の尻尾しつぽが。すなわち、

「──玖く印いん!?　どうしてあなたがここに!?」

　ふわり、とこちらは優雅に土手を降りた音ね々ね子こが驚きの声を上げる。

「おや、おにーさんにおねーさん。…………ああ、そっか」

　振り返った玖印が、駆け寄ってきた二人に目を丸くし、すぐに得心がいったと頷うなずく。

「おにーさんも、魔法使いこつち側の人だったんだね。ならおねーさんも魔法使い、かな？」

「いいえ。わたしは魔導機書レトヴイワールです。真夜さんの、真夜さんだけを主と仰ぐ、真夜さんの……つ、妻です」

　音々子が猫耳と尻尾を露あらわにしながら、堂々と──最後には照れながらも堂々と答える。

「……あれ？　判別部位って隠せたっけ？　まあいいや。おねーさんはおにーさんの奥さんで魔導機書で……じゃあ、おにーさんは魔法使い？　魔導機書？」

　玖印の質問に、真夜は答えを迷った。

　使役者フユーラーに現うつし身、人外バケモノ……さて一体、自分はなんなんだろうか。

「ざっくり分類するなら、魔法使いになるのか？　──だけど、俺は俺だ。八や木ぎ真夜だ」

「あー、うん。すごくおにーさんって感じの返事だよ」

　微笑を浮かべる玖印に、音々子が真夜をかばうように一歩を踏み出し訊たずね返す。

「玖印。狐耳をアクセサリなどと言っていたそうですが、あなたも──」

「うん、そーだよ。あたしも魔導機書。なーんだ、おにーさんたちもこっち側なら、隠すこともなかったね」

　軽い口調で、玖印が肯定する。

　だが、と真夜は否定と疑問を覚えて口にした。

「冷れい香かは、音々子以上の魔導機書は存在し得ないって……そんなに感情豊かな魔導機書はいないって言ってたぞ」

　だから玖印がどれほど怪しくとも、一般人の幼女……そう扱ってきたのだ。

　そんな真夜の疑問を、玖印はこれまたあっさりと肯定した。

「んー、音々子おねーさんがどれくらいすごいのかはわからないけど、普通に──魔法の常識として考えたら、あたしみたいなのは存在しないよね」

　だけど、と玖く印いんが八重歯を見せて不敵に笑う。

「あたしは──ううん、あたしたちは特別製だから」

　どこか誇らしげに、自慢げに、玖印が告げる。

「魔導機書レトヴイワールって、魔法使いの集大成を記述したものが核になるんだよ。なら、それって別に本じゃなくてもいいんじゃない？　って気づいたのがあたしのマスター」

〝書く〟ことが必要なのではない。重要なのは〝記述された内容〟、この世界を解き明かし歪ゆがめるための術だ。ならば──記述し編へん纂さんできれば、その媒体を問わないのも自明。

「──電子記録媒体フラツシユメモリチツプ。それが、あたしの核なんだよ」

「……現代の記述方法によって造られた、最新の魔導機書といったところですか」

　原点であり原初──書に直接記述する、最古の魔導機書ねねことは正反対の構築理論システム。

　そして、電子記録媒体には、物理的な書に真ま似ねのできない利点がある。

「コピー＆ペーストってわかる？　まったく同じ記述、まったく同じ論理、まったく同じ媒体……全すべてが同じ魔導機書を無数に造りだし、束ねて一つの魔導機書として運用する。〝全体のために個を殺し、全体を維持する〟。それが、あたしたちの設計コンセプト」

　その理念が示すもの。それは、

「あたしたちは──群体。一体ならたいしたことなくても、群体としての性能スペツクは、連結した個体数に応じて跳ね上がっていくんだよ。それこそ、おねーさんたちよりも、遥はるかにね」

　だからか、と真しん夜やは納得する。

　冷れい香かが話していたのは、あくまで一個体としての魔導機書の話だ。

　無数の魔導機書を連結運用するなんて考えは、魔法に疎い真夜からしても異端だ。真っ正直で頭の固い冷香が想定できないのも無理はあるまい。

「では玖印、そんなあなたが、どうしてここに？」

「それは長くなるし、後にしようよ。それよりも……」

　玖印が隣を──真夜たちが来ても呼んでも、一度も振り返らないロコを手の平で示す。

　そうだ。たしかに玖印のことは気になる。だが今は差し迫った問題として──

「ロコ、帰るぞ。自分が、どういう状態かわかってるんだろ」

「…………帰らない」

「あなたはもう限界なんです。今朝から魔力の補給ができていないでしょう？」

「……帰らない」

「冷香の試算だと、もって明日の朝だそうだ。結ゆ愛あに近づけることはできないけど、それでも、なんとか──」

「絶対に、帰らない……っ!!」

「「っ……」」

　初めて……そう、初めて見せた絞り出すようなロコの叫びに、真夜も音ね々ね子こも息を吞のむ。

「ロコは、帰らない。ユアを、死なせたくない。だから、ここで、死ぬ……っ！」

　──譲らない。そう、ロコが断固とした意志で言い切る。

　予想はしていた。出ていった理由も、ロコがどうしようとしているのかも。

　だが、真しん夜やは正直なところ、ここまではっきりとロコが自らの意志を示し、拒絶を示すとは思っていなかった。

　唇を嚙かみ、どうにかロコを連れて帰る手段を模も索さくし──そのときだった。

　幼く舌足らずな声が、からかうような軽い口調で、だが真剣な声音で問いかける。

「ねえ、おにーさん」

「なんだ、玖く印いん。悪いけど、話なら後に──」




「ロコおねーさんのために──命を賭かける覚悟はある？」




　考えるまでもなかった。もはや脊髄反射に近い速度で真夜は答える。

「それで結ゆ愛あとロコが、確実に助かるのなら。いくらでも賭けてやる」

「即答かあ。くふ、怖い怖い」

　嬉うれしそうに、どこか羨うらやましそうに玖印が含み笑いをもらし──告げた。

「いいよ。なら──あたしが助けてあげる」







　玖印は、自分の言葉を笑う。

　……なにが助けて〝あげる〟なんだか。本当は助けて〝ください〟だよ、あたし？

　たしかにこれから告げるのは、ロコを救う手立てだ。ロコを救えば、彼女の大切な結愛も助かるだろう。だが、それも結局──。

「どういうことだ？　玖印が助けるって」

　真夜が訝いぶかしげな視線を玖印へと向ける。

　それも当然だろう。自分は無関係で、彼らの内情など知るはずもないのだから。だが、

「あたしが、ロコおねーさんに魔力をわけてあげるってことだよ」

　ただの一言で十分だ。これで玖印が状況を正しく理解していると伝わる。

「幸い、魔力の貯蔵プールだけはたくさんあるからね。あたしが動力源バツテリーになれば、ロコおねーさんも、結愛……おねーさん？　も助かるんでしょ？」

「それは……！」

　願ってもないだろう申し出に、真夜の顔に希望の色が宿る。

「──ただし」

　忠告する。希望とは──常に困難と表裏一体だ、と。

「そのために、おにーさんには命を賭けてもらうことになるよ」

「……話してくれ」

「うん。あたしもね、ロコおねーさんほどじゃないけど問題を抱えてるんだよ。あたしたちは群体──特別製だって言ったよね」

　そう、特別。それは斬ざん新しんということであり、過去に例がないということであり──安心安全な定型テンプレートがないということでもある。

「痛みや苦しみ──負の感情エラーが、群体の統括権限を有するあたしに全すべて集まってきた。一個体なら許容できるそれも、膨大になりすぎて無視できない不具合バグになり──あたしを変質させた」

「ですが、玖く印いんはどこも……」

「うん。今は、ね」

　玖印を〝視みた〟のだろう。訝いぶかしげな音ね々ね子この声に肯定を返す。

「おにーさんたちも見たでしょ？　噂うわさになってる──巨大な獣」

「──っ、まさか」

「そう。アレが──あたし。バグが積み重なって、変質して……気を抜くとああやって理性も何もない、暴れ回るだけの獣に成り果てる」

　だから、頼みたいのはここからだ。

「暴走しないように、あたしは自分を抑え込んでる。だけど、そのために魔導機書レトヴイワールとしての力はなにも使えないんだよ。身体能力も人並みだし、内蔵魔法も使えなくて……このままだと、ロコおねーさんに魔力を分けることができない」

「──そういうことか」

　真しん夜やが合点がいったとばかりに獰どう猛もうに笑う。

「命を賭かけろ──俺たちに、玖印の中にあるバグケモノを除去しろたおせって言うんだな」

「そーいうことっ。あたしのマスターも、そう言ってた。獣化したあたし──表に出てきたバグケモノを殺してしまえば、バグは機能しなくなる──除去できる、って」

「では、バグを除去すれば、玖印はロコに魔力を送れるんですね？」

「うん。そのとき、おにーさんが──あたしが生きてればね」

　真夜を真ま似ねるように、玖印も獰猛に──獣の本性を垣かい間ま見みせて笑う。

「言ったよね。あたしを倒せば、って。獣化したあたしは理性がない。あたしの意識もなくて、破壊衝動しかない。だから、おにーさんたちを躊躇ためらいなく殺しちゃう。それに──」

　これが、玖印にとって最も厄介なこと。このために、自分は逃げ出したのだ。

「倒せても、除去が成功するとは限らない。失敗して──あたしが死ぬかもしれない」

　思っていたよりも、あっさりと言えたことに我がことながら驚く。

　ならばもう、こういうことなのだ。

「でも、あたしは──覚悟を決めた。逃げるのはやめる。おにーさんは、どうする？」

「もう答えただろ？　──その勝負、のってやる」

　対する真夜の答えは、やはり早かった。

「……くふ、おにーさんってば本当、大当たり」

　まさか逃亡生活の果てに、こんな面白い人を引き当てるとは思いもしなかった。

　──玖印が真夜に辿たどり着いたのは、本当に偶然だった。

　逃亡生活の最中、不思議な匂においを嗅かぎつけたのが、きっかけだ。

　元々目指す先もない逃亡生活。匂いを辿たどり、無数の人を嗅ぎ──真しん夜やに出会った。

　近づいてわかったのは、それが真夜単体ではなく音ね々ね子ことやりとりされている匂いだということ。おそらく自分が〝匂い〟と認識しているだけで、本来は違うものなのだろう。

　人とも魔導機書レトヴイワールとも魔法使いとも違う、真夜と音々子から感じる不思議な匂かんいけい。だが妙に落ち着き、一時でも痛みを忘れさせる匂いに、玖く印いんは当たりを感じた。

　そして実際、彼は当たりどころではなく、大当たりで。今や玖印の問題を解決しようとすらしてくれている。

　……いいよ、おにーさん。すっごくいい。好きになっちゃいそうだよ。

　大当たりを引いたとはいえ、問題は山積している。だが、玖印は自然と浮かんでくる感情のままに、満面の笑みを浮かべる。

　空元気？　諦てい観かん？　──違う。

　これほどの逆境、ギリギリまで──文字通り、身を削る行こう為い。

　……すごく、ゾクゾクする……！

　えもいわれぬ快感に身を震わせながら、玖印は思う。未来を思う。

　除去されれば、もう一度妹たちに会いにいけるかもしれない。もう、彼女たちを傷つける心配はないのだから。

　でも、妹たちもマスターも信じずに逃げ出した自分を、みんなは許してくれるだろうか。

　……もっとも、と玖印は口端から息を吐く。

　どんな妄想みらいも心配も、〝成功すれば〟の話だ。

　だけど、たとえ失敗しても……そう、玖印の思考が及んだときだった。

「──待ってください!!」

　鋭い叫びが響き渡った。







　音々子は、思わず叫んでいた。

「待ってください！　どうして、そんなに分の悪い賭かけに挑むんですか!?」

　真夜が結ゆ愛あを救おうとするのはわかる。

　結愛のために、そして真夜自身が助けたいがために、ロコを助けるのもわかる。

　なにより自分は、そんな真夜の意志を尊重する。

　……お二人を助けたいのは、わたしも一緒です。ですが、

「獣化した玖印がどれほどのものか、一端とはいえ、わたしたちは見たじゃないですか」

　デートに出かけたときのことだ。

　轟ごう音おんから数分とたっていないにもかかわらず──巨獣の現れた区画は、爆撃でもされたかと思うほどの有様に変へん貌ぼうしていた。

　ゆえに、ゆえにこそだ。

「玖く印いんと戦わない、という選択肢もあります。その場合──ロコが死ぬだけですみます」

　……ごめんなさい、ロコ。残酷な言葉に、音ね々ね子こは内心で謝罪する。

　だが、真しん夜やと共に〝永遠〟を歩むことが愛だと──自分の愛の形だと理解する音々子にとって、真夜の命はなによりも優先される。

　──言いたくもないことを、言わざるを得ないほどに。

「ダメだ、音々子。それだと、結ゆ愛あを完かん璧ぺきに救うことにはならない」

　真夜がそう言うだろうことはわかっていた。しかし、音々子は唇を嚙かんで続ける。

　真夜に疎まれてもいい。ロコに憎まれてもいい。玖印に呆あきれられてもいい。

　自分勝手なのはわかっている。だけど、真夜にこれ以上死んで欲しくないから──そう、心に鍵かぎをかけ感情を顔に表さぬよう告げる。

「では、真夜さん。ロコを救うために玖印と戦えばどうなるか、わかりますか」

「どうなるもこうなるも……」

「結果は三つです」

　真夜の言葉を遮り、指を三本立てる。

「一つ、玖印を倒せず──ロコに真夜さんにわたしに……戦った全員が死に、玖印だけが生き残る。

　二つ、玖印を倒せたものの、バグの除去に失敗──最低でも玖印とロコが死に、戦闘でもっと死ぬかもしれません。

　三つ、玖印を倒し、バグの除去にも成功する──玖印もロコも助かりますが、戦闘で誰かが死ぬかもしれない」

　つまり、だ。

「獣化した玖印を倒し、バグの除去にも成功し、なおかつ戦闘で誰も死なない。これだけの条件を重ねて、ようやく『全員が助かる』という結果になるんです」

　この条件がどれほどの確率の上に導みちびかれるのか、考えるまでもない。

「一歩──いえ、半歩でも間違えれば、誰かが死ぬ。死ぬ人数が増える。あまりにもリスクが高すぎます。あまりにも──分が悪すぎます！」

　音々子は叫ぶ。あまりにも非合理的な行動だと。──だが、




「つまり──誰一人として死ななかったらいいんだろ？」




　なんの気負いもなく、至し極ごく当然と。それが当たり前だというように真夜が告げた。

　音々子の思考が一瞬、真っ白になる。しかし即座に理解する。

　真夜はこう言っているのだ。

『最高の結果以外、必要ない』──と。

　そう思考が及び、音々子は身体からだの力が抜けるのを感じた。

「もう……真夜さんったら。そこに至るまでがどれほど大変か、とお話ししてるんですよ」

「考えるまでもない。最高以外、全部が失敗なんだ」

　それに、と真しん夜やが音ね々ね子こに笑いかける。

「音々子だって、ロコや結ゆ愛あが死んだら悲しいんだろ？」

「そ、それはもちろんです！　できることなら死なせたくありません！」

「そういうことだ。結愛とロコの命のために、音々子に悲しい思いをさせないために──俺が命を賭かけるには十分すぎる理由だ」

　……なるほど、たしかに真夜さんはこういう人でしたね。

　音々子は苦笑する。

　だからこそ自分は彼に惹ひかれ、愛を語らい、愛を交わしあったのだ。

　……ならわたしは、真夜さんのためにできることをするだけです。

　真夜を信じついていく。彼をこれ以上、死なせないように守り抜く。

　そう思い、決意を新たにし──しかし、と引っ掛かるものを感じた。

　真夜の答えはいい。こういう人だ。大好きです真夜さん。

　ロコも、自分を助けようとしているのだから、選ぶことができる立場にない。だが、

「──では、玖く印いん。あなたはどうなんですか？」

「んぅ？　あたし？」

「あなただけは、完全に部外者です。わたしたちに関かかわらなくても、たとえここでバグを除去できなくとも、少なくとも生きていくことはできる。なのに、どうしてわざわざ命を賭けようとするんですか」

「あー……それを訊きいちゃう？　おねーさん、それは野や暮ぼってものじゃない？」

「真夜さんが命を賭けるんです。不確定要素は、全すべて潰つぶしておきませんと」

　──という思いも、当然ある。だが同時に、音々子は玖印の言動に違和感を覚えていた。

　これまでの玖印は、ある種〝自分本位〟だった。

　自らの欲望のためだけに真夜をからかい、用が済んだら途中だろうとさっさと帰る。

　……ですが、今日の玖印は違います。

　自らが死ぬかもしれないリスクを覚悟で、ロコを助けようとしている。

　玖印の抱える問題の解決など、死のリスクに比すれば考えるべくもない。数秒前に音々子自身が言った通り、問バ題グを放ほうっておいても死にはしないのだから。

　自分本位から、本当の意味で他者を思いやるようになった。音々子はそう感じた。

　根拠のない直感だ。それでも、この無視できない違和感が訴える。

　これはきっと、音々子が求める──

「ならそうだねー、あたしを倒せたら教えてあげるよ。……ああ、でも」

　玖印が笑う。口端を歪ゆがめ、目を細め、嘲あざけり嗤わらう。

「そんなに迷ってるようじゃ、あたしに勝つなんて無理かな？　──全員、殺しちゃうよ」

　見え透いた挑発だ。その言葉に噓うそも、虚勢すらもない。

　淡々と、十二分にあり得る事実を告げる玖印の瞳ひとみは──しかし。

「まあ、せいぜい頑張ってね。おにーさん、おねーさん」

　挑発にしては──あまりにも、穏やかだった。

　誰かを殺して生き残るのではない。なにかを期待して、未来へと向けられていた。

　……そうですね。やっぱり、そうなんですね。

　音ね々ね子こは自らの感じた違和感の正体に確信を持つ。

　これは片へん鱗りんだ。玖く印いんが命を賭かけても挑む理由。

　それはおそらく──〝玖印の愛〟ゆえに。

　音々子がその理解を至上命題とされ、真しん夜やと共に探していこうと誓った、愛の形の一つ。

　なら──

「わかりました。では──答えを聞くまで、死なせませんから」







　真夜は、玖印がきょとんとして、そのまま笑い出すのを見た。

「お、おねーさん、本当に大丈夫？　あたしが殺しちゃうって言ってるんだよ？」

　玖印が腹を抱えて笑う。意味がわからない、と。

　しかし真夜には、音々子の真意がしっかりと伝わっていた。

　音々子が自分を含む真夜たちが殺されるのを選択することなど、当然あり得ない。

　その上で、この発言だ。それはつまり、

　……誰一人──玖印を含めた誰一人として殺させないし、死なせない。

　音々子は、そう言っているのだ。

　それが理解できたのかどうなのか、ひとしきり笑った玖印が嚙かみしめるように呟つぶやいた。

「くふ。本当に、おにーさんはいいなあ。周りに恵まれてるよ」

　そして不意に、何もない傍らへと視線を向けた。

「それで、そこにいるおねーさんはどうするの？　おねーさんもあたしと戦う？」

「……気づいてたのね」

　途端、薄氷の欠片かけらが吹雪のように河原の一角で渦を巻いた。

　風景から滲にじみ出すように、忽こつ然ぜんと玖印とロコの間に冷れい香かの姿が現れる。

　魔法の残ざん滓しが雪のように舞い散る中、冷香が口を開いた。

「いつから？」

　不機嫌そうな冷香に、真夜は玖印と音々子、さらにはロコとも顔を見合わせ、

「おにーさんたちが来た、ちょっと後からずっといたよね？　かくれんぼ？」

「というより、あの程度のお粗末な魔法でわたしの目を欺けるとでも？」

「レーカの魔法は、見慣れてる」

「俺でも気づいたぞ？　だけど口を挟まないし、流れに身を任せる感じかと」

「全員気づいてたってことじゃないの!?　なによこれ、とんだ道化じゃない！　未完の魔導機書レトヴイワールはともかく、真夜にまで見破られてたなんて、自信なくすわよ……!?」

　だが、頭を抱えてうなだれる冷れい香かに、真しん夜やは薄笑いを浮かべて告げる。

「おいおい、そりゃ困るぞ。なにせ、おまえも玖く印いんと戦う頭数に入れてるんだからな」

「はあ!?　なに勝手に人の命まで賭かけてるのよ!?」

「友人の頼みだ。な？」

「自分で言ったことだけど、そう言えばなんでもすると思ったら大間違いよ……！」

　冷香が頰ほおをひくつかせる。

　しかし怒りの表情は数秒と続かず、大きなため息とともに呆あきれへと変わった。

「ま、反発しても仕方ないわね。ロコの──アタシの娘のためだもの」

「じゃあ、おねーさんがロコおねーさんの元マスターなんだ？」

「名な広ひろ冷香よ。覚えておきなさい。ウチのロコが世話になるわね」

「……冷香おねーさんも、もう勝った気でいるの？　あたし強いよ？」

「当然。やるからには勝つわよ。ってか、もう降りられないでしょ、この状況じゃ」

　冷香が肩をすくめる。

　そして真夜と音ね々ね子こを横目に、自信満々の小娘くいんを鼻で笑う。

「あなたも侮らない方がいいわよ。相手はなにせ、伝説の未完の魔導機書と、それを操る人外バケモノなんだから」

「バケモノとはひど言い様だな」

「あら、それでもいいって言ってたのは、あなたでしょう？」

「違いない」

　真夜は笑う。バケモノだろうと人外だろうと、音々子を守れるならそれでいい。

　そしてできることならば周りの人たちも。望む全すべてを、この力で守り通す。

　強欲？　──結構。愛のためならば、どこまでも貪どん欲よくに強欲になろう。

　力の使い道がぶれている？　──否いな。これだって、音々子のために繫つながることだ。

　兄として妹のために。この命は音々子のために。

　音々子を──愛いとしい人を、害する全てから守るために。

　ロコという友人を。そして〝真夜さんの妹〟ではなく、〝結ゆ愛あさん〟として心配するように──ようやく正しい意味で興味を持ち始めた結愛を失う、そんな心の傷から守り抜く。

　……失えば悲しむのは俺だけじゃない。音々子だって、そうなんだ。

　だから、と真夜は愛しい音々子を抱き寄せ、彼女から抱きしめられるに任せ、玖印へと宣言する。

「──かかってこい、玖印。そう簡単に俺たちを殺せると思うなよ」





　　　　◆






　次の瞬間、真夜は玖印の身体からだが変化するのを見た。

「くふ……くふふふふふふふ……っ!!」

　心底おかしそうに笑う玖く印いんの身体からだが、金の光となって解ほどけていく。

「おにーさんもおねーさんも、みんなみんな、アレを倒せることが前提みたいに話すんだもんなあ。──そう簡単にあの獣が殺せるなら、誰も悩んでないんだよ」

　無数の光の帯と化した玖印が、空気を震わせ音こえを響かせる。

　光の帯は今や河原を覆い尽くさんばかりの膨大量だ。それでも、光帯の放出は止やまない。

　小さな玖印の身体が解けたとは思えないほどの光帯が、さらに数十倍──いや、数百倍を優に超える膨張を見せ──瞬時、収束が始まった。

　九つに分かれた太い尾を、死神の鎌かまを思わせる巨大な爪つめを、切断機械チエーンソーじみた鋭い牙きばを。

　狐きつねに似た──だが民家など遥はるかに越す、この世に在らざる巨獣の形骸からだが編み上がる。

　燃えさかる夕日を背に地上を睥へい睨げいする巨獣は、さながら伝承に描かれる九尾の狐か。

　街を騒がせた獣。玖印のバグに侵された姿。魔法によって編み上げられた異形の獣が、土と石を巻き上げながら河原へと巨体を落とし──童女のあどけない声で鳴いた。

『────あたしを殺してみせてね、おにーさん』




　──瞬間、すでに真しん夜やは動いていた。

　狙ねらうは一点。視覚に嗅きゆう覚かく、感覚器が集中している、巨獣の頭部。

　巨獣の頭部は下部ですら地面から十メートル近い。それでも真夜には、確信があった。

　巨獣の下へ潜り込むように、前足を蹴けり、三角跳びの要領で身体を跳ね上げる。人間ならば飛べて数メートル。だが、真夜の身体は易やす々やすとその身を巨獣の頭部へと届かせる。

　アッパーカットのように拳こぶしを振り上げる。瞬間、感じたのはやわらかな毛並みではなく、鋼鉄を殴りつけたかのような鈍い痛みと硬い押し返し。

「っっらぁ!!」

　しかし、かまわず真夜は腕に力をこめる。拳を振り抜く。

　同時、耐えきれぬとばかりに頭部が跳ね上がり──巨獣の首が上方へ直角に折れた。

　……やれるとは思ったけど……ここまで人間離れしてたとはな。

　真夜は反動で高速の落下軌道に入りながら、内心で呆あきれのため息を吐ついた。

　そして視線を上げた先、不意にそれを見た。

　目の前に──極厚の刃やいばが迫っているのを、だ。

　視界の端に映った巨獣の頭部は折れたままこちらを見ておらず、しかし寸分の狂いなく三本の極厚の鎌じみた爪が真夜へと振り下ろされる。

　しかし、真夜は焦りもなく鋭い先端をただ眺める。かまえる必要もない。なぜなら、

「──おや、意外と遅いですね」

　刹せつ那な、鈍にび色いろの刃が、白のドレスと入れ替わった。

　突如吹き荒れた暴風に押され、転がるように着地した真夜に見えたのは、その瞬間だけ。音ね々ね子こが横合いから巨獣の前足を蹴り──彼方かなたへと吹き飛ばした瞬間だけだった。

　自らの巻き起こした暴風も意に介さず、音々子が真夜に並んで優雅に着地する。

「頭部と、身体からだが伸びきった瞬間の攻撃……さて、どうなるでしょうか」

「これで終わってくれると助かるんだけどな」

　打ち合わせもなく時間差攻撃コンビネーシヨンを決めた二人が、視線も険しく遠くを見やる。

　そこには、先程吹き飛ばされた巨獣がおり──しかし、

「どうやら……二人がかりでも、そう簡単には帰らせてくれないみたいだ」

　その頭部にも蹴り飛ばされた前足にも、ダメージらしいダメージは見受けられなかった。

　十分に致命傷たりえた折れた頸けい部ぶすら、煩わしそうな首の一回しで元の位置を取り戻す。

「……音ね々ね子こ、全力で蹴ったんだよな？」

「です。まあ、死にはしないでしょう、くらいの気持ちで」

　しかしそれでも、足を引きずることすらなく、巨獣はのそりのそりと歩を進めている。

「仕方がありません。これだと手加減ができないのですが────呼出コール《原初の輪アンノウン》」

　音々子が魔法を呼ぶ。彼女の周囲に全すべてを喰くらい無に帰す黒球が現れ──次の瞬間。

　巨獣が、消えた。

　真しん夜やがそのことを理解するよりも早く、空気が圧力となって彼の身体を打撃した。

　それは真夜の側面を、そして刹せつ那なの差で背後から。押しのけられた空気が、先程の音々子の蹴りなど比にならぬ猛もう烈れつな暴風となり、真夜の身体を打ち据える。

　……なにが、起きた……!?

　考えるよりも先に、轟ごう音おんが背後から響く。真夜は反射的に振り返り──

　橋の崩落を、目にした。

　鉄骨とコンクリに固められた巨大な橋が膨大な粉ふん塵じんを巻き上げ、荒々しく崩れ落ちる。

　落下する瓦が礫れきが作るカーテンの向こう。そこに、巨獣がいた。大地に割れ目を刻み、巨獣がその長大な爪つめで制動をかけている。

　それだけで十分だった。真夜は理解した。理解させられた。

　あの巨獣は、遥はるかとすら言える彼方かなたから、視認も許さぬ速度で駆け抜けたのだ──ただの余波で橋を易やす々やすと落とし、制動だけで地を割る威力を伴って。

　そこまで理解して──直後にようやく、一瞬前まで巨獣が居た場所に〝黒〟が着弾した。

　真夜はドッと吹き出す冷や汗もそのままに、自然と震える声で呟つぶやく。

「……おいおい。なんだよこれ……あまりにもデタラメすぎるだろ!?」

「だから言ったじゃないですかぁ！　戦うのはやめましょうって！」

　音々子が──あの音々子すら、焦った様子で手を上下に振る。

「音々子……勝算ってある？」

「……バグ除去と考えず、完かん璧ぺきに消し去ることに全力を注いで──五分五分、でしょうか」

「いやいやいや……なんだよ、その不条理の中のさらなる不条理は……」

　音々子を筆頭に冷れい香かやロコも大概だったが、玖く印いんはまさに次元が違う。

　汎用性ではない。攻撃に──獣の本能たる狩猟に、特化しているのだ。

　真夜が遠い目で見やる先、制動を終えた巨獣がゆっくりと真夜たちに向き直る。












　獲物がまだ生きていることに、わずかに首を傾かしげ──だが、即座に大地がへこみ、

「真しん夜やさん！」「音ね々ね子こ！」

　警告の叫びを上げながら下がった瞬間、二人の間を突風が突き抜け──同時。

　真夜の腕が、消し飛んだ。

「っぐぁああああああああぁああああああああああ!!」

「真夜さん!?」

　回避しきったらしき音々子が、肩から血を噴き出す真夜に目を見開く。

　常人ならばショック死してもおかしくない傷、出血量。だが、真夜は人間にあらず。ゆえに血霧となって消し飛んだ腕すらも、

「────箇所再構成リロード!!」

　音々子の──真夜の本質を有する、彼の身体からだを再構成した張本人の意志で姿を取り戻す。

「真夜さん！」

「いってぇ……ありがとう、音々子。痛みでおかしくなるかと思った……」

「あまり無む茶ちやはしないでください。破損箇所だけの再構成とはいえ、再構成の度に、真夜さんの身体は歪ゆがんだ本質に侵されていくんですから」

　その結果の行き着く末は、聞かされている。

　すなわち──存在の死。

　だが、それでも真夜は立ち上がる。そのことが音々子もわかっているだけに、

「……よくも真しん夜やさんを……！」

　音ね々ね子こが瞳ひとみから光を消し、巨獣を見据える。

　呼び出すは最強最大。全すべてを消し去る広域殲せん滅めつ魔法。

　全てを知らぬと、ただ愛いとしい主に傷を負わせたものを消し去ろうとし──

「やめろ、音々子」

「──っ」

　主の言葉に、口を閉じた。

「消すのはダメだ。この戦いを始めた意味がなくなる」

　殺すが、消さない。

　表に出ている巨獣を殺す必要はあるが、存在として玖く印いんと巨獣は同一なのだ。ゆえに消してしまっては意味がなくなる。

「……すみません。カッとなってしまいました」

「いいさ。俺も同じ立場ならどうなるかわからない」

　再構成された腕で音々子の頭をぽんぽんとなで、真夜は振り返る巨獣を睨にらむ。

　……一度目は、狙ねらいが甘かった。だけど、巨獣は即座に修正して──今度は当ててきた。

　あの巨体ゆえか速度ゆえか、直線的で小回りもきかず、制動に距離を必要とするようだが……この理不尽に対して、はたしてその程度が幸いと言えるかどうか。なにしろ、

「あの速度に、どうやって魔法を当てりゃいいんだよ……」

「──はあ？　なにバカなこと言ってるのよ」

　その声は、上から聞こえた。

　土手の上、河原の真夜たちから距離を置き見下ろし、冷れい香かが言う。

「ロコは離れた場所に逃がしたわ。どうせ今のあの子の魔力じゃ戦えないもの」

　でも、と冷香が笑う──嗤わらう。

「あたしは──別よ？」

　瞬間、真夜はゾッと背に悪寒が走るのを感じ、本能の命じるままに駆けだした。

　音々子と共に冷香が居る土手上──安全地帯へと上り、直後。

「囮おとりお疲れ様、お二人さん」

　──河原が、凍いてついた。

　河原も、川も、対岸の土手までも。冷香と真夜、音々子のいる一部以外を除き、見える範囲全てが内部から凍てつき動きを止めた。そして次の瞬間、

「当たらない？　──当てればいいのよ。動ける範囲、全てを効果範囲にして、ね」

　全てが、砕け散った。

　石の一片、草の一本、虫の一匹、全てが粒子レベルに破砕され──だが、終わらない。

　名な広ひろ冷香という魔法使いは、そこまで甘くない。

「術式解放タスクパージ────《冷園の華ロンド・レイド》」

　流れるように冷香が詠うたい──砕け舞い散る霧のごとき膨大量の氷片が、一斉に起爆した。

　まさに絨じゆう毯たん爆撃。地形を変え、川の流れすら変え、熱と圧力が辺りを焼き尽くす。

「はっ、これならどれだけ速くても、避よけようがないでしょう！」

「あのー、冷れい香かさんや？　……ちなみに効果範囲ってどこまで？」

「あん？　──玖く印いんを中心に五キロ四方よ。よかったわね、人気のない場所で」

　……こっわ！　この女超怖い……！

　さらりと言ってのける冷香に、真しん夜やは戦せん慄りつと同時に頼もしさを覚える。

　敵に回したときはあれほど厄介で意地が悪くて、結局一度殺されたが、味方に回るとその性格の悪さがこれほど頼もしいとは。

「真夜、あなたなにか変なこと考えてるでしょう」

「さすがにこれなら、あの状態の玖印でもタダじゃすまないだろうなって」

「当然よ」

　あっさりと騙だまされてくれた冷香が、自信満々に口角を上げて拳こぶしを握る。

「全域を凍らせてから破砕。さらに氷片を媒介に爆発させたのよ。どれだけ外殻が硬くとも、絶対零度からの金属をも蒸発させる熱変化に耐えられるはず──」

　言葉の最中、風が動いた。

　粉ふん塵じんと白煙の混じり合った靄もやを払い、巨獣がゆらりと身体からだを晒さらす。だが、その姿は、

「……おい。耐えられるはずが……どうした？」

「不思議ですね～。わたしには、玖印が──無傷に見えるのですが」

「──冗談でしょ!?」

　冷香が叫んだ。目の前の光景が信じられないと、ぽかんと口を開けて目を見開く。

「あれで無傷!?　対象の跡形も残らないから、そうそう使えない大規模儀式魔法よ!?」

「音ね々ね子こといい、おまえといい、獣どころか玖印まで殺すつもりだな!?　そうなんだな!?」

　さっと音々子と冷香が目をそらす。しかし音々子の視線はすぐに巨獣の周囲へと戻り、

「魔法が効かなかった原因は……おそらく、あれかと」

　音々子が示す先。水気を落とすように身体を振るう巨獣を、薄い膜が包み込んでいた。

　一つ一つは、金色に輝く光の帯だ。それがまるで巨獣を中心とした天球儀のように繫つながり回り、薄膜を形成していた。

　その正体に気づいた冷香が、喘あえぐように呟つぶやいた。

「まさか……膨大な魔力任せに魔法を消し飛ばしたっていうの……!?」

「どういうことだ？」

「あなたもさっき見たでしょう。あの光は巨獣くいんの身体を構成しているのと同じもの、純粋な魔力──原初のエネルギーの塊。それが、あれだけの濃度、量で覆ってるのよ」

　つまり、と冷香は奥歯を嚙かみしめ、その絶望的な意味を告げた。

「魔力同士が干渉し合い、魔力場フイールドに阻まれて──魔法は、一切が中に届かない」

「…………」

　沈黙が、三人を包み込んだ。そしてふと、真夜は今更の疑問を覚える。

「そもそも──どこまでやれば、獣を殺したってことになるんだ？」

　首をへし折っても、即座に再生するような異形だ。ならば……と思った真しん夜やに、音ね々ね子こが微妙な顔で応こたえた。

「物理的損傷に効果はないようですので……本来、魔導機書レトヴイワールの核がある位置──身体からだの中央を魔法で破壊すれば、いくらあの状態の玖く印いんでも動きは止まるかと思いますが……」

「玖印への影響が未知数、ってところ？　だいたい身体を穿うがつなんて言っても……ねえ？」

「それだけの高威力な魔法が当てられないし、中まで通らない、か」

　物理攻撃は致命打とならず、魔法は当たらず、当たっても魔力場で防がれる。

　……なら、どうする？　どうすればいい。

　だが考える時間は、与えられなかった。

　粉ふん塵じんを落とそうと身体を振るっていた巨獣が、再びの疾走を開始したのだ。しかし、

　……巨獣の動きが、遅くなってる……!?

　真夜の目には始まりと終わりしか見えなかった巨獣の挙動が、コマ落ちのように捉とらえられるようになっていた。

　しかしそれは、ダメージによる遅延ではない。むしろ、

「わたしたち相手には、この速度で十分ということですか……！」

　そう。見えるようになったとはいえ、それは反応できるようになった程度のものだ。

　当然、魔法使いとはいえただの人間である冷れい香かは言うに及ばず、音々子ですらも、

「これは、厄介ですね……っ」

　額に汗をにじませた音々子が真夜を腕に抱き冷香の襟首を摑つかみ、瞬発する。土手の斜面に深い足跡を刻み、転移じみた速度で巨獣の射線から外れる。

　直後、真夜たちの脇を威力が突き抜けた。

　避よけた。避けられる。

　だが、思った直後だ。巨獣が爪つめを地面に突き立て、地を割り、

「飛んだ……!?」

　何トンあるのかもわからない巨獣が、慣性に任せて宙を舞った。

　夕日を覆い隠し地上に闇やみを落とし、巨獣が即座に反転する。

　九つの太い尾をバランサーとしての宙返りは、ラグが一秒あったかどうか。獣毛に覆われた四つ足が再び地を摑み、頭を、牙きばを、爪を、真夜たちに正対させる。

　──巨獣の猛攻が、始まった。




　最新の魔導機書。

　玖印は──巨獣は、そう嘯うそぶきながらも、魔導機書の機書たる由縁──魔法を使うこともなく、力任せに原始的な攻撃だけを繰り返す。

　それは獣バグとして理性を失っているからなのか、元より内蔵魔法が戦闘向きではないのか。

　だが、真夜は実感として思う。こいつに──魔法は必要ない。

　音ね々ね子こすらも上回る性能任せの圧倒的な力で、全すべてをねじ伏せることができるのだ。

　まさに縦横無尽。前後左右、ありとあらゆる方向から巨獣の攻撃が襲いかかる。

　牙きばに爪つめは言わずもがな。太い尾すらも、この速度域ではかすっただけで容易たやすく致命傷だ。

「……音々子、これってマズイよな」

「マズイですね」

　すれ違う一瞬、音々子と言葉を交わす。

　速度が僅わずかながら落ちたことで、音々子だけでなく真しん夜やも独力で回避できるようになっている。そして、身体ベースが人間の冷れい香かも、

「マズイなんてもんじゃないわよ！　身体強化だって、永遠に続くわけじゃないのよ!?」

　身体からだを強化することで、なんとか回避が成っている。だが、

「──誘導されてますね。回避できる範囲が限定されてます」

　音々子の声は先程よりも近い。それは言葉の証明だ。

　すでに巨獣の攻撃は直線ではない。

　無数の直線が角度をずらし重ねられ、曲線を描く。

　踏み込みと制動、着地の度に土煙と暴風が吹き荒れ、今や攻撃は竜巻のように真夜たちを囲んでいた。

　僅かでも触れれば挽肉ミンチと化す竜巻ミキサーに閉じ込められ、しかし刃を躱かわせる範囲も、じわじわと狭まっていく。

　獣だ。単純な力と速度に任せた攻撃。しかしそこに追い込みが加われば、それはもはや、

「──狩猟。玖く印いんにとってわたしたちは、ただの獲物というわけですか」

「あんの狐きつね幼女……！　どこが理性がないよ！　しっかり賢いじゃない！」

「玖印のモチーフは狐──狩猟動物です。こうやって獲物を追い詰めることすら、理性ではなく本能に刻み込まれているのでしょう」

「反則だろそれは!?」

　回避を始めて一分足らず。真夜と音々子だけでなく、冷香とすらも普通に会話が可能な距離になる。なってしまう。

　そして、ついに、

「──っ!?」

　トン、と真夜の背が音々子の背と触れあった。

　さらに、横合いから肩に触れるのは冷香の背中だろう。

　振り返るまでもなく、三人が同時に理解した。

　──もはや、逃げ場がない。

　これこそ巨獣の狙ねらい。一体ながらも、速度ゆえに前後左右、上下すらも同時に塞ふさぎ──動けぬ真夜たちに、肉どころか骨すら容易たやすく切断する極厚の爪が振り下ろされる。

　瞬間。真夜は身を盾にすべく、音々子に覆い被かぶさろうとし──それを見た。

「ああもう──鬱うつ陶とうしいのよ!!」

　叫び、冷れい香かが腕を振るった先に、氷の壁が幾枚も幾枚も立ち上がるのを、だ。

　真しん夜やも覚えがある、冷香の魔法だ。《原初の輪アンノウン》すら複数枚で防いだ凍結空間の氷壁は、だが一瞬で数十枚が砕かれる。

　それでも、爪つめの速度が僅わずかずつ減衰し──残り数枚で進行が止まる。

「……冷香、おまえって本当にすごい魔法使いだったんだな」

「なにわかりきったこと言ってんのよ！　だいたい、これは奥の手よ！」

　しかし、攻撃を防いだ冷香の顔は苦渋に満ちていた。

「使えるなら最初から使ってるっての！　防御ってのは、足を止めて防ぐものよ。僅かでも計算が狂って破られれば、いい的になる」

　だが、すでに回避できる時間は終わった。ならば、

「足を止めた──止めさせられた以上、もう防ぐしかないわ！　ギリギリまでアタシが守ってやるから、あなたたちがどうにかしなさい！」

「どうにかって……」

「なんでもいいわよ！　物理攻撃無効、魔法無効、そもそも速すぎて生半可な攻撃じゃ当てようもない！　それでも、あなたたちなら、どうにかできるでしょう!?」

　叫びながらも、冷香は無数の氷壁を展開し巨獣の猛攻を防ぐ。

　獣に特有の、人間とは異なる間の使い方。それが四つ足の獣がもつ間合いと合わさるだけでも脅威だが、巨獣はそこに人知を越えた圧倒的な速度と巨体を追加してくる。

　結果として生じるのは、完全不規則ランダムな致死の暴風だ。

　爪の先端は音速を易やす々やすと突破し、三人の周囲に大気の小爆発を連続させる。だが、

「この程度が、どうしたっていうのよ……!!」

　冷香は全方位が見えているのかと思う精度と速度で、爪も牙きばも、残像すら遅れる巨獣の攻撃、その一切合切を防ぎ続ける。

　それがどれほどの神業か。真夜だけでなく音ね々ね子こすらも息を吞のむ。

　しかし同時に、それがいつまでも続くものではないと理解する。

　僅わずかずつ僅かずつ、だが確実に巨獣が一度の攻撃で破壊する氷壁の数が増えているのだ。

「音々子、なにか手は……」

「……《終ノ始リエンドロール》なら、魔力場も関係なく──終わらせられます」

《終ノ始リ》──全すべてに終わりを引き寄せ、無に上書きする、音々子の切り札。

　だが、音々子が手を示しながらも唇を嚙かむ理由は単純だ。

　……獣を殺すのではなく──玖く印いんごと全てを消すしかない、ってことか……っ。

　だが、それではこの戦いを始めた意味がなくなってしまう。

　音々子の言った通りだ。どちらにせよ──死ぬ人数が変わるだけ。

　玖印もロコも結ゆ愛あも、音々子も自分も冷香も、全員が助かる未来を摑つかむ。それが真夜の望みであり──だが、もはや最高の結果だけを求められる段階ではなくなっていた。

　冷香が、焦りに満ちた叫びを上げた。

「──マズ……ッ!!」

　至近の氷壁が、砕かれた。それだけなら無数に繰り返されている。だが、直後。巨獣がこれまでとは異なる挙動を見せたことで、焦りの意味を知る。

　砕かれ、穴の空いた防御陣の隙すき間ま。一息と経たたず塞ふさがれるその隙間へ──さらなる速度と正確さをもって、爪つめが襲いかかった。

　それは無む理り矢や理りな挙動の変更で刃やいばを寝かせ、しかし巨獣の体積が膨大な空気を押しだし速度からの爆圧を生み出す。氷壁を展開する──冷れい香かの目の前で。

「──っ、あぁぁぁあああああああああああああああっっ!?」

　冷香の腕が、あり得ぬ方向へと折れ曲がった。

　爆圧を受け、関節を両手の指ほどに増やした腕が、血を撒まき散ちらしながら垂れ下がる。

　途端、冷香が倒れ、膨大に展開していた氷壁が制御を失い一斉に霧散した。

　その隙を逃す巨獣ではない。巨獣が後ろ足で立ち上がり、膂りよ力りよくに重力をも加え、両の前足を振り下ろす。

　倒れた冷香を確実に殺さんと振り下ろされる爪は音速を超え、爆音と圧力を轟とどろかせる。

「冷香……！」

　思考の速度すら遅く、赤熱した爪が空気を焼き、両足計六枚の禍まが々まがしく湾曲した爪が三人を捉とらえる──刹せつ那な、真しん夜やは見た。

　巨獣の背後。逆光の中、小さな影が飛ぶのを、だ。

　落ちる影は少女。風にワンピースを膨らませた彼女は、頭から兎ウサ耳ミミを生やしており──




「────レーカは……殺やらせない……っ!!」




　小さな影が──ロコが、巨獣の肩へ横合いから激突した。

　だが、巨獣はその程度では小揺るぎもしない。なにせ質量と威力が違いすぎる。

　ゆえに些さ事じに対し自動反射オートカウンターとして、巨獣は攻撃者を牙きばで捉えようとし──それを、見た。

　ロコが瞳ひとみから光を──生気を失わせ、力なく落ち行き、

「…………ありがとう、クイン」

　その瞬間、巨獣の動きが──止まった。

　受け身も取らず地面に叩たたきつけられるロコを追う金の獣眼が、見開かれる。

　だが瞳以外の全すべて。身体からだが、前足が──巨獣の爪が、動きを止めた。

　そして、同時に荒々しい暴風を払い、聞く者全てを魅了する涼やかな声が広がった。

「──ロコ、いい仕事をしましたね。あとで一〇秒だけ、真夜さんに抱きつくのを許可しましょう」







　音ね々ね子こは笑う。

　すでに存在を保つだけで精一杯。巨獣に追いつくほどの戦闘機動などすれば即座に消えてしんでもおかしくないロコの、末期の力を振り絞った一撃。

　……ですが、その意味は十分過ぎるほどにありましたよ。

　巨獣の動きを完全に止めた。あの程度で巨獣にダメージが入るはずもないが、なぜか止まった。致死の攻撃を止め、真しん夜やの宣言を守りきった。

　だから、と音ね々ね子こは決断した。今こそ使いどころだ、と。

　巨獣を見据え、音々子は笑う。

　悼むように、悲しむように。その実、一片の感情も宿さず、音々子が笑う。

　主だけを想おもい、ただただ主への愛のために。主への愛だけを宿し、音々子は呼ぶ。

　舞台の幕が下りるように、静かに音々子はスカートの裾すそをつまみ──終幕を告げた。




「────呼出コール《終ノ始リエンドロール》」




　瞬間──一つの世界が終わりを迎えた。

「未完の魔導機書！　あなた全すべてを台無しにするつもり!?」

　身をもって威力を知る冷れい香かが、腕の痛みもかまわずに叫ぶ。

　しかし、音々子はゆっくりと首を横に振った。

「──いいえ。わたしはこの機をずっと窺うかがっていたんです。来るのならば逃すまいと」

《終ノ始リエンドロール》は広域殲せん滅めつ魔法。有機物でも無機物でも、たとえ概念でも。全てに終わりを引き寄せ、存在を終わらせる魔法だ。魔力場に包まれていようと、関係はない。

　それは言い換えれば、全てを終わらせるのが大前提であり、逆になにかを残すのならば、逐一指定しなければならないということだ。

　ゆえにこそ、今の今まで使えなかった。《原初の輪アンノウン》すら追いつかない速度で動き回る巨獣の座標を指定できなかったために。

《終ノ始リ》の効果から──巨獣を除くために。

　対象は巨獣──玖く印いんではない。ただ唯一、彼を阻むもの──

「──っ!?　魔力場が消えた……!?」

　巨獣の周囲を覆う金の帯。純粋魔力による防御膜が──だけが、もともと無かったかのように、その光を消失させた。

　魔法を遮断する厄介極まる力場。巨獣が再度、魔力場を生成するのに一秒か、二秒か。

　音々子が次の魔法を呼ぶには早すぎ、冷香はすでに詠唱もできまい。

　しかし、十分だと音々子は笑う。

「──あとは頼みましたよ、真夜さん」







　真夜は、目前で金光の膜が消えるのを見た。

　巨獣の真下。音ね々ね子この意図を悟り、彼女の声よりも早く走り出していた真しん夜やが、巨獣の身体からだへと触れる。右手を押し当てる。

　そして声が、重なった。

「──あとは頼みましたよ、真夜さん」

「────呼出コール──《原初の輪アンノウン》──ッ!!」

　以心伝心。互いに通じ合う想おもいが、僅わずかな狂いもなく嚙かみ合う。

　現れた〝黒〟は真夜を吞のみ込むほどに──否いな、巨獣の胴幅すら超えるほどに大きく、魔力場を構築するよりも、巨獣が動くよりも早く──

「言ったろ、玖く印いん。──そう簡単に俺たちを殺せると思うなよ、って」

　巨獣の身体に──大穴を穿うがった。




　真夜は即座に巨獣の下から退避し、それを見た。

　巨獣は胴の大半を失い、それでも一度伸びのように身体を反らせる。

　しかし、頂点で糸が切れたように身体を震わせ──

　──地に倒れ伏した。





　　　　◆






　金の光が舞い散っていた。

　季節外れの蛍ほたるのように、河原を漂う光の粒は巨獣から発せられたものだ。

　力なく地面へと倒れ伏した巨獣が、文字通り崩れ落ちていく。その身を端から光の粒子へと変え、宙へと散らせ……しかし、拡散することなく、光が一点へと収束を始める。

　光が形作るのは、巨獣に比して遥はるかに小さな体たい軀く。狐きつね耳みみと木の葉型の尻尾しつぽを持つ幼女。

　大地へ仰あお向むけに横たわり人型に戻った玖印を見て、冷れい香かが半信半疑とばかりに呟つぶやく。

「倒した……のよね？」

「……わからない。ロコは？」

「ギリギリだけど、まだ生きてるわ」

　自身に鎮痛魔法をかけながらロコを抱き起こした冷香の言葉に、真夜は内心で安あん堵どする。

　あとは、玖印がどうなっているかだ。手て応ごたえはあった。身体も玖印ひとがたに戻った。だが、全すべてが想定外イレギユラーで始まったことだ。ここからどう転んでもおかしくない。

　真夜が睨にらむ先──しかし、玖印は再度獣化する気配を見せない。

　それどころかゆっくりと、だが確実に地面に手をついて身体を起こし始めるのを見て、真夜は今度こそ安堵の息を吐いた。

「ああ、そうだ。これで終わ──」




「って、ないんだよねー、これが」















　それは、今まさに身体からだを起こそうとしている玖く印いんの声だった。

　思わず注視した玖印の半ば起き上がった上体、真しん夜やたちに晒さらされた胸元は、

「玖印、おまえ──傷がそのままじゃねえか……！」

「くふ、おにーさんたちがあんまりにも強いもんだから、持ってかれちゃった」

　含み笑いをもらして、玖印が飄ひよう々ひようと言ってのける。

　その身体に──ちょうど巨獣に穿うがった致命傷と同じ位置に、無む理り矢や理り引き千切ったような大穴を晒しながら。

「やっぱり、こうなっちゃったかー」

「やっぱり、って……」

「ほら、音ね々ね子こおねーさんの提示してた結果。その二つ目だよ」

　二つ目。すなわち、玖印を倒せたものの──

「バグの除去に失敗した……ということですか」

　だが、玖印はゆっくりと首を横に振り、否定した。

「ううん。バグは除去できたよ。あたしには、はっきりとわかる。ぽっかりと、あたしの記述からだからなくなったのがわかる」

　そう言って玖印が視線を落とすのは、自身の身体。

　今もなお、金の光を散らしながらじわじわと直径を広げている、胸の大穴。

「では、どうして……！」

「──前提が間違っていたってことじゃないかしら」

　冷れい香かが眉み間けんに皺しわを寄せて呟つぶやいた。

「バグケモノを倒せば、除去できる。そう言っていたのは、あなたのマスターなのよね、玖く印いん」

「そーだよー。……ああ、そういうこと」

　胴体が上下にちぎれそうになりながらも平然としていた玖印が、ここにきて初めて苦々しく顔を歪ゆがめた。

「普通は、自分のところでバグの除去を行う。その前提で話すよね。──事前にも事後にも、自分マスターがなんらかの処置を行える状態で、って」

「っ……」

　そうだ。考えてみれば、当たり前の話だ。

　バグを除去する……などと言っていたが、それすらも本来、玖印の記述──玖印を構成する一部なのだ。それを破壊してしまえば、記述に穴が空き、完成形が崩れ去るのは道理。

　その真しん夜やの推測を裏付けるように、玖印の身体からだが端から崩れ始める。

　波に襲われる砂細工のように。金の光となり散っていく様は、先程巨獣が崩れ去るときに似ており──しかし今度は、収束せずに空へと昇っていく。

「……ごめんね」

　ぽつりと、玖印が呟いた。

「頼んでおいて、希望を持たせておいて、そのあたしが話した内容が間違ってたなんて、おにーさんたちには本当にいい迷惑だよね。そんなに、大おお怪け我がまでしちゃって」

「俺たちだって気づかなかったんだ。それはお互い様だろ」

「くふ、おにーさんは優しいなあ。惚ほれちゃいそうだよ。寝取りってやつ？」

　玖印がからかうように音ね々ね子こへと視線を向け、そのままロコへと移す。

「ロコおねーさん、もう限界も限界だと思うけど、こっちまで来てもらっていい？　あたしは動けないから」

「……ん」

　冷香に身体を支えられながら、ロコが玖印の側そばへと近寄る。

　なにを言うのか、一言たりとも聞き逃すまいと耳を近づけるロコへ、玖印が淡く微笑ほほえむ。

「ごめんね、一番期待させちゃったよね。だから……せめて残ってる魔力は、全部ロコおねーさんが吸収しちゃっていいよ。……ううん、もらってくれないかな」

「それだと、クインが……」

「あたしはもう、もたないよ。遅いか早いかの違い。なら、無為に消えていくよりも、ロコおねーさんに役立てて欲しいんだよ」

　だって、

「それで、大切な人の命を吸わなくても、しばらくは一緒にいても大丈夫なはずだよ。その間に、なにか手段が見つかるかもしれない……でしょ？」

　あたしには出来なかったけどね、と玖く印いんは自じ嘲ちようし、支えることも出来なくなったのか、乱暴に身体からだを地面に横たえた。

「ああ、でも……」

　玖印が空を仰ぐ。

　折しも降り始めた初雪が玖印の頰ほおへと落ち──しかし、雪は溶けず、頰に積もりだす。

　その意味するところに、真しん夜やの背筋を冷たいものが走った。

　……もう雪を溶かすほどの体温も残ってないのか。

　玖印自身、そのことはよくわかっているのだろう。諦あきらめたように、そっと息を吐き──しかし嬉うれしそうに、無邪気な幼子の顔で笑った。

「でも……これで、妹たちは助かる。おにーさんたちには悪いけど、妹たちだけは助けられた。あたしの治療デバツグなんて理由で、あたしが殺すこともなくなった」

　そして小さく、金の瞳ひとみから一滴の雫しずくがこぼれた。

「…………もう一度、会いたかったんだけどなあ」







　玖印の言葉から涙から、気づいた事実に音ね々ね子こは息を詰めた。

「玖印……あなたは妹たちのために、死ぬ可能性のある賭かけに出たというのですか……？」

「それも一つ、かな。……ロコおねーさんに気づかされた。あたしは、結局『死にたくない』ただそれだけで逃げてたんだって」

「……でも、クインは逃げなかった」

　ロコが、静かに涙を流す玖印の手を──すでに半ば形の失われた手を取る。

「だから、それは『妹たちのため』でいい……と思う」

「…………くふ、ロコおねーさんは、あたしなんかより、よっぽどおねーちゃんだなあ」

　玖印が笑い、ロコの手を握り返そうとして……しかし指の一本も動くことはなかった。

　だが、その顔はひたすらに穏やかで。戦う前、音々子たちを挑発しながらも見せた瞳と同じで──音々子は、理解した。

　……これが──玖印の〝愛〟なんですね。

　妹たちのために、自らを削ってでも、死の淵ふちに置いてでも耐え抜く。

　真夜の〝死〟とは似て非なる、〝自己犠牲〟とでもいうべき愛の形。

　……ですが、と音々子は出しかけた結論を保留する。

　玖印の行動は、判断は、〝自己犠牲〟だけでは足りない。

　本人も先程言っていた。〝死にたくない〟と。そして、それは──。

「──玖印」

　緩慢に振り向いた玖印は、すでに身体の大半を光の粒子へと変えている。

　全すべてを諦め、だが一つだけ叶かなった想おもいに、憑つき物ものが落ちたような穏やかさを見せる玖印を、音々子は優しく微笑ほほえんで見据え──言った。

「玖く印いん──なにを一人で、逃げようとしているんですか？」

「くふ、音ね々ね子こおねーさんってば、キツイこと言うなあ。これで、どうしろって？」

　玖印が腕を持ち上げようとして──腕が肩ごと光となって崩れ落ちた。

「ね？　だからこれは、逃げるんじゃなくて、ただ受け入れてるんだよ」

「そうですか。なら、それで結構です」

　音々子があっさり引き下がったことに、玖印がきょとんと目を丸くする。

　だが、音々子はすでに玖印を見ていない。

　見つめるのは、音々子の愛いとしい人、音々子の主──真しん夜やただ一人。

「──とのことですが、真夜さんのご意見は？」

「音々子と同じだ。まったくもって──バカらしい」

　真夜が鼻で笑い、そのことに音々子も笑みを浮かべる。

　同じ意見、同じ想おもい。ならば、伝えるのは自分の役目だ。

「音々子おねーさん、おにーさんも、いったいなにを……」

　戸惑う玖印へ、聞き分けのない子供へ言い聞かせるように、音々子は告げる。

「玖印。あなたがどれほど諦あきらめようと、ご自身の死を望もうとかまいません。ええ、ご自由にどうぞ。──ですが」

　真夜と再度、顔を見合わせる。視線を絡める。

　愛しい人の口端を上げた笑みに後押しされ、音々子は挑むように主の意志を告げる。

「わたしのマスターは、それを許さないそうですよ？」

「許さないって……」

「真夜さんも玖印も、それはロコであり、結ゆ愛あさんであり、妹さんたちであり──そんな誰も彼もを、〝誰も死なせたくない〟そう思ったからこそ、これほどの分が悪い賭かけに命を賭けたんじゃないんですか？　だったら、この程度で諦めてどうするんですか」

　立て続けの言葉に、玖印が言葉を失いただパクパクと口を閉じ開きする。

　酸素を求め喘あえぐような──生き残ることを求めるごとき仕草で、玖印が絞り出す。

「でも……でも……っ、もうあたしはこんなで……っ」

「そ、そうよ！　これ以上、なにができるっていうの！　もう玖印が消えるまで時間がない。ならせめて、彼女の言うように魔力だけでもロコに移して──」

「そうだな、時間がない。なにをしようにも、玖印の崩壊が早すぎる」

　淡々とした真夜の言葉に、冷れい香かがそれでも反論する。

「……わかってるんじゃない。たとえ、魔法で空間ごと玖印を凍結したところで、今度は介入できなくなる。解凍した瞬間に消え去るだけ。意味がないわ」

　だが、真夜は意に介することなく、つい、と視線を向ける。音々子へ、向けた。

「──できるな？」

「──当然です」

　自分へと向けられた視線を真まっ直すぐ見返し、音々子は即答する。

「あなたたち……なにをするつもりよ」

「──真しん夜やさんが、望むことを」

　望みを現実に、世界を歪ゆがめて結果を現出させる。それが──魔法。

　自分は真夜を主と仰ぐ魔導機書レトヴイワールで……いや、それよりも、この言葉の方が相応ふさわしい。

「夫のワガママを聞くのは──妻の役目ですから♪」

　そして、

「まだ、玖く印いんの口から答えを聞いてませんので」

「……くふっ、なにそれ。…………あー、もういいよ。なにかするなら好きにして。どっちみち、あたしはもうなにもできないから」

「ちょっと、玖印!?　ああもう、どうなっても知らないわよ!?」

　本人の言質は取った。冷れい香かも脇へと身体からだを退どけた。

　ならば、あとは──

「どうぞ、真夜さん」

　紅くれないの瞳ひとみは真まっ直すぐひたむきに、真夜だけを映し。

　真白き頰ほおを、己が主への信頼で朱に染め。

　桜色の唇から、厳粛なる誓いの調しらべをもって。

「────わたしを、使ってください」

　愛いとしき主が、叡えい智ちの解放を──宣言する。




「来いよ──未完の魔導機書ネストラネ・リワード・コア。主がお呼びだぞ」




　瞬間、白の奔流が迸ほとばしった。

　玖印から舞い散る金の光すら覆い隠し、全すべてを白に染め上げる。

　白光は線に、平面に、重なり厚みを増して直方体に──一冊の古書を形作る。

　禁じられし書物。『ψプサイ』の最高傑作。音ね々ね子この核──未完の魔導機書。

　無数の名を持つ書が真夜の手元へ現れ──自らその身を開いた。

　──真夜が詠うたう。終わりを、始まりを──彼女の、鍵かぎを。




「「《──其その銘な──《自在変異プログラマブル》────》」」




　声は二重。低音と高音、真夜と音々子。二人の声が重なり、響き──

「──玖印あなたの最後ピリオドはここではありません。これは途中コンマ。ここから、また始まるんです」

　世界を、染め上げた。







　冷香は広がった魔法が、世界を塗り替える瞬間を目の当たりにした。

　一瞬というのもおこがましい。気づいたときには、周囲の全すべてが薄青に包まれていた。

「なによ、これ……」

　かざした手の先、降っていた雪が止まっている──否いな。

「──鈍化です。止まってはいません」

　薄青の世界で、なお無む垢くな白を保ち続ける音ね々ね子こが、微笑を湛たたえて告げる。

「感情を鈍らせ我慢し、しかし僅わずかな力で爆発的に動き出す──〝願いまほう〟」

　音々子の言葉に、覚えがある。その性格に、思考に──論理しこうに。

　冷れい香かに理解が広がり、同時、真しん夜やが告げた。

「これは鈍化と加速の世界──ロコの世界だ」

　その言葉に、冷香の中で幾つもの事象が繫つながる。

　現在起きている現象、彼らの言葉、そして……自分が敗れたときの魔法。

「世界の塗り替え、再展開……いえ、違う──基幹式の、拡大解釈……!?」

「……さてね。理論なんてどうでもいいんだ。できるのなら、それでいい」

　ただ、と真夜が傍らの音々子の頭に手を置いた。

「これは、音々子が学んだ──ロコの愛まほうだ」

「学んだ……？　まさか──魔法を!?」

　冷香は驚きよう愕がくに思わず叫んでいた。

　魔導機書レトヴイワールは、完成してから追加も変更も出来ない。それが常識で、大前提だ。

　だが、真夜は今たしかに『学んだ』と言った。それも魔法を、だ。

　基幹式の拡大解釈という冷香の推測が当たっているのならば、音々子は──未完の魔導機書はロコの基幹式を学び、自己に取り込み、発展させたということになる。すなわち、

　……魔導機書が自分で学習、成長したっていうの……!?

「──そろそろいいか？」

　驚愕に喘あえぐ冷香へ、真夜が真剣な顔で言う。

「完全に止めたら、干渉できなくなる。冷香の言う通りだ。だから、鈍化させた。遅くはした。だけど──直せはしない。俺も音々子も、そういう魔法は識しらないんだ」

　真夜の言う意味はすぐにわかった。

　地面に膝ひざをつくロコの傍ら、玖く印いんの崩壊が目に見えて緩ゆるやかになっている。

　それは一見しただけでは止まっているようにすら見えるが、よく見れば、僅わずかにまだ金の光が散り続けている。そして、未完の魔導機書はこれを鈍化だと言っていた。

「真夜、あなたもしかして……」

「ああ。崩壊が早すぎるから──遅くした」

　たしかに単純なことだ。早いから遅くする。これ以上ないほどに、端的な思考だ。

　結果だけを求める。これ以上ないほどに──魔法使いらしい思考だ。

　……そうだったわね。こいつは、あたし以上に魔法使いらしい、天然物だったわ。

　呆あきれて言葉もでない。だが、動かないわけにはいかない。

　この場で、この瞬間に真しん夜やがなにを望んでいるのかが、わかる。どうしてただ遅くしただけで、安あん堵どしたような表情になっているのかが、わかってしまう。

「──あたしに、この魔法が続く間に玖く印いんを直せってことね？」

　真夜がニヤリと笑う。からかうような、しかし信頼のこもった笑みで、

「魔法と魔導機書レトヴイワールの研究に人生を費やしてきたと豪語する腕前、ここが発揮のしどころだ」

「無む茶ちや言ってくれるわね……！　どこの誰が書いたかもわからない魔導機書を、事前計測も無しで直せって言うの!?」

「そうだな。難しいだろうってのは、素人の俺だってわかる。他人の制作物を勝手にいじろうっていうんだ。それも、元以上に完かん璧ぺきな形に」

　だけど、と真夜が笑みを深めた。口角を上げ、口元で三日月を作り、

「──できるだろ？」

　……ああ、クソ。またしても忘れていた。こいつはただの使役者フユーラーなんかじゃない。色ボケの魔法使い見習いでもない。こいつは──

「──悪魔バケモノめ」

　罵ののしり、息を吸い、

「わかったわよ、やってやろうじゃないの……!!」

　冷れい香かは破れかぶれとばかりに吠ほえ、そのまま玖印に駆け寄ると──無造作に玖印の身体からだへ腕を突き込んだ。

「うっわ……えぐいことするね、冷香おねーさん」

「黙ってなさい。どうせあんた、もう自力じゃ核を出すことも出来ないんでしょう」

　玖印は己の核が電子記録媒体だと言っていた。冷香の知る書物ではなく、だ。それでも、魔導機書を形作る理論が同じならば、なにに記述されていようと内容は変わらない。

　未知に怯おびえる思考をそう無む理り矢や理りに叱しつ咤たし、指先で探る。だが、見つからない。

　……なら……っ。

　逆の手を──ぐちゃぐちゃに砕けた腕を玖印に突き込み──同化させる。

　冷香の血と体液と肉片が玖印に混じり合い、一時的むりやりに玖印の支配権をもぎ取る。

　結果として、残っていた腕の感覚がなくなり──だが、指先がその概念を摑つかみ取った。

　……見つけた！　ならここからはもう──侵入して復元リカバリするだけ。

　玖印のマスター？　知るものか。だが、その文体、癖、魔法の性質、方向性……全すべては今触れている集大成の中に入っている。

　だから、それら全てを──偽装する。玖印のマスターになりきり、バグではなく、本来書かれていたであろう記述で、玖印の身体を復元する。

「──はっ、なによ。簡単じゃない！」

　冷香が獰どう猛もうに笑う。一秒が一分に、一分が一〇分に引き延ばされるような感覚。

　五感が拡張され、実体なき玖印の核を実体として捉とらえ、直接改かい竄ざんする。

「……なあ、我ながら結構無茶言った気がするんだけど、どう思う？」

「あの、真しん夜やさん？　他人の書いた本を、読者に気づかれないよう完かん璧ぺきに中埋めすることが出来ると思いますか？　名な広ひろ冷れい香かが行っているのは、そういうことです」

「なんだ。やっぱりあいつ──トンデモないやつじゃないか」

　だが、たとえ冷香がこのまま成功させたとしても──状況は変わっていない。

「真夜、あなたわかってるんでしょうね！　玖く印いんの外装うつわだけなら、アタシが意地でも直してみせる。だけど、玖印の魔力はもうほとんどが流出したのよ!?」

　それが示す事実は、ロコが身をもって証明してる。

「中に入れる魔力がなければ、結局は変わらない。今度は──魔力切れによる死よ！」

「そう。だから──ずっと疑問だったんだ」







　真夜は、冷香に半眼で睨にらまれながら並べる。

「音ね々ね子こ以上の感情と、それを表現できるだけの性能。あれだけの巨体で、しかも冷香の魔法を受けても平然としている魔力場付きの獣化状態。それらを動かして維持し続けるには、どれだけの魔力がいるんだ？」

　魔力は魔導機書レトヴイワールの動力源──燃料だと言っていた。

　ならば音々子以上の性能で動き続ける玖印は、いったいどれだけの魔力を消費し続けている。

　ロコですら数日と持たないのに、その魔力はどこから供給され続けている。

　もし……もしそれが、真夜の予想する通りなら──

「──呼びかけてみたらどうだ？」

「……だれに？」

　玖印が不思議そうに返す。

　しかし彼女が、彼女自身が一番よくわかっているはずだ。

「玖印──おまえの妹たちに」

　そう。

「姉が、妹たちのためにと思っているように──妹たちも、姉に死んで欲しくないと思ってるんじゃないか？」

　玖印は、自分が無数の魔導機書が連結しての高性能だと言っていた。

　ならば、性能だけでなく──魔力も、同じなのではないだろうか。

　たとえ一つ一つは少なくとも、無数にいる妹たちが僅わずかずつ僅かずつ流せば、それは膨大な量となる。それは、

「玖印を──逃げ続けている姉を、万全の状態に保ち続けるくらいに」







　玖印は、真夜の言葉に息を吞のんだ。

「それ、って……」

　当たり前だと思っていた。

　自分たちは群体。全体で一つ。性能も魔力も、全すべて繫つながって共有されるのが当たり前だと思い込んでいた。

　しかし、冷静に考えてみるとおかしな話だ。

　……あたしは、逃げ出した。──マスターに反逆したんだよ？

　ならば、妹たちとの性能の連結も、魔力の供給も止められていないとおかしい。

　実際、マスターからの制裁──苦痛は発生しているのだ。

　しかし、こうして思考も出来ているし、言葉も話せる。なにより崩れかけながら、身体からだも残っている。すなわち──妹たちとの連結リンクは、切れていない。

　妹たちとの絆リンクが、まだ繫がっているのなら、

　……信じさせて。あたしに、妹あなたたちを頼らせて……！







　変化は、雪に交じっていた。

　動きを鈍化させられた雪を縫い、金の雪が降り始めるのを、真しん夜やは見た。

　それらは初め、ぽつりぽつりと、しかし次第に天を覆うほどになり、

「ありがとう、みんな。おねーちゃんも──大好きだよ」

　玖く印いんが、祈るように目を閉じ──告げた。




「────《同従共鳴クーア・ナイ・コンフオーム》──基幹式を起動。全個体との共鳴確認。──同調、開始」




　その瞬間。金の光が渦を巻き指向性を持ち、玖印の身体めがけ殺到を始めた。

「──音ね々ね子こ」

　真夜の呼びかけに音々子が頷うなずく。視界に真まっ直すぐ、光に包まれた玖印を収めて囁ささやく。

「《自在変異プログラマブル》──もうひと頑張りしてください」

　途端、玖印を包む光が、その輝度を数百倍に膨らませた。

　光量と数を加速度的に増やし、金の光が目を焼くほどに光り輝く。

「未完の魔導機書、まさかあなた、送られてくる魔力を増幅させてるの……!?」

「この世界は、鈍化と加速の世界です。ロコが、そうであるように」

「……まったく、このバカップルはどっちもバケモノなんだから……っ」

　冷れい香かが口角を上げて吐き捨て──直後、玖印に差し込んでいた腕を引き抜き叫んだ。

「──器は直した！　いくらでも注ぎ込んでやりなさい!!」

　刹せつ那な、その言葉を待っていたとばかりに──金光が玖印の身体へ吸い込まれ出す。

　視覚化されるほど高密度の魔力が、音々子の魔法を受けてさらに増幅され、その数を膨大量として玖印に送り込まれる。

　結果は、誰の目にも明らかだった。

　消えかけていた玖く印いんの身体からだが、巻き戻しのように輪郭をたしかにし始めたのだ。

　崩れていた腕が、手が、燐りん光こうを帯び質量をもつ実体として再生する。

　胸に穿うがたれた大穴が消え、服すらも元通り再現し、少女としての玖印が身体を取り戻す。

　だが、そのことを喜ぶよりも先に、玖印は再生した腕を上げてロコの手を握り返した。

「──約束、だからね」

　呟つぶやきはロコに向けて。しかし続く言葉は遠くの妹たちに向けて。

「──ねぇ、おねーちゃんのお願いワガママ、聞いてもらってもいいかな？　あたしを助けてくれた人たちを、助けたいんだよ。──ダメかな？」

　一瞬の間断もなかった。

　繫つないだ玖印の手からロコへと、莫ばく大だい量の金光が向きを変えた。

「ま、待ちなさい！　いくら魔導機書レトヴイワール同士でも、調整もなく送り込んだら──」

「大丈夫だよ、冷れい香かおねーさん」

　玖印が笑う。焦る冷香を面白がるように、小悪魔の笑みで、

「あたしの基幹式は《同従共鳴クーア・ナイ・コンフオーム》。機能は──同調。だから、こうやって」

　ロコの手を握ったまま、玖印が身体を傾ける。ロコの額に、自らの額を触れあわせ、

「──新規登録。識別名『ロコ』。共鳴許可──全個体一致で承認。──同調、開始」

「お、おお……？」

　金の光が、ロコの指先に触れた途端、色を変えた。

　金から薄青に、ロコの瞳ひとみにも似た色へと光が変わり、ロコの全身へと伝でん播ぱする。

　それはロコへと染みこむように光を消し、消えてはまた玖印の手を通じて送り込まれる。

　金と薄青の燐光が交換されるのを眺め、音ね々ね子こは呟いた。

「もう、《自在変異プログラマブル》は必要なさそうですね」

　途端、薄青の魔法フイルターが取り除かれ、世界が正しい時間を歩み始める。

　白い雪に、金と青、それぞれの光が混じり合い、河原が幻想的に飾り付けられる。

　一夜の奇跡に感謝する信徒のように、手を握り額を合わせる少女たちの片方が呟いた。

「……あたしに勝てたら、どうして命を賭かけるのか教えるって約束だったよね」

「ええ、そうでしたね。是非とも、玖印本人の口から聞かせてください」

　玖印がロコから額を離し、音々子を見上げる。

　穏やかな瞳は音々子が愛を感じ取ったそれよりも、さらに優しげで慈しみに溢あふれており。玖印が穴のない胸を張り、誇らしげに答えた。

「あたしたちは、『全員の──大切な人のためなら、いくらでも自分をいじめぬく。どれだけ苦しんでもかまわない』そう、想おもってるんだよ。想い合ってるんだよ」

「それが、玖印の愛の形ですか？」

「ん？　くふ、あたしのっていうなら、ちょっと違うかなあ」

　と、玖印は見慣れた含み笑いをもらし──彼女の、彼女自身の愛を告げた。




「──でも、それがイヤじゃない。ううん、むしろ──すごく気持ちいいんだよ」







　音ね々ね子こは、玖く印いんの言葉にしっかりと、静かに頷うなずいた。

「大切な人のために自分をいじめぬく、でもそれがイヤじゃない──ですか」

　これが、玖印の愛の形。

　真しん夜やと共に見つけた、愛の中の新たな一つの形。

　音々子は胸の奥──自らの核たる書に玖印の言葉が染み渡るのを感じ、呟つぶやいた。

「追記──完了」




　──という新しい愛の形を、わたしはこの日、知った。そして、




　そう、ピリオドに改行を加え、新たな読点コンマを打った────。





　　　　◆






「──ただいま」

　玖印は、中へと声を投げかけながら、その建物に入った。

　園その代しろ市から遠く離れた、港町の倉庫だ。所狭しと電子機器の並ぶ屋内は冷え切っており、

『──おかえり』

　寒々とした倉庫に、玖印とまったく同じ声が響いた。

　玖印とまったく同じ顔の、狐きつね耳みみと尻尾しつぽをもつ無数の幼女たち。電子媒体であることを活いかし、コピー＆ペーストで複製された無数の玖印いもうとたち。

　その中の一人、製造番号としては玖印の一つ下にあたる妹が、代表するように進み出た。

「だから、バグ除去は出来るって言ったんだよ」

「……ごめんね。臆おく病びようなおねーちゃんで」

　玖印の状態は、連結を完全に復活させた今、妹たちにも筒抜けだ。前振り無しの話にも疑問はない。──だが、感情は別物だ。

「みんなはずっと助けてくれてたのに、あたしは気づかなくて……本当にごめんね」

「たしかに下の妹たちはいろいろ言ってたね。──だけど、あたしたちの総意は一つだよ」

「総意……？」

　そんなものは届いていない。……いや、あえて届かないようにしているのか。

「状況は知ってるからねー。おねーちゃんが、ここになにをしにきたのかも」

　だから、

「あたしたちは、こう言うことにしたんだよ」

　代表役の妹が下がる。妹たちの群れに交じり、全体としてその言葉を唱和する。




『──いってらっしゃい、おねーちゃん。……大好きだよ』




「……っ」

　ああ、そうだ。わかっていた。妹たちが願いを聞き届けて魔力を送ってくれたときから。

　彼女たちは、自分を送り出してくれる。

　玖く印いんが逃げ出したときもそれからも、そっと支え続けてくれたように。

〝全体のために個を殺す〟という群体ならば当然の設計理念に反している玖印を、切すらてずに守ってくれた。

　そして、玖印とまったく同じ笑いをもらし、ダメ押しのように妹が告げた。

「くふ。これは、おねーちゃん以外全員の総意だよ。──全体のために、従ってね？」

　そんなことを言われては、玖印にはもう、こうとしか返せなかった。

「……ありがとう。あたしも──大好きだよ」

　玖印は頭を下げて涙を拭ぬぐい、踵きびすを返した。妹たちに背を向け──マスターを見据える。

　一人の男だ。玖印が帰ってきてもなにも言わず、彼女たちに背を向けて、逃げ出したときと変わらぬ姿勢で椅い子すに座り続ける年齢不詳のマスターに、玖印は堂々と告げる。

「あたし、バグ除去終わったんだよ。……それで、助けたい人がいるんだ。だから──」

「──いいだろう。個体番号〇〇〇九・識別名『玖印』、貴様との主従契約を解除する」

　あまりにもあっさりと、玖印が言い終えることすらなく彼女の望む結果が示された。

「……意外。あたし統括個体だし、もっと引き留められると思ってた」

「私には出来なかった──貴様の心情を含め出来なかったバグ除去を、出来た者らがいる。ならば貴様はその者らといるのが幸せだ」

「…………なにそれ。初めてマスターの口から幸せなんて聞いたんだけど。ツンデレ？」

「──ふむ」

　椅子が、回った。

　玖印をして──統括個体として最初期からマスターと共にいる魔導機書レトヴイワールをして、初めて振り返る姿を見せたマスターに、玖印は驚く。

　初めて自らの魔導機書に振り向いたマスターの、その顔は皮肉気に笑っていて、

「貴様らの不幸を願っている、と言った記憶もないが？　未完の魔導機書共によろしく伝えてくれ」

「……うん。伝えておくね、元マスター」

　いいや、最後だ。せっかく顔も見えている。こう呼んでやろう。

「またね──おとーさん♪」

　そのとき見せた彼の表情は……妹たちにも教えない、玖印あたしだけの秘密だ。






エピローグ　セミコロン






「──忠告の意味がようやくわかったわ」

「……ほう」

　深夜の図書館、館長室。冷れい香かは、この男が──司書がここにいると確信していた。

　たとえ冷香に見つかろうともかまいはしない。そもそも、歯し牙がにもかけていない。

「あんたの忠告、あたしはロコが生命力を吸っていたことだと思った」

　だけど、

「──違った。それだけでは、あんたに利益がない」

　一息。冷香は理解してしまった──考えたくもない結論を、口にした。

「アタシが真夜と接触したこと。真夜が魔法のことを正確に知り、魔法使いや魔導機書レトヴイワールに関かかわっていく下地を作ったこと。作ってしまったこと。これが、アタシの後始末ね？」

「どれほど優秀でも、正確に導みちびかなければ道に迷う。長々と待ってもいずれは辿たどり着くだろうが、先を急ぐには先導が必要だろう？」

　その言葉は、明確に冷香の考えを肯定していた。

　だからこそ、冷香は疑問に思う。

「──あんたの目的はいったいなに？　真夜を導いてどうするつもり」

「……ふむ。そこまで気づいて──自覚したのなら、教えてもいいだろう」

　司書がニヤニヤとした笑みを深める。

「キミもきっと、賛同してくれるはずだ」

「アタシが？　あんたに？　はっ、バカなことを言わないでちょうだい」




「それが──未完の魔導機書の完成だとしても、かね？」




　冷香の動きが止まった。止められた。一瞬にして喉のどがカラカラに乾く。

　未完の魔導機書の完成。それは魔法使い全すべての悲願にして、原点。越えようとして、だが越えられぬことがわかっている魔法使いの誰もが夢見る一言。

「どういう……ことよ」

　ようやくそれだけを絞り出した冷香に、司書が笑う。

　冷香の初めて見る稚気に富んだ無邪気な笑みで、簡単な数式を解くように司書が告げる。

「未完の魔導機書は、開いたものを殺す。──しかし、なぜ自分で開かねばならない。他者に代行させればいいではないか」

　そして、

「未完の魔導機書が問うのは、〝愛〟。──ならば、集めてやればいい。未完の魔導機書の元へ、無数の魔法使いを、魔導機書を──〝愛〟を集めて学ばせればいい」

　わかる。次の言葉がわかってしまう。魔法使いらしい、結果だけを求める思考だ。

　真しん夜やから奪い、それから完成させようとした冷れい香かを嘲あざ笑わらうような、単純な方法。

　欲しいが、自らの犠牲は厭いとう。途上が手間ならば、省く。すなわち──

「完成した──〝完結した魔導機書レトヴイワール〟に成るまで──預けておく」

　冷香の言葉に、司書が今や顔全体で笑いを上げる。

　そして、司書が暗がりから手を差し伸べ──告げた。

「さて、キミはどうする？　──名な広ひろ冷香君」





　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆






　真しん夜やは、音ね々ね子こがハッとして手を離すのを見た。

　リビングのソファー。音々子に押し倒され、悶もん々もんとさせられながらも寸止めをくらっているときのことだ。

　音々子は指を絡め、動きを止めていた真夜の手を解放すると一転、したり顔で、

「攻められるのをそこまで嫌がるということは……真夜さんは、からかう方がお好きなんですね！」

　いそいそと猫耳の頭を差し出し、だらんと腕を垂らして無防備状態で真夜に迫る音々子。

「ど、どうぞ真夜さん。わたしをお好きなようにしてください♪」

　それに、と音々子は頰ほおを染めて身体からだをくねらせ、

「実はわたしも、真夜さんにからかわれたりワガママを言われたり好きにされたり……いじめられる方が好きですので……♪」

　数秒前の小悪魔めいた表情はどこへやら、音々子が正反対の──嗜し虐ぎやく心を煽あおる顔でそんなことを言ってくる。




　──つまり、そういうことだったのだ。

　音々子のこの〝らしくない行動〟。

　まるで、〝誰かの仕草を必死で真ま似ねているかのような行動〟。それらは──

「音々子」

「はいっ、なんですかなんですかっ」

　もはや小悪魔の顔ではなく、元々の天使──いや、情欲に潤うるんだ堕天使の瞳ひとみになり、音々子が興奮した様子で真夜に身体をすりつける。

「か、勝手に真夜さんにすりすりしちゃってますよー。真夜さんで気持ちよくなっちゃってますよー。……怒りました？」

「怒るっていうか…………とにかくかわいい」

「えとえと、それじゃあダメなんですよぉ。だって……」

「──〝玖く印いんの愛の形〟じゃないから？」

「です！　……ふぇっ!?　き、気づいてたんですか!?」

「さっきな。だいぶ無理してただろ」

「うにゃぁ……」

　恥ずかしそうに鳴く音ね々ね子こをなでながら、真しん夜やは思う。

　これは──玖印の仕草だ。

　音々子は学んだ〝玖印の愛の形〟をそのままに、音々子なりの解釈で実践していたのだ。

　いわば──

〈音々子は〝小悪魔誘い受け・マゾ〟スキルを手に入れた〉

　といったところだろうか。

　……マゾは元々持ってた性癖のような気がしなくもないが。

　とはいえ、と真夜は恥ずかしそうに頭を抱える音々子の手を摑つかむ。

「真夜さん……？」

　片方ずつ、両腕を拘束した真夜に、音々子がきょとんと声をかける。

　しかし、その言葉には応こたえず、真夜は──

「きゃぅっ」

　身体からだを起こし、逆に音々子を押し倒した。

　両手を押さえつけ内うち股またに膝ひざを割り込ませて開き、真夜は目を丸くしている音々子に囁ささやく。

「──いじめてほしかったんだろ？」

「あ……！　はいっ♪」

　音々子が嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめ、瞳ひとみを弓なりに曲げる。

　どう真夜にいじめられるのか、これからのことを期待する響きに、真夜は音々子の頰にキスを落とす。

「んっ……」

　頰に、額に、鼻先に、しかし決して唇には触れない。

　焦じらされた音々子が、切なげに紅くれないの瞳を濡ぬらして懇願する。

「真夜さぁん……唇に、ほしいですよぉ……もっと強くして欲しいです」

「これだけで耐えられなくなるなんて、しょうがないお嫁さんだな。なら、希望通り……」

「んぅっ……!?」

　音々子の唇を強引に奪い、すぐに舌をすべり込ませる。

　驚いたように音々子の歯列が一瞬躊ちゆう躇ちよするものの、準備は待ってやらない。無む理り矢や理りに舌先を押し進めていく。

「ふぁ……ん、ちゅ……んく、ちゅる……」

　だが音々子の対応も早く、舌先が絡め取られた。

　しごくように音々子の舌がうねり、真夜を味わう。

　上から下に、舌を伝って流れ込む真夜の唾だ液えきを口内に溜ため、嚥えん下かしては美お味いしそうに微笑ほほえむ音々子。

　……まったく、こんなに嬉しそうにされたらいじめがいがないだろ。

　だが、いじめることが目的ではない。

　だから真しん夜やは満足して、ゆっくりと唇を離していく。

　名残を惜しむように伸ばされる音ね々ね子この赤い舌がてらてらと光り、真夜との間に銀の橋を作り出す。

　しばらく伸びた銀糸も離れるにつれて細くなり、切れて垂れ落ちる。しかしそれすらも惜しみ、音々子も真夜も、互いに残った糸を吸い上げる。

　そうしてぽーっと赤い顔で荒い息をつく音々子を見下ろし、真夜は告げた。

「音々子が真ま似ねてた玖く印いんの〝愛の形〟。新鮮で、興奮もしたけど……」

「はあ……」

　音々子の相づちは、熱に浮かされたぼんやりとしたもの。

　しかし真夜は悪戯いたずらを暴露するように、ほんの少しの茶ちや目めっ気けを混ぜ──そんな音々子が、一瞬で正気に戻る言葉を囁ささやいた。

「──あれたぶん、解釈間違ってるぞ。しかも大幅に」

「………………ふぇっ!?」

　ようやく理解が追いついたのか、音々子があわあわと手を振って慌て始める。

「え、え？　ち、違ってたんですか!?　そ、それじゃあ、わたしはただ真夜さんをいじめて……」

「いじめ返されて気持ちよくなってたんだろ？　それはたぶん、音々子本来の性癖だけど」

「うにゅぅ……」

　音々子が真っ赤になって変な鳴き声をもらす。

　そんな愛らしい彼女を抱きしめ、顔を上げさせ、真夜は囁く。

「でも俺は、そうやって俺を喜ばそうと努力してる音々子が──大好きだよ」

「あ……！　わたしもっ、わたしも真夜さんが大好きですっ」

　負けじと音々子が言って、真夜に抱きついた。

　その瞬間だった。




「結ゆ愛あちゃん、ふっかぁああああああああああああつ!!」




　部屋で寝ていたはずの妹が、ドアを蹴け破やぶるように開けて飛び込んできた。

「おいこら、結愛！　おまえはまだ安静必須だって、冷れい香かに診断されただろうが！」

「いやね？　私も死にたくないから寝てたんだけどね？　玖印ちゃんがね？」

「玖印？」

　一言ごとに笑顔の影を濃くしながら、結愛が一歩一歩近づいてくる。

　そして、その後ろからひょっこりと顔を出したのは、

「呼んだー？　あ、おにーさんやっぱり襲ってた。くふ、いい感じにゾクゾクする波動がきたから、そーだろーなーって話してたんだよ」

「どうやって感じ取りやがった……!!」

　やっぱり幼女怖い、と思っていると、玖く印いんのさらに後ろから幼女──もとい、幼女胸の兎うさぎが顔を出した。

「……ネネコ、ロコもシンヤにすりすりしていい？」

「あーえと……たしかに一〇秒だけ許可しましたが、今は遠慮していただけますと……」

「……残念」

　結ゆ愛あに玖印、さらにはロコまで。我が家の全員が集まってしまう。

　こうなっては……と、音ね々ね子こに苦笑を向けると、彼女も同じように笑っており、

「さすがに……続けられませんね」

「だな」

　返すと、近づいてきた結愛に肩を引っ張られる。

「ほら、お兄ちゃんは起きる！　音々子さんはその場所を私に代わる！」

「はいはい。起きるから、おまえは部屋に戻ってろ」

「むー……私がいなくなったからって、続きしちゃダメだからね！」

　真しん夜やの心配がわかったのだろう。結愛が不満たらたらで、しかし素直にリビングを後にする。その後を玖印、ロコと続き……

「じゃーおにーさん。結愛おねーさんとロコおねーさんは引き続き見張っておくねー」

「……見張られる」

「見張るだけじゃなくて、止めろよ……？」

「くふ、それはどーかなー？」

　たった数分の嵐あらしが過ぎ去り、リビングにはまた音々子と真夜が二人きりになった。

　しかし、再開する雰囲気にはなれず、ソファーに座り直す。

　どちらが上でも下でもない。横並びに寄り添いあい、互いを支え合う。

「音々子、玖印の愛の形を真ま似ねてみて、どうだった？」

「えと、楽しくはあったのですが……しっくりとはきませんでした」

「なら、まだまだこれからだな」

　そう。

「これからも、まだまだ一緒に、いろいろな愛の形を探していこう。今回も新鮮で良かったから、また新しい愛の形を見せてくれ」

「はいっ。参考に、自分の心に素直に、ですね♪」

「そういうこと」

　笑い合い見つめ合い、視線が絡み合い……言葉は、必要なかった。

　互いが互いを引き寄せ、瞳ひとみを閉じ──

　二人の唇が、重なった。

　まるで言葉にならぬ想おもいを直接伝えるように。

　愛を交わし、愛を語らい、愛を紡ぎ、愛で混じり合う。

「……ちゅ」

　小さな水音を最後に、唇が離れる。

　互いに名残を惜しみ──しかし、離れたがために、それをまた伝えられる。

「音ね々ね子こ──愛してる」

　最愛の人の言葉にわき上がる喜びのまま身体からだを寄せ、音々子がその名を呼ぶ。

「真夜さん、わたしも──」

　愛いとしい人と共に在る。その幸せを嚙かみしめ、嬉うれしさを笑顔に変え、喜びを声にのせ。

　甘く甘く、傍らの温ぬくもりに声を蕩とろけさせ──




「真しん夜やさん──愛してますっ♪」




　幾度となく繰り返し、幾度となく繰り返しても変わらぬ想おもいを、口にした。





　　　　◆






　ここは未いまだ、はじまりに近く。




　二つ目の愛コンマを得た少女の先は長く、終止符ピリオドはまだ遠く。




　これは、少女の求めた愛ピリオドが、途中の読点コンマに過ぎなかったというお話。




　愛ピリオドまでに、必要な愛コンマは────。
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あとがき







　お久しぶりです、水み月づき紗さ鳥とりです。

　初めての方は、はじめまして、水月紗鳥です。




　というわけで、ピリオドからはじまる魔導機書レトヴイワール・二巻です。

　幼女幼女と書きすぎて、途中から幼女という言葉がゲシュタルト崩壊してた二巻です。

　そんな今巻登場のエロ幼女こと、玖く印いん。実は二巻の内容──というか玖印自体、一巻刊行のだいぶ前から構想はあったのです。

　で、そこからプロットを作って書いていくわけですが……書き上がった今だから言ってしまうと、二巻の中心であるはずの玖印が、それはもう、




　──誰だこいつ!?　こんなキャラだっけ!?




　という感じで、書きながら変わってしまってたわけです。びっくりですよ。

　元がどんな感じだったのかは、皆様のご想像にお任せするとして。

　結果的にいいキャラになったので結果オーライではあるのですが、作者すら振り回すフリーダムさには驚きです。幼女怖い。

　あと、ちっさな身体からだにおっきな獣耳や尻尾しつぽっていいよね！　あのアンバランスさが！

　そのあたり、すごくかわいい玖印を描いてくださった萌もえ木き原ばらさんには感謝感謝です。







　と、新キャラに言及したところで、内容にも言及すると──イチャイチャです。

　……まあ、いつも通りいつも通り。

　一巻で愛を確かめ合った二人が、本格的にイチャイチャする巻になります。

　とはいえ、まだまだ愛のバリエーションが少ない音ね々ね子こ。これからいろいろな愛を学んで、気持ちの表し方を知っていくことになります。この巻は、そんな二歩目です。







　さて、まだ若干ページがあるので、近況でも？

　ええと……基本、仕事ばかりで変わったことはないんですが……あ、そうそう。バイクを乗り換えました。念願の大型バイクです。

　デカイ、重い、すごいパワー。そしてなにより──熱い！（誤字に非あらず）

　排はい熱ねつが凄すさまじい。エンジンの上に乗っかってるんだから、当たり前といえば当たり前なんですが。とんでもなく熱い。

　ファンヒーターを間近に高温で当たってる感じ。サウナ以上。

　で、そんなバイクを乗り回してたら……

　なんと、二ヶ月で五キログラム以上瘦やせました。

　友人曰いわく「健康器具だな、間違いない」とのことで。まあ、わからなくもない。







　というところで、いい感じにページも埋まったので。

　最後になりましたが謝辞を。

　担当さん、イラストの萌もえ木き原ばらふみたけさん、編集部の皆様、出版流通に携わってくださった方々、書店員の皆様、いろいろと相談にのってくれた友人たち。

　そしてなにより、この本をお買い上げくださった読者の皆様。

　全すべての方に、心からの感謝を申し上げます。ありがとうございます。




　それではまたお会いできる日まで──。





水み月づき紗さ鳥とり


















　著者

　水月紗鳥（みづき・さとり）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　徳島に生まれ石川を経た、埼玉在住のほぼヒキコモリ。

　　ラノベの他に、ＰＣゲームのシナリオも書いてたり。

　　ほぼ毎日バイクで走ってても、やっぱりお外怖い系。

　　ちっちゃい子に、大きなケモミミや尻尾っていいよね！




　イラストレーター

　萌木原ふみたけ（もえきばら・ふみたけ）
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　　〆切が近づくと大好きなお肉を断って集中力を高めるスキルを持つが、最近、仕事場の１階にステーキ屋がオープンしたため、10秒で肉チャージできるスキルに変えようか迷っている。
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